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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　姫は咽びぬAnd　how　she　wept,　騎士の膝and　clasped　his　knees;、

　　　姫は空しくAnd　how　she　tended　かしずきぬhim　in　vain-、

　　　騎士の心を狂わせしAnd　ever　strove　to　expiate

　　　　　　かの嘲笑をThe　scorn　that　crazed贖わめ　his　brain。




　　　姫が看護のAnd　that　she　nursed　洞窟にhim　in　cave;

　　　騎士が狂気の去りし時And　how　his　madness　went　away、

　　　森に黄葉のWhen　on　the　yellow散りしきて　forest-leaves

　　　　　　玉の緒まさに絶えんとすA　dying　man　he　lay;-。




　　　臨終の際に──His　dying　words-but　ああされどwhen　I　reached

　　　悲哀極まるThat　tenderest　strain　この条of　all　ditty,、

　　　吟うわがMy　faultering　声おろめきてvoice　and　pausing　harp

　　　　　　乙女の心や乱しけむDisturbed　her　soul　with　pity!。







　第一章










「────？」

　式しき森もり和かず樹きは顔を上げた。

　誰だれかが語かたりかけているような気がしたのだ。囁ささやくような、詠うたうような口ぶりで、心の中へ染しみこむように響ひびいてきた。声に覚えはないし、そもそも声だったかどうか分からない。一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとで、注意を向ける間もなかった。だがその詠よみ口くちは、はっきりと頭の中に跡あとを残した。

　どうしてか胸がもやもやした。しかし、すぐ気を取り直す。いかん、授じゆ業ぎよう中ちゆうなのになにやってんだ。

　和樹は誰の仕し業わざかと、周しゆう囲いを見回した。皆みな静しずかに座すわっており、手元の教科書に目を落としている。ざっと見た限りでも、自分に顔を向けているクラスメートは一人もいなかった。

　東京都の私立高校葵あおい学がく園えん。朝の教室。二年Ｂ組。

　柔やわらかな日ひ射ざしが窓まどからそそがれ、ぽかぽかと程ほど良よい暖あたたかさになっていた。昼過ぎになると気温も高くなるが、今はちょうどいい時間帯である。クラスメートもどことなく眠ねむそうで、そのせいか彼に注意を払はらっているものはいない。当然、話しかけることもしていなかった。

　そもそも自分に声をかける級きゆう友ゆうがいるのか、とも思う。友人がいないわけではないが、学校の成せい績せきが果はてしなく低いのである。スポーツも苦にが手てだが勉強はもっと駄だ目めだ。自分より出来の悪い生せい徒とを探さがすのは、かなり困こん難なんだと断だん言げんできる。なにか分からないことがあっても、普ふ通つうは質しつ問もんしたりはしないはずだ。

　それに同じ制せい服ふくの中だと、彼はあっさり集団にまぎれる。なにしろ中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで顔立ちに特とく徴ちようなし。地じ味みというキャンバスに目め鼻はなを付けたに過すぎない。人が良さそうと言われたことはあるが、それははたして褒ほめ言こと葉ばなのか。

　和樹はもう一度教室内を眺ながめた。やはりこちらを見ているものはいない。伸のび上がって窓の外にも目を向けてみたが、体たい育いくの授業の音がするだけで、なにもなかった。

　和樹は隣となりを向いた。今の声のことを、訊きこうと思ったのだ。

「夕ゆう……」

　彼は口をつぐんだ。

　思い出した。彼かの女じよがいないのだ。いつもなら座すわっているはずの少女の姿が、ない。

　宮みや間ま夕ゆう菜なは世話焼きである。授業中に寝ねていたら起こすし、質問の答えをこっそり教えてくれる。寮りようを出る前に「忘れ物、しませんでした？」と注意もしてくれる。

　彼女はそういう性格である。とにかく和樹のことが気になって仕し方かたないのだ。なんの拍ひよう子しか自分の元に現れて、「お嫁よめさんになる」と宣せん言げんしたときから一いつ貫かんしていた。

　一言で言えば世話女によう房ぼうタイプ。ちょっとおせっかいなきらいもあるが、助かることも多かった。

　それが、いない。

　理由は知らない。とにかく朝からいないのだ。彼女は真ま面じ目めで、授業をさぼるようなことはしたことがない。黙だまって姿を消すことはないはずである。

　近ちか頃ごろの彼女は、遅おそくまでなにやら調べ物をしている。本屋に行ったり女友とも達だちに訊きいたりもしているようで、なにかの計画を立てているらしい。詳くわしく聞いたりしていないので分からないのだが、和樹にも連休中の予定を訊きにきていた。そのせいで寝ね坊ぼうをしたか、風か邪ぜでもひいたのかもしれない。

　だが、今朝、和樹の部屋に「先に行ってます」と声を掛かけてきた。だから学校に来ているはずなのだ。なのにいないなんて……。

　そんなことを考えていたら、声が飛んできた。

「こら式森」

「は、はいっ」

　慌あわてて正面に向き直る。担たん任にんの伊い庭ばかおりが睨にらんでいた。

　まだ若い女教きよう師しである。子こ供どもっぽい顔立ちで童どう顔がんで化け粧しようっけがないが、それが良い方向に働はたらいていて、なかなか魅み力りよく的てきである。美び人じんだと感じる男も多いだろう。

　彼女は訳わけあって、ヨーロッパの僻へき地ちからやってきた。前回の事件から引き続き、葵学園に滞たい留りゆうしたままである。重じゆう度どのゲームマニアで、チョークよりもコントローラーを握にぎっていたいと公こう言げんしている。教師なぞやりたくないらしいのだが、「免めん状じようを無む駄だにすることもないし、他に稼ぎ口もないので」Ｂ組を受け持っていた。

「ちゃんと聞いてろ。こっちは仕事中なんだからよ」

「はい……」

「勉べん強きようつーのはな、自分の知ち識しきを深めて、人生に厚あつみを持たせるために結けつ構こう使えるんだよ。ちゃんと血ちや肉にくになるもんなんだ。社会に出てから役に立たねーとか言ってると、いずれ痛いたい目め見るぞ」

「はあ……」

「よそ見するなよ。ここ、次のテストで出すからな」

「でも……」

「なんだよ」

「いえ、いいです」

　和樹は頭を低くした。かおりは黒こく板ばんに描かいた簡かん易いハンモックの絵えを消すと、説せつ明めいに戻もどった。

「森しん林りんや山さん間かん部ぶでは、夜や間かんになるだけでパニックに陥おちいるケースが多いことは話したね。じゃあ続き。サバイバルの目もく的てきとは、自分の身を守ることの一点に尽つきる。これは敵からの襲しゆう撃げきだけではなく、自し然ぜんの脅きよう威いも含ふくまれるから。とくに今話した山間部では、気き温おんが低い上、気き候こうが変わりやすい。日本は温おん暖だんだけど、それでも無む視しできないことだから。そのため、シェルターを選せん定ていし、設せつ営えいすることは大変重じゆう要ような要よう素そとなる。無視して身体からだに負ふ担たんをかけると疲ひ労ろうが蓄ちく積せきし、とくに風ふう雨うによって痛めつけられ、場合によっては低てい体たい温おん症しようを引き起こすことになりかねない。各国の軍ぐん隊たいでもこれらの対たい策さくは繰くり返かえし研けん究きゆうされ、とくにイギリス陸軍は昔からスコットランドで訓くん練れんを……」

　かおりは国こく語ごの教師のはずである。授業は前から脱だつ線せんしがちであったが、今日は滑すべりに滑ってサバイバルについて講こう義ぎをしている。こんなのをテストに出す気なのだろうか。

　直前までは地図なしのナビゲーションについて一いつ席せきぶっていた。クラスメートも黙だまって聞いていたが、これは「どうせこの人はこんな感じだし」というあきらめによるものだ。その証しよう拠こに黒板ではなく教科書を読んでいる。

　仕し方かたがないのでノートに向き直った。シャーペンを走らせる。

　廊ろう下かからかすかに声がした。女の子がなにか騒さわいでいる。もう授業が終わったクラスがあるのだろう。無視して倒とう木ぼくや草そう木ぼくの利用によるシェルターの図を描かいた。

　続いて寒さむさへの対策と応おう急きゆう手て当あての方法を書き写す。原げん始し人じんばりに、火の熾おこし方まであった。虫眼鏡めがねを使ったり、木を擦こすり合わせたり、ガンパウダーを使用したり。かおりは字が下手な上に細こまかいので、かなり面めん倒どうくさい。

　眼めを細ほそめて黒板を眺ながめる。と、外の騒ぎが徐じよ々じよに大きくなってきた。声がはっきり聞こえるようになる。

「……ちょっと離はなしてよ。制せい服ふく引ひっ張ぱらないで」

「駄だ目めです。なにを隠かくしたんですか」

　女子生せい徒と二人の声だ。言い争あらそっている。

「なんでもないわよ。気にしないで」

「気になります。見せてください」

「もう、どうして朝からあたしを追いかけるのよ」

「こそこそ怪あやしいからです！」

　聞き覚えのある声だ。取り乱しているのは風かぜ椿つばき玖く里り子こ。追つい及きゆうしているのは夕菜だ。

　和樹はつい声のする方を向いた。いないと思った夕菜が廊下でなにかしている。かおりに注意されないよう、耳みみを澄すませた。

　口こう論ろんはかなり大きかった。罵ののしり合あいと言っていい。もみ合う音までしている。

「なにもないってば。ほら、信じて」

「噓うそです。なにか企たくらんでるでしょう」

「そんなことないわよ」

「あっ、今なに持ってました!?　出してください！」

「ないって……きゃっ、夕菜ちゃん、どこ触さわってるのよ！」

「動いちゃ駄目です！」

「きゃあきゃあ。まさぐらないでよ、気持ちいいじゃない」

「……こんなところに隠して！」

　どたんばたんと争う音。ドアにぶつかり、派は手でに響ひびかせる。クラスメートもさすがに気づきだした。「あれ夕菜ちゃんじゃないか」と囁ささやく声がする。

「……なんですかこれ。旅りよ行こうの予定表!?」

「いいじゃない旅行に行っても」

「ここの男一人ってなんですか！　和樹さんのことでしょう！」

「誘さそってどこが悪いのよ」

「女も一人だけになってます！　二人っきりで行こうとしましたね！」

　怒ど鳴なり声が続く。かおりが授業を中ちゆう断だんして、扉とびらを開けた。

「おい、いったいなにしてるんだ。遅ち刻こくしておいて……」

　突とつ然ぜん、ぼんと爆ばく発はつ音おんがした。

　黒くろと黄き色いろの煙けむりが、大量に教室内に流れ込む。焦こげくさい臭においに、何人かの生徒がむせかえった。

　転てん倒とうしそうになったかおりが、教きよう卓たくで身体からだを支ささえながら叫さけんだ。

「こら！　廊ろう下かで魔ま法ほうをつかうんじゃ──」

　さらに大爆発。熱ねつ風ぷうが吹ふき込んで、窓ガラスが音を立てて振しん動どうする。もみ合いながら夕菜と玖里子が転がり込んできた。

「もう許ゆるしません！　これ以上不ふ埒らちな真ま似ねをするようでしたら、永えい遠えんに眠ねむってもらいます！」

「面おも白しろい、受けて立とうじゃない！」

　夕菜の右手が白く発はつ光こうした。対たい抗こうするように、玖里子も小鳥のさえずりのような声をあげる。圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんだ。二人の魔力が急きゆう激げきに膨ぼう張ちようし、周しゆう囲いの沸ふつ点てんが一気に上がった。

　体たい勢せいを立て直したかおりが、急いで割わって入はいろうとする。

「やめ──」

　その言葉を待たずに、夕菜の手から光こう弾だんが走った。

　サッカーボール大の光の弾たまが、軌き跡せきを残して走る。玖里子が拡かく張ちようしようとしていた高こう度ど消しよう滅めつ魔ま法ほうに激げき突とつして爆発し、教室中に目もくらむような閃せん光こうをまき散ちらした。

「やるわね、光遊撃弾グアンヨウジイダン!?」

「まだです！」

　今度は両手を頭上に掲かかげた。

「来たれ、四よん大だい精せい霊れいの主あるじ、水に生きる全すべてのものの守り神ウンディーネよ。我わが名、盟めい約やくに応おうじてその力をここに顕あらわせ！」

　精霊魔法。夕菜の得とく意い技わざだ。あちこちに浮ふ遊ゆうしている細かな精霊を呼び集め、呪文によって使し役えきする。ウンディーネを形けい成せいするには、水に関かかわる精霊たちを強ごう引いんに引っ張ってこなければならないため、相そう当とう高度で魔ま力りよくも消しよう費ひするが、彼女は楽々こなしていた。元がん来らい、土ど木ぼく工こう事じや海かい流りゆう調ちよう査さ、漁ぎよ業ぎように多く用もちいられるもので、つまりそれだけ規き模ぼが大きいのだが、なんと個人の攻こう撃げき用ように使用するつもりだ。

　小さく光る精せい霊れいたちが夕菜の呼びかけに応じ、次々に集まってくる。彼女の腕うでの周りを回り、徐じよ々じよに形を成して水流となった。

　玖里子はひるまない。制服のポケットから、則そく天てん文も字じで書かれた紙し片へんを何枚か取りだした。

　ぱっと空中に放ほうり投げる。

「剪紙成兵ジエンジチエンビン」

　紙片は空中でいったん折おり畳たたまれたかと思うと、急激に大きくなった。それぞれ人の形となり、空中で踊おどっている。右手に持っているのは紙でできた、それでいて切きれ味あじの良よさそうな剣けんだ。

「炎ヤン！」

　紙人形が一いつ斉せいに発火した。燃もえ尽つきることなく、火でできた盾たてのように、夕菜の前に立ちふさがる。

　水流から蒸じよう気きが上がった。紙人形の強きよう烈れつな火か勢せいで蒸じよう発はつを始めたのだ。

　形けい勢せい不ふ利りと見たか、夕菜は水流が小さい状じよう態たいのまま腕を振ふった。

「はーっ！」

　炎ほのおにあぶられ、水流は急速に小さくなっていく。彼女は構かまわず叩たたきつけた。

　真っ白な水蒸気が広がる。教室の視し界かいが悪くなった。その隙すきをついて玖里子が紙人形に命令を下す。

「斬ズアン！」

　燃えさかる人形が、四方八方から夕菜に襲おそいかかる。彼女は残りの精霊で水流を操あやつり、巧たくみに攻撃を防ふせいだ。

　大量の火と水の激げき突とつだが、ようは魔力の叩き合いである。力の尽きた方、それも魔力ではなく緊きん張ちようと集しゆう中ちゆうの切れたものが敗はい北ぼくする。そして立て続けに使うと、半日はベッドから起きあがれないほど体力を消しよう耗もうする羽目になってしまう。魔法というのは、それほどの精せい神しん力りよくを強しいるものなのだ。

　だが二人とも、そんなことお構いなしに攻撃を続けていた。そもそもこの二人は、魔法学校である葵学園の中でも、とびきり優ゆう秀しゆうな生徒である。さすがに額ひたいに汗あせを浮うかべているものの、精神力は底なしと言っていいほどであった。

　たまらないのは周囲の人間である。

　炎であぶられる上に、水蒸気が熱を持って、瞬またたく間に教室内に充じゆう満まんしたのだ。サウナよりも温度が高くなっていく。こんなところにじっとしていたら、蒸むし焼やきにしてくださいとお願いするようなものであった。

　何人かの生徒が窓を開けて外がい気きを入れ、残りは四つん這ばいになって逃にげ出した。

　和樹も這いつくばり、クラスメートに続こうとする。

　その腕を摑つかまれた。

「待てこら。キミの責せき任にんだぞ!?」

　かおりであった。同じように身体からだを低くして、熱気で顔を真っ赤にしながら怒ど鳴なっている。

　和樹は動どう揺ようしつつも言い返した。

「僕ばくの責任なんですか!?」

「あたりまえだろ！　キミのことで言い合いをしてたぞ！　なんとかしろ！」

「でもあれ、どうにもなりませんよ！」

　和樹は使える魔力がゼロに近い。魔力そのものは比ひ類るいするものがないくらい強力なのだが、使用回数に制せい限げんがあるのだ。つまりかおりが言っているのは、素す手ででなんとかしろということであるが、あんな魔法合がつ戦せんに飛び込んだらどうなるかは、火を見るより明らかだ。
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　だが彼女は摑んだ手を離はなそうとせず、むしろ引っ張った。

「こっちへきなさい。無む理り矢や理りにでも止めてもらう」

「無茶ですよ！　それより先生担たん任にんでしょう！　なんとかしてくださいよ！」

「わたしだって命は惜おしい！」

　強ごう引いんに、夕菜と玖里子の前に立たせられた。

　二人はまったく気づいていない。目の前の人物を倒たおそうと夢中になっているのだ。火も水も荒あれ狂くるっている。こんな争いに巻き込まれたら、本当に死んでしまうかもしれない。

「タンマタンマ、先生ストップ！　マジでしゃれになりませんって！」

　しかしかおりは、和樹の背を押おしていた。

「なんとかしろ。生せい徒との義ぎ務む」

「そんな義務ありましたっけ!?」

　彼女は無視して押し続けた。「すまん式森。わたしも心が痛い。噓うそだけど」などと言っている。

　和樹は二人に見えるよう、急いで両手を振ふった。

「ねえ二人とも、もうやめようよ！　危ないって本当に！」

　二人は聞いていない。しかも魔ま力りよくはますます強力になり、嵐あらしのように暴あばれていた。

「だからやめてってば！　このままじゃ教室だけじゃなくて学校まで……ちょっと先生、そんなに押さないでください！　これ以上近ちか寄よったら僕まで……熱あつっ、あちちちち！」

　たまらず逃にげだそうとするが、かおりが羽は交がい締じめにして離さない。そこに炎ほのおの人形と、勢いきおいの増ました水流が同時に向かってきた。

「やめてやめて！　僕がここにいるんだって、だからその……う、うわーっ!!」

　和樹の悲ひ鳴めいをのみ込みつつ、火と水は激げき突とつし、膨ふくれあがって爆ばく発はつした。
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　葵学園には、各教きよう科かの教師のために専せん門もんの部屋が設もうけてある。教科ごとに分かれていて、それぞれ「社会科室」「国語科室」などと名付けられていた。中には当とう然ぜん教師ごとに机つくえがあって、休み時間はここで作さ業ぎようをしているものも多い。コピー機や資し料りよう整せい理り用の棚たな、私し物ぶつ入いれのロッカーまである。それ以外に職員室にも机が用意されているのだから、贅ぜい沢たくな環かん境きようと言えた。

　かおりは国語科室を拠きよ点てんにしている。あまり職員室には顔を出さず、もっぱらここに出入りしているのだ。

　彼女の机の周囲には本が散さん乱らんし、床ゆかには段ボールが積み上がっている。開け放しになった引き出しにはゲームの攻こう略りやく本ぼんと箱はこの潰つぶれたゲームソフトが載のせられていて、何な故ぜか衣い類るいまであった。

　他ほかにもマンガや雑誌が乱らん雑ざつに置かれているうえに教材のたぐいが見あたらず、とても教職員の事務机とは思えなかった。しかもハムスターの巣すのようにごちゃごちゃしているものだから、拠きよ点てんとか秘密基き地ちといった言葉がぴったりであった。

　かおりは背もたれの壊こわれた回かい転てん椅い子すに座すわり、額ひたいに冷ひえぴたシートを貼はっていた。

　その前に、恐きよう縮しゆくした体ていの夕菜と玖里子がいて、和樹まで小さくなって座っていた。三人の背はい後ごには、あきれ果てた顔をした神かみ城しろ凜りんがいる。

　彼らは教室で暴れ回った件けんに関し、事じ情じよう聴ちよう取しゆのため呼び出されたのである。凜までいるのは、騒さわぎのことを教えるためだ。

　他の教師はいなかった。かおりの汚きたない机に辟へき易えきして、近ちか寄よらないのだ。好こう都つ合ごうと言えないこともない。

「で、例によって、式森のことで揉もめていたわけか」

　頭ず痛つうを鎮しずめるように彼女は言った。もっともそれほどダメージは受けていないはずである。死にそうな目にあったのは和樹の方だ。

「はい」

「まあね」

　夕菜と玖里子は答えた。

「原げん因いんはなんなんだ。なんか旅行がどうとか言っていたような……」

「玖里子さんが、抜ぬけ駆がけをしたんです」

　夕菜が隣となりの少女をじろりと睨にらみながら言った。

「夏休みに、和樹さんと旅行するつもりだったんですって。二人だけで」

「いいじゃない」

　玖里子はどこか余よ裕ゆうの態たい度どだ。

「あたしが休みになにをしようと、あたしの勝かつ手てでしょう」

「和樹さんと二人っきりがいけないんです！　なにをするか、分かったもんじゃありません！」

　激げつ昂こうする夕菜。玖里子はそれには乗らず、

「あら。夕菜ちゃんだって、休みの予定を立ててたわよね」

　冷たい目で言いい放はなつ。

「和樹と出かける予定だったんでしょ。やっぱり二人だけで。知ってるんだから」

「ぐっ……わたしはいいんです」

「なんで」

「和樹さんの……その……奥おくさんなんですから！」

　大声を出した。その音おん量りようよりも内ない容ようこそがとんでもない話で、和樹は誰だれか第三者に聞かれたのではないかとはらはらしたが、幸さいわいそんな様子はなかった。それにこの中に、いまさら驚おどろくものは一人もいない。

　驚かないのには理由がある。そもそも夕菜は、家の命令で和樹の嫁よめとなるため、葵学園に転てん校こうしてきたのであった。それは玖里子や凜も同じで、彼女たちは一人の男を巡めぐる争そう奪だつ戦せんを繰くり広げているのである。

　和樹としてはびっくりするような話で、なんだか分からないうちに女の子たちの争いに巻き込まれていた。その後色々と紆う余よ曲きよく折せつがあって、今のような「どの娘ことも微び妙みように距きよ離りが近い」状じよう態たいに落ち着いている。もっとも落ち着いているというより、冷れい戦せん状態からなる緊きん張ちよう感かんが続いてるようなものなのだが、それはともかく。

　夕菜は勢いよく立ち上がり、腰こしに手を当て玖里子を睥へい睨げいした。

「わたしはいいんですっ！　和樹さんと旅行する権けん利りはわたしにだけあるんです」

「どーしてそうなるのよ。あたしにだって、凜にだってあるわよ」

　言われた凜は「なんで私まで」というような顔をした。

　夕菜は凜を無視して、

「ありません」

「あるわよ」

「ありません。ないったらないんです。和樹さんに手を出させるわけにはいきません」

「じゃあこうしましょう。あたしと凜で和樹と旅行をする。これなら機き会かい平びよう等どうで結けつ構こうなことよ」

　玖里子はうんうんと首を振ふった。

「それはまあ、平等ですけど……って、わたしがいないじゃないですか！」

　夕菜がまた髪かみの毛けを逆さか立だてた。

「夕菜ちゃんお留る守す番ばん」

「ふざけないでください！　単たんに和樹さんの身が危あぶなくなるだけです。玖里子さんも凜さんも、夜を待って襲おそいかかるに決きまってます」

「人を夜や行こう動どう物ぶつみたいに。昼間やるに決まってるじゃない。夜は凜の役やく目め」

　夕菜は「やっぱり」と言ったが、凜は狼ろう狽ばいして口を挟はさんだ。

「なにを言ってるのです。どうして私がそのような不ふ埒らちな真ま似ねをするのですか」

　彼女は背が低く童どう顔がんだが、目つきが鋭するどい上に日本刀を肌はだ身み離はなさない剣けん豪ごう少しよう女じよである。ストイックなことで知られていて、実じつ家かから「和樹に近づけ」と命じられたものの、むしろ距きよ離りを置きたがっていた。

　しかし夕菜にとってあまり違ちがいはない。

「凜さんはそうやって油ゆ断だんさせておいて、さっとさらう気です。狡こう猾かつなんだから」

　ほとんど言いがかりであったが、玖里子も「当然その手でいくわよね」とか言っている。

「するわけありません！」

「そこが怪あやしいんです！　腹はらの底そこの黒くろ々ぐろとしたものが見えます！」

「愚ぐ弄ろうする気ですか！」

「事実です！」

　もはや夕菜はお構かまいなしであった。とにかく和樹に近寄る女の子はみんなたくらみを抱いだいているのである。

　実のところ、それはほとんど焦しよう燥そう感かんと言えるものであった。和樹との距離がいっこうに近くならないので、焦あせっているのである。彼女なりにアプローチは怠おこたらないが、和樹が鈍にぶくて気づかないのだ。こうしている間にも、ちらちら目を動かして彼のことを見ている。

　その和樹は身を低くしたまま、避ひ難なんするようにかおりの元へ近寄った。

　担たん任にん教師は冷ひややかと言うか、軽けい蔑べつしたような目の色をしていた。

「情なさけない奴やつだ」

「盾たてにしたくせに、なに言ってるんですか。僕の身にもなってください」

　小こ声ごえで嘆なげく。いつもこんな有あり様さまで、身の休まる暇ひまがないのである。

「頼たのまれたってならねえよ。しかしキミもいつまでたっても進しん歩ぽしないな。ぼやぼやしてると、別の男に盗とられるかもしれないぞ」

「なにがですか」

「宮間だよ。キミは良く知らんかもしれないが、ありゃ可愛かわいいぞ。アイドル並なみだ」

　改あらためて夕菜を眺ながめた。今は他ほかの二人と言い争いをしているので分かりづらいが、普ふ通つうの彼女は確かに愛あいらしく、魅み力りよく的てきであった。

　彼女が他の男とどうこうなんていうのは、考えたこともなかった。学校で人気があるのは承しよう知ちしているが、常に夕菜から接せつ近きんしてくるので、そんなことは思いもよらないのである。

「そりゃ可愛いですけどね。どうやったら僕の気は休められるんですか」

「我が慢まんするのがいいんじゃないか」

「どんな解かい決けつ策さくですか。それこそ旅行でも行って、気き分ぶん転てん換かんしたいですよ」

「まあな。わたしはあまり勧すすめないけど」

「なんでです？　旅たび先さきでもこんなことが起こるからですか」

「そりゃまだいい方だ。あれだよあれ」

　かおりは思い出させるようにもったいぶった。

「なんで土曜も日曜も寮りように閉とじこもっていたか、分かってるだろ」

「あ……」

　思い出した。確かにこの町から出ていない理り由ゆうがあったのである。夕菜たちにも聞こえたか、騒そう動どうがぴたりと止やんだ。

　以前、和樹は夕菜たちと晴はる海みの『大ドイツ展』の見けん学がくに行った際さい、とんでもない事じ件けんに巻き込まれたのである。謎なぞの一いち団だんに夕菜が拉ら致ちされ、海外まで連れ去られそうになったのだ。すんでのところで救きゆう出しゆつしたものの、血なまぐさい出で来き事ごとであり、できれば思い出したくはなかった。

　かおりは腕うで組ぐみをした。

「遠くに行くのはちと危あぶない」

「でも、あれ以来、なにもないんですから、放ほうっておいてもいいのかもしれませんけど」

　一いち応おう言ってみる。

「まあね。わたしもなにも知らされてないんだよな。終わったのかもしれない」

　とかおり。彼女は夕菜の護ご衛えいに雇やとわれているのである。

「とはいえ、これで安あん心しんという証しよう拠こもないしなあ」

「そうですねえ……」

　和樹は自じ説せつを引っ込めた。

「でも、なにもないなら、旅行に行きたいです」

　恐おそる恐るといった感じはあったが、夕菜が話に加わった。

「やっぱり退たい屈くつですし、遊びたいですから」

　どこかに行きたいという欲よつ求きゆうは相そう当とう強いようである。「閉じこもっているからストレス」というのは彼女にもあてはまっているらしく、些さ細さいなことで怒おこり出すのを見てもそれは分かる。

「そうだな……。行ってこい、と言いたいけど、今度の連れん休きゆうだろ。わたしは仕事なんだよな」

　かおりは言った。非ひ合ごう法ほう工こう作さくではなく、教きよう職しよくの方である。放ほう任にん教きよう育いく（に名を借りた投げっぱなし）が学校に目をつけられ、呼び出されたのだ。

　雇われた護衛仕事ができないとは変な話だが、世の中とはそういうものである。それに放ほう置ちしていても大だい丈じよう夫ぶだろうという読みもあった。

「先生がいなくても大丈夫ですよ」

　夕菜が答える。どこか嬉うれしそうだ。大人がいない方が気き楽らくに決まっている。

　かおりは苦く笑しようして、

「分かったよ。だけど、風椿や神城も一いつ緒しよに行けよ。沢たく山さんいると心強い」

「もちろん」

「はあ、まあ」

　玖里子と凜が、それぞれ肯こう定ていの返事をした。夕菜も、ついさっきまでの口くち喧げん嘩かを忘わすれたようになにも言わない。友とも達だちと一緒にいるのが好きなタイプな上、なんだかんだ言って仲が良いのである。

「んで、どこ行くつもりだったの。今から宿やど取れんの」

「あたしん家ちの別べつ荘そうがありますから」

　玖里子が言う。

「どこに」

「長なが野の県けん。あたしの持ち物です。開発中の別荘地であまり建たっていないんですけど、逆にそれがリラックスできていいかなって。全員泊とまれるだけのスペースはありますよ」

「じゃあいいか。国内だしなあ」

「決定ですね」

　夕菜が勢い込んだ。

「旅行なんてすっごく久しぶりですから、楽しみです。ねっ、和樹さん」

　和樹も了りよう承しようした。嫌いやな予感がしないこともなかったが、喜よろこんでいる彼女を見ていると、口にする気がなくなった。

　かおりはゴミの山のような本の中から、手て帳ちようをとりだした。旅行の予定を書き込んでいる。ゲームの発売日以外は忘れっぽいのだ。

「わたしは夜か、次の日に合ごう流りゆうすることにするよ。事じ故このないようにするんだぞ」

「ええ。分かってます」

　和樹は大きく首を縦に振ふった。

　かおりは椅い子すから手を伸のばすと、アルミサッシの窓を開けた。気持ちのいい風が流れてくる。

　和樹は木と草の香かおりを吸いこんだ。山は久しく行ってない。幼いころ登のぼっただけだ。どことなく、懐なつかしくなった。

「旅行もいい天気だと良いね」

「そうですね」

　夕菜が返事をした。

　風は静かに吹ふいていた。空は青く、高いところに飛ひ行こう機き雲ぐもだけが見えていた。
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　その飛行機の中。

　彼女は座席の上で腰こしをずらした。

　乗客用座席のくせに座すわり心ごこ地ちが悪かった。固こ定てい作さ業ぎように手を抜ぬいたのか、わずかに傾かたむいている気がする。平へい衡こう感かん覚かくに影えい響きようがあるので、乗っているのはちょっとした苦く行ぎようだった。我が慢まんできるが気分は良くない。それに張ってある布ぬのはキャンバス地なみにごわごわしていて、素す肌はだで触ふれたらかぶれそうになる。そもそも席の大きさが、彼女の身体からだに合ってなかった。

　横に座っている軍服姿の中年男性が、彼女の仕し草ぐさを見て笑っていた。動きが滑こつ稽けいなのだろう。馬ば鹿かにしているのではなく、微ほほ笑えましそうだった。その反対側にいるネズミ色の服の男は、さっきから不ふ機き嫌げんそうに見回しては鼻はなを鳴ならしている。彼女は軍服の男性にだけ笑い返した。

　床ゆかが前方に傾く。高度を下げているらしい。シートベルトは外はずせないので、上半身を伸のばすようにして斜ななめ前方の小こ窓まどを見た。

　ちらりと地面が見えた。背の高いビルがいくつも建たっていて、隙すき間まを埋うめるように民みん家かが並んでいる。細かく動いているのは車だろうか。

　もう少し見ていたかったが、眺ながめづらいしこれ以上変な姿勢でいるのも嫌いやだったので、座り直した。他ほかに窓があればいいのだが、あいにく外との繫つながりを保たもてるのは、ドアに付いているひとつしかなかった。軍ぐん用よう機きなので、窓がたくさんあるわけではない。

　軍服の男性が話しかけてきた。

「退たい屈くつかい？」

　少し考え、彼女は首を振ふった。

「無理しなくていい。輸送機に暇ひまつぶしの道具があるわけじゃないからね。わたしもいつだって退屈だよ。だからこういうときは頭の中で、なにか話を考えるんだ。歌うたでも、詩しでもいい。そうすれば自分がこんな旧式の飛行機に乗っていることは忘わすれるし、退屈じゃなくなる」

　男性は悪戯いたずらを思いついた少年のように語かたっていた。

　彼女は聞いていたものの、そのやり方が必ずしも効こう果か的てきだとは思わなかった。想そう像ぞう力りよくなんて限げん界かいがあるし、さあ始めようとしゃちほこばってできるものではない。そこまで暇つぶしに熱ねつを上げる人間はずっと少ないはずだ。だいたい寝ねる方ほうが簡かん単たんである。

　だからと言ってそれを口に出し、男性を不ふ愉ゆ快かいにさせるようなことはしない。こっちが窓の外を見たがったものだから、気をつかってくれたのだろう。なので彼女は、ここ数日間ずっと頭の中に浮うかべていた一いつ節せつを口にした。

「──吟うたうわが声おろめきて、乙女おとめの心こころや乱みだしけむ」

「歌かい？」

　彼女は「詩」と答えた。

　男性は感心したような顔になった。

「そりゃ勉べん強きよう家かだ。わたしなんかよりずっと頭がいい。わたしはせいぜい、トウキョウで娘むすめにどんな土産みやげを買うか想像するのがせいいっぱいさ。それもあまり高いものは買えないんだ。空くう軍ぐんの佐さ官かんでも、それほど金持ちではないからね」

　そう言って、アメリカ空軍の軍服に身を包んだ少佐だか中佐だかの人物は、大きく笑った。

　彼女もにこりとした。反対側の男だけが、馬ば鹿か馬鹿しそうに大きくあくびをしていた。

「まもなくヨコタベースだ。しっかり座すわっているんだね」

　男性がシートベルトを確かく認にんするように叩たたく。同時に機体は速度を下げて左に旋せん回かいし、着ちやく陸りく体たい勢せいに入った。

　パイロットの腕うでがいいのか、着陸はスムーズだった。

　タキシングウェイを通つう過かするのに、やや時間がかかった。他の機体を避さけるように遠回りをし、駐ちゆう機きスペースでようやく停てい止しした。

　扉とびらが開くと、むっとした空気がまとわりつく。雨あめが降ふっていてもおかしくなさそうだ。そう言えば沖おき縄なわで、関東地方の天気は下くだり坂ざかだと言っていた。

　彼女は簡かん素そな階かい段だんを下りた。米べい軍ぐん横よこ田た基き地ちには背の低い建たて物ものが多くて、やけにだだっ広く感じられた。

　ここは米軍が中ちゆう東とう、中ちゆう央おうアジアに展てん開かいするための結けつ節せつ点てんとして、なくてはならない基地である。第３７４空くう輸ゆ航こう空くう団だんが駐ちゆう留りゆうし、やってくる物ぶつ資しを仕し分わけしては送り出している。今乗ってきたＣ─１３０輸送機も、そこの部隊のものだ。

　そしてなにより、在ざい日にち米べい軍ぐん司し令れい部ぶがある。そのため警けい戒かいレベルは常じよう時じ高い。なにしろ米軍の基地だから、内部のガードはしっかりしている。

　それが重要だった。前回のチームの工作はうまくいっていたようだが、民みん間かん空くう港こうは危き険けんがともなう。不ふ確かく定てい要よう素そはなるべく避けたかったし、余よ計けいな気も使いたくなかった。

　彼女は滑かつ走そう路ろに降り立ち、大きく息を吸すった。湿しつ気けがあるとはいえ、輸送機内のよどんだ空気に比くらべれば遥はるかにましだ。

　空軍の男性は出で迎むかえの若い士し官かんにカバンを持たせていた。二ふた言こと三み言こと言葉を交かわすと、こっちに手を振ふって、管かん制せい塔とうの方ほう角がくへ歩いていった。

　彼女には、金きん髪ぱつの女性が待っていた。

　髪かみをショートカットに刈かり込こんだ白人女性である。筋きん肉にくが張はっていて、常時鍛きたえていることが一ひと目めで分かる。自己の肉体を苛いじめることに楽しみを覚えそうなタイプだ。陸りく軍ぐんあたりにいそうだが、今はＴシャツにジーンズという格かつ好こうだった。

「これへどうぞ」

　自じ己こ紹しよう介かいもせずに、背はい後ごの自動車を指ゆびさす。言われた彼女も名乗ったりはしなかった。

　助じよ手しゆ席せきのドアを開ける。後こう部ぶ座ざ席せきには、輸送機に同どう乗じようしていた不ふ機き嫌げんそうな男が乗り込んだ。

　金髪女性の運転する自動車は基地の中心部へと走っていった。

　呆あきれたことに、着いたのは司令部のある建物のすぐ隣となりであった。

　女性は彼女の気持ちをくみ取ったのか、

「安全ですし、意外と目立ちません」

　と言った。

　そこも背の低い鉄てつ筋きんのビルで、彼女たちは二階にある会議室らしき部屋に案内された。

　テーブルと椅い子すとホワイトボードだけの、簡かん素そな室内だった。男が一人だけ座すわっていた。

　どことなく神しん経けい質しつさがあるが、真ま面じ目めそうな青年だった。若々しく、着ているスーツも最近おろしたような感じで、まるで新社会人だ。

　彼が立ち上がった。

「姉ねえさん！」

　彼女に駆かけ寄ると、両手をぐっと摑つかむ。

「クリウーチ姉さん、待っていたよ」

　彼女はゆっくりと笑えみを作った。

「あなたもね、ヴニマーニイ。元気だった？」

「もちろん。姉さんのためならどこだっていくさ」

　ヴニマーニイは邪じや心しんのない表情で答えた。いつもそうだ。好すき嫌きらいの激はげしい性せい格かくだが、彼女にだけは子こ犬いぬのようになつく。クリウーチはそんな彼を見て、ほほえましい気分になった。

　後から部屋に入った男だけは「へっ、姉弟きようだいだったのか」と呟つぶやいていた。

　金きん髪ぱつの女性が、男に座るよううながす。椅子を指さし示しめしながら訊きいた。

「あなたがアステリ？」

「ああ」

　男は乱らん暴ぼうに足を投げ出した。

「そいつに連つれてこられた」

　クリウーチに顎あごをしゃくる。明あきらかに不ふ愉ゆ快かいそうな仕し草ぐさであった。

　クリウーチはなにも言わない。簡かん単たんな感かん想そうすら態たい度どに表あらわさない。ヴニマーニイとの再会に水を差された気分ではあったが、それを知らせるつもりはなかった。

　アステリは余よ計けいに腹はらを立てた様よう相そうであった。

「ハノイの雑ざつ貨か市いちでメシ食ってたらやってきやがった。それからシンガポールまでボロいバスに乗せられて、あげく米軍の輸送機に詰つめ込みやがった。俺おれの都つ合ごうなんかお構かまいなしだ。いい加か減げんにしろってんだ」

「納なつ得とくはしたんでしょう」

　金髪の女性が言う。

「してはいねえ。だが、引き受けた。俺はあいつらを殺ころせるなら、なんだっていいんだ」

　そう答え、歯を鳴らす。なにを思い出しているのかはうかがえないが、腹の内の怒いかりが滲にじみ出でるようであった。
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「ならいいわ。情報は提てい供きようする」

「さっさと寄よこせ。あんた……あー」

「ピェートリャ」

　金髪の女性は名乗った。

「ピェートリャ、ここにいる連中で全員なのか」

「もう一人、ザトボールがいるわ。この部屋にいないだけ」

「へっ、かんぬきザトボールか。他にもちピょエうーつトがリいヤ、かぎクリウーチとは笑わせる。だけど解げせねえな、どうしてこいつだけ、注目ヴニマーニイなんだ？」

　訊きかれた青年はなにも答えなかった。

　アステリはつまらなそうになった。

「だんまりかよ。まあいい。それで、俺が殺す奴やつはどいつだ。仇かたきは」

　ピェートリャが数枚の写真を見せた。アステリは一いち瞥べつし、驚きよう愕がくしたような色を浮うかべた。

「ガキ共か」

「そう」

「こんな奴に……殺されたのか」

「油ゆ断だんしたのかしらね」

　アステリにピェートリャの声は伝つたわっていない。彼は写真を凝ぎよう視しし、輪りん郭かくから毛け穴あなまで覚おぼえ込こもうとしてるのか、まばたきすらしなかった。

「憎にくい奴らだ……八やつ裂ざきにしても飽あき足たらねえ。皮かわを剝はいでやる。骨ほねを削そいでやる。泣なき叫さけんでも、懇こん願がんしても、容よう赦しやはしねえ……。だが、どうして……こんな奴らに」

　そこに言葉が挟はさまれた。

「子供でも、中は違ちがうから」

　アステリが写真から目を離はなした。多た少しようの疑ぎ問もんを持ったように、声の方ほう角がくを向く。

「なんだ？」

「見かけとは関かかわりない」

　クリウーチは静かに言った。

「違うの、彼女は。別のものを飼かっている。外がい見けんとは違う、もっと禍まが々まがしくて、異い様ようなものを」

「なんだそれは」

「彼がそう言ってたわ」

　それだけを伝え、また口をつぐむ。

　アステリは露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいさを表した。

「そうかい。死んだのは、そのなんだか分からねえ化ばけ物ものの仕し業わざってことか。だけどこの写真じゃただの子供だぜ。つまり子供の時に始し末まつしちまえばいいんだろ」

　クリウーチは無む言ごんで首しゆ肯こうした。

「なら簡かん単たんだ。まあ中身がなんだろうと、殺すことには変わりねえがな」

「報ほう酬しゆうは用意するわ」

　ピェートリャが告つげた。

「いらねえ。金なんかに用はない。俺の目的はこいつらに死んでもらうだけだ。死んでもらうとも。必ずだ。故こ郷きようじゃそう教えてるんだ」

　そう口から漏もらし、アステリは握にぎり拳こぶしを作った。力を強く込めているため、拳は真まっ白しろになって震ふるえていた。

「どこだ。こいつらはどこにいる」

「チケットの流れを摑つかんだ」

　ピェートリャが写真を回かい収しゆうしながら答えた。

「チケットだと？」

「どこかに出かけるみたい。好こう都つ合ごうね。人がいないところだともっといいわ」

「俺は人がいても構わない」

　アステリは立ち上がった。一いつ刻こくも早く、殺しに赴おもむきたいといった風ふ情ぜいであった。

「どこだっていい。殺やれるのなら、地じ獄ごくにだっていく。足取りを教えろ。すぐにだ」

「……隣となりへ」

　ピェートリャが隣りん室しつへ通じる扉とびらを開けた。そこは様々な資料が集しゆう積せきしてある部屋であった。ここからでも、書類の詰つまった段ボール箱が散さん見けんされた。

　アステリはピェートリャと共に室内に入り、扉が閉まった。

「……姉さん」

　二人がいなくなってからしばらくして、ヴニマーニイが口を開いた。

「いいのあれで。あいつに、アステリにできるの？」

「……いいのよ」

　クリウーチは諭さとすように返へん事じをした。

「アステリは知らないけど、必要なのは殺人じゃないの。本当は恐きよう怖ふ。恐おそれと怯おびえ……それに、怒いかりが欲ほしい。追おいつめられた怒りが。そういうもの」

「それも……彼が？」

「ええ」

　クリウーチは肯こう定ていした。彼はそう言っていた。このことを語かたる彼はいかにも楽しそうで、本当に心待ちにしているようだった。白はく磁じのような色をした天てん使しの顔が、このときだけは紅こう潮ちようしていた。

　滅めつ多たに見せない彼の感かん情じようを目まの当あたりにして、クリウーチに嫉しつ妬との気持ちが生まれたのは事実である。まだ見ぬ人物に対し、かすかといえど敵てき愾がい心しんが湧わいた。だが彼女はそれを心の奥おく底そこに沈しずめ、浮うかばないようにした。余よ分ぶんな心の動きは排はいする。おそらく彼も、そうしろと願っている。

「乙女おとめの心や乱しけむ……」

　つい呟つぶやきが漏もれた。

　ヴニマーニイの表情が、少し弛ゆるんだ。

「またその詩？　コウルリッジだよね」

「知らない。彼が教えてくれたから」

　そう付け加える。胸むな元もとをそっと押おさえた。彼が好きだというこの詩は、しっかりと刻きざみ込こまれていた。

　弟がわずかに表情を固くした。

「……姉さんは、彼のことだけなんだね」

　すねたような口ぶりだ。独ひとり立だちしてそれなりに様になっているが、こういうところはまだ子供っぽい。

「そうよ」

　と彼女は言った。それから、

「でもあなたも愛しているわ。あなたの成長をずっと見守っていたのはわたしだもの。小さいときからずっと、忘わすれた時なんて一日もなかった。あなたはわたしの心を支ささえてくれているのよ」

　ヴニマーニイがほっとしたようになる。

「そうだよね。僕ぼくたち、二人だけの家族だもんね」

「そうよ。心配しないで、大好きな弟」

「ありがとう、姉さん」

　彼に明るさが戻もどった。

　それを見て、クリウーチの心の深いところで、少しだけ痛いたみが生じた。弟の存在は、確かに彼女の支えとなっていた。だがそれは過か去こ形けいで、今は別の人物が取って代わっている。彼に初めて会ったときに、そうなったのだ。

　弟がひざまずいた。椅い子すに腰こし掛かけた彼女の腿ももに顔を乗のせ、まるで母親を捜さがし当あてた子こ猫ねこのように、こすりつけた。

「姉さん、姉さん。僕は姉さんのためならどんなことだってする。どんな願いだって聞くよ。姉さんに僕は全すべてを捧ささげたんだ。後こう悔かいはしないよ」

「ありがとう……ヴニマーニイ」

　ゆっくりと、弟の髪かみをなでる。彼は安心したように目をつむっていた。

　弟は死ぬだろうと彼女は思った。自分のために力を使い、最後の血の一いつ滴てきまでも振ふり絞しぼる。そして縁えんもゆかりもない東とう洋ようの島国で、長くもない生しよう涯がいを終える。哀あわれな人生。

　だがそれでいいのだ。全力を尽つくさねばならない。自分も弟と同じように、彼になにもかも捧げたのだ。その中には、たった一人の肉親も含ふくまれる。

　彼の願いこそが優ゆう先せんされるべきなのだ。たとえどのような方法をとろうとも。







　第二章










　旅行当日の朝は晴はれていた。低てい気き圧あつが近づいているとのことであったが、朝から気き温おんは高く、汗あせをかくくらいであった。

「和かず樹きさん。こっちです、こっち」

「待ってよ夕ゆう菜な。そっち側がわでいいんだっけ？」

「こっちが改かい札さつ側ですから……あら、間ま違ちがったかしら」

　先を歩いていた夕菜が立ち止まった。

　東とう京きよう駅えきは日本一とは言わないまでも、五ご指しに入る大きさの駅である。平日はスーツ姿の通つう勤きん客きやくの乗じよう降こうが激しく、経けい済ざい大たい国こくの一いつ端たんがかいま見られるが、今は観光客の姿でごった返していた。

　この駅は関かん西さい、東とう北ほく、信しん越えつ方面への各かく路ろ線せんが繫つながっている。新しん宿じゆく駅えきや上うえ野の駅えきと機き能のうを分け合ってはいるが、やはり人は東京駅からあちこちに流れていく。

　その名にふさわしく、駅は広く複ふく雑ざつだ。新しん幹かん線せんのホームもあるため、地ち上じようの拡かく張ちようには限界があるが、その分地下を広げている。ショッピングモールも作られており、終しゆう端たんには地ち下か鉄てつの駅までが接続されている。そのため、道に迷まよう乗客も数知れず。あちこちに案内板が設せつ置ちされていた。

　和樹たちも当然のように迷っていた。外出時、東京駅は通つう過かすることが多く、あまり構内は歩かない。慣なれていないため、あっという間に変な場所に出てしまった。

　巨きよ大だいな駅なので、かなりの距きよ離りを歩き回ることになる。夕菜と共に、はあはあ言いながら待ち合わせ場所を探すことになった。

「えーと、あっちかな」

　地下への階段を指さす。

「なんで下へ行くんですか？」

　隣となりの夕菜が怪け訝げんな顔をした。

「さっきの案内に、こっちに待ち合わせ場所や改札があるって書いてあった」

「団体専用みたいですよ。あそこの改札口の外じゃないですか？」

「でもあっちはデパートだしなあ」

　地理にうとい人間が知ち恵えを出し合ってもろくなことにならない。二人はさらに十分ほど迷ったあげく、近くにいた駅員に助けを求めた。

　伊い東とうという名な札ふだを付けた駅員は、わざわざ二人を案あん内ないしてくれた。前日、玖く里り子こに教えられた待ち合わせ場所は、新幹線改札にほど近い、本ほん屋やのそばにあった。

　二人は駅員に礼れいを言い、玖里子と凜りんの元に近寄った。

「遅おそい」

　目印になっている巨大なスクリーンの前で、玖里子が待ちくたびれた様子で言った。

「ごめんなさい。この駅、分からなくて」

　和樹が詫わびを言う。夕菜も頭を下げた。

「なんのために朝待ち合わせにしたのよ。早く行って遊ぶんだから」

「そうですね。すみません」

「まったくもう」

　と玖里子は言っていたが、怒おこっているようには見えない。

　彼女は動きやすいジーンズに、男物の明るいシャツを着ていた。サングラスをかけていて背が高いものだから、二十歳過ぎの女性に見える。

　横の凜もパンツルックである。アウトドアなので足元は底そこの厚あついスニーカー。こっちの服は年とし相そう応おうだ。手には荷物と、いつもの日本刀。

　夕菜はスカート姿だが、着き替がえにジーンズを用意しているらしい。和樹は例によって、良く分からないメーカーのズボンに、近きん所じよに買い物に行くようなシャツであった。

　玖里子は左ひだり腕うでの時計に目をやった。

「電車の時間には間に合ったからいいけど。あんたたちだけじゃなくて、凜も迷っていたみたい」

「凜ちゃんも、そうだったの？」

「ああ。ちょうどさっきの駅員さんに、私も案内してもらった。ちょっと自分の方ほう向こう感かん覚かくに自信がなくなった」

　言った凜は肩かたをすくめた。

「ま、こんな分かりづらい場所にしたあたしのせいってことで。でも、そんなに時間に余よ裕ゆうがあるわけでもないのよね」

　玖里子がもう一度腕時計を見る。

「落ち合ったばかりだけど、行こうか。あんたたち、朝ご飯はんは？」

「まだです。食べずに来たんで」

「駅えき弁べんでも買かいなさい。……夕菜ちゃん？」

　彼女はスクリーンを眺ながめている少女に声をかけた。

　夕菜は大型画面をずっと見ていた。ちょうどローカルニュースが終わり、天てん気き予よ報ほうをやっている。クリーム色のスーツを着た女性が、週しゆう間かんの予報を読み上げていた。

「行くわよ」

「あ、はい。あの、今日は大だい丈じよう夫ぶのようですけど、どうも明日から雨が降ふるみたいですね」

　コンピューターグラフィックスの画面に、雲くもと傘かさのマークが映うつし出されていた。長なが野の県けんにかぶさっている。アナウンサーの声は聞き取れなかったが、だいたい分かった。

「ついてないわね。なにか室内で暇ひまつぶしができる遊びでも考えないと」

「なにします？」

　和樹が訊きく。

「向こうで考えればいいわよ」

「和樹さんと一いつ緒しよなら、なんでもいいです」

　夕菜が付つけ加くわえる。

「あたしも和樹がいると楽でいいわ。はい、これ持って」

　ブランドものの旅りよ行こう鞄かばんを渡わたされる。

「え？」

「あんたが荷に物もつを運ぶ役。道どう中ちゆうよろしく」

「なんでですか！」

「男手なんてこんなときしか役に立たないの。凜も持ってもらえば」

「では遠えん慮りよなく」

　革かわ製せいの四角い鞄を腕うでに積つまれた。玖里子の荷物と合わさって、ずっしり重い。

「落とすなよ」

「ちょっとこれ、結けつ構こうある！」

　悲ひ鳴めいを上げる和樹に、玖里子が告つげる。

「遅ち刻こくの罰ばつ。これからずっとポーターだからね」

「自分のせいだって言ってたじゃないですか」

「知ったことか。さあ歩け」

　山のように荷物を抱かかえ、和樹は先へと進まされた。




　　　　○




　新宿で特とつ急きゆうあずさ号に乗り換え揺ゆられること二時間半、小こ淵ぶち沢ざわ駅に着く。そこでローカル線に乗のり換かえて一時間弱。到とう着ちやくした駅は無人ではないにせよ、東京駅とは比くらべものにならないほどの小ささであった。

　まだ天候は悪あつ化かしていないようで、日ひ射ざしは強かった。太たい陽ように照てらされた駅前は、地方駅にふさわしく閑かん散さんとしている。土産みやげ物もの屋や兼けん食しよく堂どうとスーパーがあるだけだ。観光客の姿もあまり見えない。

　まずスーパーに行って、食しよく材ざいを買うことにした。

　かごは和樹が持ち、玖里子が次から次へと食材を選えらぶ。片かた端はしからかごに放ほうり込こむので、すぐ一いつ杯ぱいになった。

「こんなに食べるんですか？」

「食べるわよ。多おおいほうがいいの」

　和樹だけではなく、夕菜や凜までかごを持って、大たい量りように野や菜さいや肉にくを買った。

　冷れい却きやく用ようの氷のおかげで重くなったビニール袋ぶくろを抱かかえ、タクシー乗り場へ向かう。

　タクシーは二台ほど停とまっていた。

　玖里子が近づいて、先せん頭とう車しやの窓を叩たたく。

「いいですか？」

「ああ、いいよ」

　運うん転てん手しゆの快かい活かつな声がした。後部扉とびらが開く。彼女は荷物をしまうため、トランクも開けてもらった。和樹が苦く労ろうして、四人分のカバンをしまう。

「じゃあ和樹は前乗って」

　言われたので助じよ手しゆ席せきの扉を開け、乗り込む。

「夕菜ちゃんと凜は後ろね。あたしも前に乗るから」

「待まってください」

　夕菜が言った。

「運転はどうするんですか」

「あたしにさせる気？　そりゃできるけどさ、まだ免めん許きよ取ってないし」

「そうじゃなくてですね」

　彼女は質しつ問もんを変えた。

「運転手さんはどうするんですか」

「運転するに決まってるじゃない。失しつ礼れいな」

「助手席に二人も乗れませんよ？」

「恥はずかしいこと言わせないで」

　玖里子ははにかんだように頰ほおを染そめると、少し横を向いた。

「あたしは和樹の膝ひざの上」

「はあなるほど……って、なんですかそれは」

　夕菜が摑つかみかからんばかりに詰つめ寄よる。

「懲こりずに、ここでもそんなことを」

「和樹があたしの膝の上でもいいけど」

「どっちも駄だ目めです、なに考えてるんですか」

「いいの。あたしの別べつ荘そうまで行くんだから、前まえ払ばらいをもらわなくちゃ」

「あげません！」

　夕菜が両りよう腕うでを振ふり回した。当然のような顔をしている玖里子に、ぐいと顔を近づけた。

「ほんとに毎回毎回そういうことばっかり」

「だって夕菜ちゃんがちっとも和樹を許ゆるしてくれないから」

「許すわけないでしょう。いい加か減げんにしてください」

「でも和樹も夕菜ちゃんの気持ちに応こたえないみたいだから、ここはあたしが一ひと肌はだ脱ぬごうかと」

「玖里子さんが脱ごうとしているのは自分の服でしょう」

「まあ、言うわね」

　二人は鼻はな先さきを近づけて、犬いぬか猫ねこのように言い合いを続けた。思い浮うかんだことを片かた端はしから口にしているため、あまり台詞せりふに脈みやく絡らくがない。

　もっとも夕菜は真しん剣けんだが、玖里子はにやにやしている。からかっているのだ。

　凜はあきれ果はてたのかなにも言わず、和樹は二人の騒さわぎから背を向け、さっさと終わるか帰りの電車が来ますようにと願い始めた。

「仲なかがいいねえ」

　運転手が笑いながら言う。

　男の子を巡めぐって争あらそっているのは分かっているようだが、止とめようとしていない。一種の遊びだというのを理り解かいしているのだろう。和樹は仕し方かたなく愛あい想そ笑わらいをした。

　結けつ局きよく、飽あきた玖里子が妥だ協きようして、凜が助手席に乗ることになった。残りの三人は後部座席に座すわる。ただし、和樹を真ん中にして女性二人が挟はさむ格かつ好こうである。

　中古のタクシーは、重おもそうにエンジンを吹ふかしながら発はつ進しんした。

　真ま新あたらしい舗ほ装そう路ろと、白しら樺かばの樹きが後方へ過ぎていく。それほど車は走っていない。タクシーは口こう論ろん分ぶんの遅おくれを取り戻もどすかのように、スピードを上げた。

　信号をいくつか越こえると上り坂になり、車線が狭せばまった。民家や店の数が一気に少なくなる。
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「この奥おくが別べつ荘そう地ちだね」

　運転手が片手でハンドルを操あやつりながら話しかけた。

「東京の不ふ動どう産さん会社が、山を買い取って避ひ暑しよ地ちとして売り出しているんだ。値ね段だんを高めに設せつ定ていして、高こう級きゆう別荘にするつもりのようだよ」

「あまり売れてないみたいですね」

　玖里子が言う。自分もそこに別荘を持っているわりには、人ごとのような口調である。

「まあ、この景けい気きだからね」

　運転手も首しゆ肯こうした。

「なかなか買い手はつかないよ。土地はあるけど上物はあまり建たってない。むしろ静かでいいかもしれないけどね」

　道路が蛇だ行こうし始めた。本格的な山やま登のぼりである。

「地元のもんとしちゃあ、もっとお客さんに来てもらいたいね。ここも戦せん前ぜんは景気良かったんだよ。ばあさんがよく言ってた。山向こうにマンガンの鉱こう山ざんがあってね、山やま師したちがここにたむろしては遊び歩いたんだそうだ。ほら、あそこ」

　前方を指さす。そこだけ山やま肌はだの色が違ちがっていた。緑の樹々の中、黒っぽくなっている。

「トンネルがある。戦中マンガン鉱山からさっきの駅まで、鉄てつ道どうを通そうって計画があったんだよ。完成する前に採とれなくなって、いまじゃ寂さびれるままさ」

「鉄道マニアには受けそうですね」

「どうかね。一両も走らないまま工事やめたからねえ。たまにトンネルを見に来る人がいるようだけど」

　運転手は良く喋しやべっていた。話し好きなのだろう。ガイドとしても食べているのかもしれない。

　和樹は左さ右ゆうに女の子がいるので、ぼんやりと前方を見つめた。運転手の話しぶりからすると、ずっと以前から人が住んでいる地ち域いきみたいだが、道路が新しい。不動産会社は力を入れて開発しているようである。

　風ふう光こう明めい媚びだし、空気も美お味いしい。宣せん伝でんによっては人も多く訪おとずれるのだろうなと思う。もっとも和樹は学がく生せいで素人しろうとだから、そこにどのような苦く労ろうがあるのか考えも及およばないのだが。

　なんとなく会話が途と切ぎれた。

　玖里子は運転手との話に飽あきたのかなにも言わないし、凜はずっと外を眺ながめている。夕菜も所しよ在ざいなげにしていた。

　居い心ごこ地ちが良くない。こういうとき、なにか面おも白しろい話でもできれば「気の利きいた男」として評ひよう価かも上がるのだろうが、いかんせんそこまで器き用ようではなかった。それができればここまで地じ味みではない。

「なんか聞くかい？」

　気を使ったか、運転手がラジオのスイッチを入れた。

　小さなスピーカーから、しわがれた歌うた声ごえが流れる。若い歌手のはずだが、電でん波ぱが弱よわいためざらついている。とぎれとぎれに聞こえていた。

「今、若い子の間で流は行やってる曲じゃないのかい。わたしゃ分からんがね」

「そうですね」

　もちろん和樹は知っているが、熱ねつ心しんに聴きいたことはない。それほど歌には詳くわしくないのだ。

『……さんの新曲でした。ではここで報ほう道どうセンターよりニュースです』

「おっと残念。終わった」

　運転手が軽かる口くちを叩たたく。ラジオは真ま面じ目めそうなアナウンサーに代わっていた。

『ニュースです。二時間ほど前、ＪＲ東京駅の構こう内ないで、男性が死し亡ぼうしているのが見つかりました。死亡したのはＪＲ東ひがし日に本ほん職員伊東裕ひろ喜きさん三十五歳さいで、トイレの個こ室しつでうずくまるようにして倒たおれているところを発見されました。伊東さんは喉のどに刃は物もので切られた跡あとがあり、警けい視し庁ちようは殺さつ人じん事じ件けんとして捜そう査さを……』

　突とつ然ぜん、運転手がブレーキとクラッチを同時に踏ふんだ。きしみをあげて、タクシーがストップする。

　前方に、白い乗用車が停とまっている。対向車からの待たい避ひ用ようスペースで、樹じゆ木もくに寄よりかかるように停てい車しやしていた。

「どうしたんですか？」

　運転手はラジオのスイッチを切って声をかけた。乗用車の横には四人の男女がいた。

　中年の男性に妻つまらしき女性、あとは少年少女。家か族ぞくなのだろう。

「いやあ、パンクでして」

　父親らしい男性が、困こまったように答えた。

「この上の別荘に行くんですが、ここで立ち往おう生じようです。参まいりました」

「予よ備びのタイヤがあるでしょう」

「それが積つんでないんです。以前予備と交こう換かんしたままで、新しいのを買わなかったんですよ」

「そりゃ大変ですなあ」

　運転手が降りた。ぺしゃんこになっている後こう輪りんに近づいていく。

　和樹たちもドアを開け、降りた。山道をずっと乗っていたので、さすがに身体からだがこわばっていたところだ。

　身体を伸のばしたり回したりしてほぐす。凜などは両足を軽く揉もむ程てい度どだが、運うん動どう不ぶ足そくの和樹は全身が錆さびついているようだった。

　涼すずしげな風が吹ふく。駅周辺よりも気き温おんが低かった。山の中だけのことはある。

　運転手はタイヤの様よう子すを調べながら、父親となにか話をしていた。その様子を、家族が心配そうに眺ながめている。

　母親はまだ若そうだが、子供はもう中高生のようだ。女の子は小学生に見える。

「あら？」

　玖里子が呟つぶやいた。家族に近づく。

「酒さか井いさんじゃありません？」

　品ひんの良さそうな母親が振ふり向いた。

「まあ、風かぜ椿つばきさんのお嬢じようさん」

「お嬢さんはやめてください。去年、お会いしましたよね？」

「ええ。あのときは風椿さんも、姉妹でいらして」

「そうでしたね」

　立ち往生していた一家は酒井と言った。この家も別荘持ちで、これから行く玖里子の別荘の、ちょうど隣となりにあるらしい。その縁えんで、一年前に会ったことがあるという。

「風椿さんは、去年いらしたお姉さんたちと一いつ緒しよではないんですか？」

「ええ。姉たちとは、それほど出歩きませんから」

　玖里子は「これから友とも達だちと向かうところです」と説明していた。和樹は紹しよう介かいされたのでちょっと頭を下げ、あとは黙だまって聞いていた。

　ぼうっとしていると、女の子がちょこちょこ歩いているのが見えた。大人おとなしげな顔立ちで、やや茶ちや色いろのかかった髪かみをしている。愛あいらしいが、小学生らしく動どう作さが幼おさない。落ち着きがないのである。

　女の子は退たい屈くつしているのか、子こ犬いぬを抱かかえてうろうろしていた。

「きゃっ」

　小さな悲ひ鳴めいを上げて、女の子が樹きの根ねにつまずいた。転ころびはしなかったものの、犬を放はなす。

　子犬は空中でちょっとじたばたすると着地をし、走り出した。

「あ」

　慌あわてた女の子が追いかけようとするが、犬はちょこまか動き回り、捕つかまえられない。

　犬は夕菜の足あし元もとにくると、くーんと鳴ないた。

　彼女はくすりと笑い、小さい身体からだを拾ひろい上あげる。

「はいどうぞ」

　微ほほ笑えんで、女の子に手て渡わたす。

「あまりぎゅっと抱だきしめないでね。ワンちゃんが痛がっちゃうから」

　女の子は子犬を受け取ると、そのまま母親の元に走り寄った。

「まあどうもすみません。奈な千ち紗さ、お姉さんにお礼れいを言いなさい」

　母親が女の子をうながす。だが彼女は、背中に隠かくれたまま出てこない。

「こら、奈千紗」

「いいんですよ」

　夕菜は笑いながら言った。

「ごめんなさい。この子は人見知りが激しくて……」

「いいんです。気にしてませんから」

　母親の背後からうかがう女の子に、夕菜は軽く手を振ふった。奈千紗はますます出てこなくなってしまった。

　運転手と父親の話は終わっていた。タクシーに積んである予備のタイヤを貸かすという話になったようだ。

　トランクの中なか敷じきが開けられ、タイヤが出される。ナットの取り付け等なども問題ないらしく、作さ業ぎようは比ひ較かく的てき短時間ですんだ。

　父親は何度も礼を言った。

「助かりました。ありがとうございます。あとでお礼にうかがいますので」

「いいですよ、駅前で客待ちしてますから、今度利用してください」

　運転手はタクシーに戻もどった。和樹たちも乗り込む。

「酒井さんたちも、お気をつけて」

　玖里子が母親に言う。夕菜も手を振った。

「バイバイ、奈千紗ちゃん」

　タクシーは再びスタートした。狭せまい山道を進む。夕菜は一家の姿が見えなくなるまで、手を振っていた。

　また道路を上る。後ろからは、かすかにエンジン音が聞こえていた。

　また車中は無む言ごんになった。ややあって、

「夕菜さん、動物や子供が好きですよね」

　なんとなくといった口く調ちようで、凜が言った。

「はい。大好きです」

　嬉うれしそうに夕菜が答える。

「だって可愛かわいいじゃないですか」

　彼女は小さいもの、特に小動物を好む。子犬や子こ猫ねこのことは一日中眺ながめていても飽あきないと言うくらいだ。

　むろん人間の子供たちも大好きで、赤ん坊ぼうから小学生まで、すぐにうち解とける性せい格かくをしていた。アメリカにいたころは、ベビーシッターのバイトをしていたくらいである。

「しかし、人ひと様さまの子にあそこまで愛あい嬌きようを振りまくのも」

「いいじゃないですか。奈千紗ちゃん、すごく可愛かったですよ。また会いたいって思っちゃいました」

　玖里子が苦く笑しようしながら言う。

「向こうの別べつ荘そうは隣となりだけど離はなれているからね。そう簡かん単たんに会えないと思うわよ」

「そうなんですか？」

「そ。うちには和樹って子供がいるから、それで我が慢まんしてね」

　聞いていた和樹は文もん句くを言った。

「なんですかそれ」

「冗じよう談だんよ……。まあ、ここらへんに来る人はプライバシーを大だい事じにする人が多いから、もう会うこともないでしょうね。次は来年かしら」

　玖里子は窓の外を眺ながめながら、誰だれとはなしに言っていた。

　タクシーはなおも、林の間を分け入るように走っていった。




　　　　○




　和樹たちが降りた駅の、山を挟はさんで反対側に、その山さん荘そうはある。

　山荘と言っても団体客が泊とまるような大きな施し設せつではなく、登山家が山頂近くで寝ね泊まりするものでもない。民みん家かを改かい造ぞうした、旅りよ館かんに毛けの生はえた程度のものであった。

　閉とじられた入り口の前で、中年の男はため息をついた。

　この山荘を建たてる決心をしたのは十数年前。まだ日本中が好こう景けい気きに沸わき上あがっていたころである。自宅を改造して客室を増やし、トイレや風ふ呂ろも増ぞう設せつした。案内所で紹しよう介かいされる、あてのない一人旅を客層にすることになっていた。

　融ゆう資しする銀ぎん行こうの青写真に、彼自身も大いに乗り気だった。景気からくる旅ブームのおかげで、県内の宿やどはどこも賑にぎわっている。それに乗じることは容よう易いなはずであった。

　皮ひ肉にくなことに、完成と同時に日本の好景気は終わりを告つげた。旅行客の総そう数すうは深しん刻こくな現げん象しようを見せなかったものの、国内旅行は減へり、男の宿も影えい響きようを被こうむった。海外旅行との料りよう金きん差さがほとんどなかったのに加くわえ、宿はどこの駅からも中ちゆう途と半はん端ぱに離れており、かつ山の中に少し入ったところにあって、不ふ便べんだったのである。

　それでも何年か経けい営えいしていたものの、とりたてて目新しさも魅み力りよくもないため、閉へい鎖さは時間の問題だった。彼は松まつ本もと市へと去さり、今は単なる空あき家やとなっている。

　男はチェーンのついた鉄てつの鍵かぎを開けた。赤あか錆さびが浮うかんで固かたくなっており、何度も力を込こめなければならなかった。

　唯ゆい一いつ、ベニヤ板が打ちつけられていない玄げん関かんのノブを引いた。かび臭くさい空気が外に流れた。

　閉鎖されてから、もう五年以上は経たつ。すでに忘れ去られていて訪おとずれる人もない。男も思い出したくないのだが、年に一度はこうして確かく認にんしなければならなかった。当然足取りは重い。

　そもそも銀行が悪いのだ、と彼は思っている。というより、そう思い込まなければやっていられなかった。この山荘は山やま肌はだから突つき出すように建っていた。なんというか、斜しや面めんにしがみつくような感じであり、南側の壁かべを、山肌に押おしつけたようになっている。そのため北側の窓は、開けたら下が崖がけだった。民家だったころからこんな奇き妙みような造りであった。あまり見てくれが良くない。

　おまけに交こう通つうの便も悪わるい。こんなところを宿にしようなんて、土地景気で浮かれていた銀行でもなければ考えつかないはずだ。それに感かん化かされた自分もいるのだが。

　彼は懐かい中ちゆう電でん灯とうをつけた。ぎしぎし音を立てる廊ろう下かを歩く。

　確認と言っても、ざっと見回ればそれでいい。金になるような物は持ち出しているし、ここに忍しのび込こむ泥どろ棒ぼうがいるとは思えない。人目のつかない場所を好むカップルだって、こんな辺へん鄙ぴで不ふ便べんなところは願い下げだろう。

　光をいい加か減げんに照てらし、戻もどろうとした。

　ふと足を止める。なにか物音がした気がした。

　一番大きな部屋からだった。人なんかいるはずがなかったが、ネズミでも棲すんでいるのだろうか。

　男は古ぼけた扉とびらに手をかけ、荒あらっぽく開けた。いくら失敗したとはいえ、ここは彼の家である。ネズミといえど、勝かつ手てに棲まう権けん利りはない。

　中に入る。なにか銀色のものが目の前を横切った。

　やはりネズミか？　それにしては大きい。毛も生えてなくてつるつるだった。そもそもあんな変な動きをする小動物がいるのだろうか。宙を飛んでいたし、見るからに固そうだ。まるでかぎ爪づめのような──

　考えられたのはそこまでだった。中年男の喉のど笛ぶえはざっくりと割わられ、血ちが噴ふん水すいのように噴ふき出し、意い識しきは二度と戻らない暗あん黒こくの彼方かなたへと追いやられた。




「死んだ？」

　クリウーチが訊きいた。

　大おお柄がらな男は無言で肯こう定ていした。

「運の悪い。こんなときに戻ってこなければ、ずっと長生きできたのに」

　言葉の内容とは裏うら腹はらに、なんの感かん傷しようも込こめない口調でクリウーチは呟つぶやく。

　大男、ザトボールは中年男の死体を担かついだ。さきほど見えた大きなかぎ爪は、今はどこにもない。

　クリウーチは顔をしかめた。死体のあったところにべっとりと血が残っているのだ。窓に張はられた板のせいで室内は暗くら闇やみであったが、彼女には容よう易いに分かった。

　ふき取るよう、傍かたわらのピェートリャに言おうとした。もしかしたら、集中の邪じや魔まになるかもしれないからだ。

　だが先にヴニマーニイが口を出した。

「大だい丈じよう夫ぶ、それくらいなら問題はないよ。臭においはするけど、気にはならない」

　彼はそう告げると、血を無む視しし、部屋の中央をさっと掃はいた。細こまかい埃ほこりが舞まい上あがる。

　そして懐ふところから麻あさの袋ふくろをいくつもとりだし、床ゆかに置いた。

「……彼かの女じよたちは、この地ち域いきにいる」

　外を眺ながめていたクリウーチが呟つぶやいた。

「地形も天気もおあつらえ向きだわ」

「その方が僕ぼくも発はつ揮きできる」

　ヴニマーニイが答えた。

「やっぱり都と会かいよりは、こういうところがいい。気分が集中できるからね。うん、やっぱり人混みよりはずっといい」

　昔から弟は見知らぬ他人が嫌きらいだった。来客だけではなくて、デパートや遊ゆう園えん地ちまで「人がいるから」との理由で避さけていた。だから遠出をしたこともない。唯ゆい一いつ、自分がいるときはついてきた。

　今、こんな山やま奥おくにいるのも、自分が連れてきたからだ。弟が好このんだかどうかは分からない。いや、好んだのだろう。だってさっきから嬉うれしそうなのだから。

　そうだ、弟はずっとにこにこしている。これからおこなうことは、とても機き嫌げんが良くなれるはずないのに。

　理由は分かっている。姉である自分の役に立つことが、喜よろこばしいのだ。本当は自分の役に立つわけではない。弟が見たこともない、彼のために力を使うのだ。命じているのは自分だが、望のぞんだのは彼だ。

　それが姉として、肉にく親しんとして正しいのかは知らない。知りたいとも思わない。彼のためになっているのなら十分なのだ。少なくとも、自分にとっては。

　死体の処しよ理りを終わらせたザトボールが戻もどってきた。

　ピェートリャが言った。

「では、わたしとザトボールは行きます」

　クリウーチは返事をしなかった。それが了りよう解かいのサイン。

　ピェートリャはザトボールをうながす。外に出ようとして、もう一度振ふり返った。

「……クリウーチ様、まだここにいらっしゃるのですか」

「ええ」

「早めに行かれたほうが、よろしいかと」

「すでに目はつけてある」

　疑ぎ問もんを封ふうじた。クリウーチは、ギリギリまでヴニマーニイを見届けるのが、自分の義ぎ務むだと思っている。途と中ちゆう、トラブルが起こるかもしれないからだ。それが肉にく親しんの情じようによるものか、チームリーダーの責任感から来るものかは分からない。

　ピェートリャとザトボールは出ていった。

　ヴニマーニイは、麻あさの袋ふくろをひとつ取り上げた。縛しばってある紐ひもを解ほどく。

　中に見えるのは金色の粉こな。彼はそれをゆっくりと落とし、部屋の中央に大きな円を描えがいた。

　さらに別の袋を開ける。今度は青い粉をさきほどの円の内側に、同じように落とした。

　ヴニマーニイは線を踏ふまないよう慎しん重ちように歩き、円の内側に立った。そして腰こしをかがめ、黒い粉を撒まく。

　曲きよく線せんではなく直線であった。円に触ふれる箇所を頂ちよう点てんとし、角かく度どを変えていくつも線を引く。それは巨きよ大だいな星、五ご芒ぼう星せいであった。

　それから二重線の間に、粉でヘブライ文字をつづった。血のように赤い色をしており、わざと曲がりくねって書いているため、常じよう人じんにはなんの意味か見当がつかない。ただその色と、恍こう惚こつとも言えるヴニマーニイの表情から、禍まが々まがしさだけは伝つたわってくる。

　粉が尽つきるのと同時に、魔ま法ほう陣じんは完かん成せいした。

　ヴニマーニイは改めて中央に立った。クリウーチは邪じや魔まにならないよう、扉とびらのすぐ側そばに引っ込む。

　彼が振り向いた。

「見ていて、姉さん。姉さんのために僕ぼくはやるよ」

　クリウーチはなにも言わない。目も背そむけない。ただ歓かん喜きに満みちた弟を、しっかりと心の奥おくに刻きざんでいた。

　ヴニマーニイが大きく手を広げた。室内の温度が、すっと下がった。

「おお、全すべてを包つつむ偉い大だいなる王、魔ま術じゆつ師しの長おさたる王よ、誓せい約やくのため御おん身みの名を口にせず、かつ呼よばいし我われを、莞かん爾じとして許ゆるしたまえ。この身を捧ささげる我を、寛かん大だいなる慈じ悲ひの心で許したまえ。そして全てを見通しその眼めをもって、我わが願いを叶かなえたまえ。ウスト、バニ、メスクラリュオン、ウヌ、サブート、イザーヴィコ……」

　古ヘブライ語よりずっと昔の言語が流れ、魔法陣がかすかに揺ゆれる。粉のひとつひとつが意志を持っているかのようだ。ヴニマーニイの額ひたいには汗あせが浮うかび、眼の色はうつろになっていく。それでもなお、詠えい唱しようは続く。

「サルーク、テ、メスクラリュオン、エリョーナ、オネラ、モユーム、メッシアス……」

　クリウーチはそっと部屋を出た。おそらくもう弟に会うことはない。だからといって、いまさら嘆なげくことでもない。

　彼女は山さん荘そうを背にした。その瞳ひとみには、すでにどのような感かん情じようもなかった。
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　玖里子の別荘は森を切り開いた敷しき地ちの一いつ角かくに建っていた。二階建てで屋根は茶色に塗ぬられており、外がい壁へきは木目のついた木の板がそのまま張りつけられている。一見すると、スキー場のコテージにも見えた。

「立りつ派ぱですね」

「高こう価かそうです」

　夕菜と凜はタクシーを降り、感かん嘆たんしたように別荘を眺ながめていた。和樹はひいひい言いながらトランクから荷物を出し、玖里子は鍵かぎを探していた。

　運転手はチップ込みの運うん賃ちんを受け取ると、礼を言って引き返した。

　玖里子が玄げん関かんの扉とびらを開けた。そこはリビングのようになっていて、板張りの床ゆかに調ちよう度ど類るいが並んでいる。椅い子すやテーブルが揃そろっていて、テレビもあった。

　彼女は三人に入るよううながした。

「ここが共有スペースっていうか、みんなで話したり遊んだりするリビング。テレビもあるけど、地上波の映うつりはよくないわよ。衛えい星せいの方が見やすいわね。ソファとかは新しいから、ダニがいることはないと思う。あ、靴くつは脱ぬがないで」

　靴の紐ひもを解といていた和樹は、慌あわてて元に戻もどした。

「中も綺き麗れいですね」

　夕菜が言う。

「建てたのが二年前だからね。そこの向こうが食堂になってる。キッチンもあるわ。でもコックはいないから自じ炊すい」

　キッチンと食堂との境さかいに扉はなく、壁かべ半分だけで仕し切きられていた。

「奥おくに洗せん面めん所じよやお風ふ呂ろがあるから。寝ねるところは上。行きましょ」

　四人は木製の階段を登のぼった。

　階段のすぐ脇わきが部屋になっていた。洋室で、ベッドが四つ用意されている。壁が全面窓になっていて、屋根つきのテラスに出られるようになっていた。

「いい気持ち」

　夕菜がテラスに出た。日ひ射ざしは豊ゆたかでそよ風が吹ふいている。森の息い吹ぶきを運はこんでいるようだった。

「和樹ー、荷物ー」

　玖里子に命じられ、和樹は下と上を往おう復ふくして荷物を運び入れた。

　適てき当とうにベッドの上に置く。と、

「ちょっと待て」

　荷物を開けようとしていた凜が言った。

「式しき森もり、お前もこの部屋なのか？」

「えーっと、そう、かな」

　この部屋もなにも、寝しん室しつはここしかなかった。

「お前と共に寝起きすることになるのか？」

「そうなるね」

「つまり男と女が同じ部屋、と」

「そうだね」

　凜は黙だまって竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解ほどいた。漆うるしで塗ぬられた鞘さやを取り出す。

　柄つかに手をかけた。

「うわっ！」

　和樹は急いで飛びすさった。鼻はな先さき十数センチの所を、銀ぎん色いろの剣けん先さきが通り過ぎていった。

「なんでよりによってお前と一いつ緒しよなんだ！」

「知らないよ！　ていうか、一緒に旅行してるんだから、しょうがないじゃないか」

「これがしょうがないですむ問題か！」

　凜は二に尺しやく二に寸すんの日本刀を片手に、じりじりと接せつ近きんした。

「お前などと寝起きを共にしては、末まつ代だいまでの恥はじ」

「僕の末代の芽めを摘つまないでよ！」

「問もん答どう無む用ようだ。部屋が同じなど、とても認みとめられん」

「あたしは別にいいけど」

　ベッドに寝ねっ転ころがった玖里子が、殺人一歩手前の光こう景けいを眺ながめながら言う。

「よくありません。相手は式森ですよ？　軟なん弱じやくものとはいえ男。心の内でなにを考えているか」

「和樹にそんな度ど胸きようがあったら、あたし尊そん敬けいしちゃうわよ。害がいないんだから、置おき物ものと思えばいいじゃない。ねえ夕菜」

「置物はひどすぎますけど、わたしは和樹さんと二人だけの部屋でもいいくらいです」

　夕菜はテラスから部屋に戻もどってきた。

「ふしだらな。とにかく私はごめんです」

「じゃあ……僕はどこで寝れば？」

　和樹は恐おそる恐る訊きいた。

　凜はいったん言葉に詰つまった後、ゆっくりと喋しやべった。

「外で寝ろ」

「ええっ」

　男と女が同じ部屋というのは、実は和樹もあまり賛さん成せいではなかったのだが、それにしても外は嫌いやだ。山だから夜中と明け方は相そう当とう冷ひえるはずである。

「凜ちゃん、いくらなんでも」

「下げ山ざんしたいか？」

「寝ね袋ぶくろあるわよ」

　玖里子が余よ計けいなことを言う。

「せめて屋根の下で寝たい」

　呟つぶやく和樹に、夕菜が助け船を出した。

「そうです。和樹さんが出ていく理由がないじゃないですか。わたしと和樹さんがこの部屋を使いますから、お二人が外で寝てください」

「ならあたしも夕菜ちゃんたちに混まぜて」

「玖里子さんはどちらに荷か担たんするのですか!?」

　凜がわめきだした。

　その後も有ゆう益えきとは言えないやりとりが続いた。夕菜と玖里子は「和樹と一いつ緒しよに寝るのは大賛成」なのだが、凜の反対が強きよう固こなのである。そして和樹も内ない心しんは反対なのであった。

　すったもんだの末すえ、和樹は一階のロビーで寝ることが決まった。床ゆかに直ちよく接せつマットレスを敷しくのである。なにやら惨みじめな気もするが、外で寝袋よりはずっとましであった。

　寝る場所が決まったところで、玖里子が手を叩たたいた。

「さあ、とりあえず掃そう除じするわよ。掃除機とはたきと雑ぞう巾きん。和樹持ってきて」

「はいはい」

　新しい別べつ荘そうとはいえ、昨シーズンから使われていないため、かなり埃ほこりが積つもっていた。綺き麗れいにしないと喉のどに悪い。

　和樹は納なん戸どから掃除機を取ってきた。

　部屋に入ろうとしたら、扉とびらの隙すき間まから凜の手が伸のびて、掃除機を取り上げた。

「着き替がえ中だ。お前は入るな」

　見ると、下が素す足あしである。

「ああ、ごめん」

　少し顔を赤くして離はなれた。

「入ってもいいわよー」

　と玖里子の声がする。夕菜の声もかぶさった。

「わたしも構かまいませんけど」

「いけません！　ほら、ちゃんと下に行ってろ。のぞくんじゃないぞ」

「のぞかないよ」

　和樹は階段を下りた。
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　別荘地へ続く道路。

　男が一人、地図を片手に首をひねっていた。

　どうにも地図が理り解かいできないのだ。市し販はんされている地図は国こく土ど地ち理り院いん発はつ行こうのものを元にしているが、特とく色しよくを出すため出しゆつ版ぱん社しやによって独どく自じに手を加くわえている。男が持っているものは、中でもあまり売れていないものであった。

　他社との差をつけようとして、余よ計けい分かりづらくなっているのである。ショッキングな色を多用しすぎていて見づらいし、字もごちゃごちゃしていて読みづらい。彼のような外国人には不ふ親しん切せつきわまりなかった。少しぐらい日本語ができてもどうにもならない。

　上からタクシーが降りてきた。見通しが悪いので、速そく度どはあまり出ていない。

　男は手を挙あげた。

　タクシーがゆっくり横まで来る。運転席の窓が開いた。

「お客さん？」

「すみません」

　彼は外国訛なまりのきつい日本語で話しかけた。

「ここのところを知りたいのです」

　地図の一点を指さし示しめす。

「ああ、そこならここの上。さっき行ってきたよ。ずっと上。分かるかな。ここを真まっ直すぐ登って、右の道に入る。そうすればすぐ」

　運転手は彼に理解できるよう、同じことを何度も繰くり返かえした。

「すぐですか」

「うーん、すぐかもね。この横に林りん道どうがあるんだ。林の中にある小道。坂がきついけど、そこをいけばすぐだよ」

　外国人相手だからといって、面めん倒どうがっていない。性格なのか、人の良い運転手だった。

　彼の心に良りよう心しんのうずきが生じた、などということはない。

　素す早ばやく手を伸のばすと、運転手の喉のどを摑つかんだ。

「ぐっ……！」

　運転手の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　腕うでの力が強まり、運転手の口からは笛ふえのような音が漏もれた。やがてそれも途と切ぎれ途切れになってくる。

　外国人の男、アステリはドアのロックを解くと、運転手を引きずり出した。丁てい寧ねいに、シートベルトも外はずした。

　他から見えないよう、林の中を引きずる。

　樹きの背に押おしつけると、顔を近づけた。

「親切にありがとうよ。フランス語ができるかパルル・フランセ？」

　運転手は返事をしなかった。苦しいだけではなく、なにを聞いているのか分からないのだ。

　アステリは舌した打うちをすると、日本語に変えた。

「質しつ問もん。聞こえる？」

　運転手の首ががくがくと振ふられた。

「上に家がある。人が住んでる。いたか？」

　反はん応のうがない。口の端はしから涎よだれが流れている。

　力を少し緩ゆるめた。

「この人。知ってるか」

　懐ふところから写真を取りだして、突つきつけた。女子高校生の写真だ。

「知って……る……乗せ……た」

「どこにいる」

「上……別べつ荘そう……地図の……とこ……ろ……」

「ここか」

　もう一度地図を見せた。等とう高こう線せんの真ん中あたりを指す。

　運転手の首が、また大きく振られた。

　アステリは満足すると、地図を捨すて、両手で首を握にぎった。

「どうもメルシー」

　力を込めると、運転手の顔が赤くなった。苦しそうに喉をあえがせ、手足をばたつかせる。なんとか空気を吸すおうと、大きく口を開いてあえいでいる。

　やがて頸けい骨こつの折れる音がした。

　運転手の身体からだがだらんとした。体重がアステリの腕うでにかかる。

　彼は放ほうり投げるようにして運転手の身体を離はなした。タクシー会社の制せい服ふくを着た肉にく体たいは、草の中に倒たおれ、軽くバウンドして動かなくなった。

「俺は魔ま法ほうってやつが苦手なんだ。すまねえな」

　アステリは地図を運転手の死体と同じところに捨てると、釣つり竿ざおを入れるような長い袋ふくろを肩かたにかけ、道路を横よこ切ぎった。

　教えられたとおりに、斜しや面めんに足をかける。舗ほ装そうされていない林りん道どうがあった。丸まる太たで階かい段だんが作られていて、人一人がすれ違ちがえないくらい狭せまい。雨が降ったらどろどろになりそうだ。

　ときおり上を向きながら登る。運転手の言ったことが事実なら、車を使うよりも歩いた方が近い。だからアステリはそうした。敵を見つけるのは早い方がいい。

　じっくりと殺しを考える時間ができるではないか。長いほうがいいのだ。長いほうが。







　第三章










　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅周辺はいつも混こん雑ざつしている。土日は片かた側がわ三車線の道路を封ふう鎖さして歩行者天国にしているが、それでも人混みは解かい消しようされていない。まるで夏場の海かい水すい浴よく場じようのような有あり様さまであった。

「デンキとパソコンのアキバ」といえば、その名は遠く海外にまで鳴なり響ひびく。外国人旅行客の姿も多く、来日するスポーツチームの観かん光こうコースに入るほど有名であった。だが実じつ際さいには、ここは秋葉原であって秋葉原ではない。駅周辺の地名は千ち代よ田だ区く外そと神かん田だ。秋葉原という文字はないのだ。隣となりの台たい東とう区くに秋葉原はあるが、その範はん囲いはごく小さい。

　ショップの集中する中ちゆう央おう通どおり周辺も千代田区である。もちろん買い物をする客にとって、地名がなんであろうとあまり意味はない。必要なのは商品と、「アキバで買う」という充じゆう実じつ感かんである。雰ふん囲い気きが重要なのだ。

　駅から離はなれたこのビルも、そのイメージを存ぞん分ぶんに利用していた。外がい見けんは薄うす汚よごれたペンシルビルだが、堂どう々どうと「秋葉原第三ビルディング」の名をかかげている。中にはパソコン部品とゲームのショップがぎっしり詰つまっていた。

　そこの四階にかおりはいた。中ちゆう古こ専せん門もんと書かれた狭せまい店内で、壁かべのフックに掛かけられたゲームソフトを物ぶつ色しよくしている。

　彼女はビニールに包まれたファミコンソフトをいくつか手に取ったが、元あった場所に戻もどし、隣のケースに移動した。飾かざられている古めかしいカセットとゲーム機を、じっくり眺ながめる。

　ゆっくりと横に動く。とん、誰だれかにぶつかった。

「あら、ごめんなさい」

　ケースから目を離さずに謝あやまる。通路が人一人すれ違ちがえないほど狭いのだ。

「おい」

　ぶつかられた男が言った。

「ん？」

　かおりはちらっと目をやる。肩かた幅はばの広い短たん髪ぱつの男だ。胸むな板いたも厚あつく、ラグビーのフォワードみたいな体たい格かくをしている。むすっとしていて愛あい想そもなく、はっきり言ってこの店には似に合あわない。

「なにをしている」

　低く、うなるような声。怒ど気きも混まざっていた。

　かおりは気にせず言う。

「見りゃ分かるでしょ。面おも白しろそうなの探さがしてんのよ。お、『グレートサッカー』だ。これはいいゲームだったわね」

「やめろ。なにを考えているんだ」

　彼女は顔を上げた。男が、憎にく々にくしげに見下ろしていた。

「こんなところを連れん絡らく場ば所しよに指し定ていするとは」

「いいじゃない。第だい一いち次じ大たい戦せん前、連絡員はウィーンのカフェで落ち合っていたわよ。当時は流りゆう行こうの最さい先せん端たんだった場所。電でん子し立りつ国こく日本なら秋葉原が当てはまるわよ。同じことをしてもおかしくないと思わない？　それにね、今どきＳＧ１０００の本体なんて、滅めつ多たに見られないの」

　再びガラスケースに目をやる。男の口調がいっそう苦いものになった。

「いい加か減げんにしろ。時間をとらせるな」

「まだ約やく束そくの五分前よ」

「さっさと終わらせる」

「だったら突つっ立ってないで、ソフトを探すふりでもしたらどうなの。アンタみたいなでかいのがぼーっとしてちゃ、怪あやしまれるよ」

　男はなにか言おうとしたが、顔をゆがめると、棚たなの商品を眺ながめた。

　かおりは満まん足ぞくげな表情をすると、ケースから離はなれる。

「スーパーカセットビジョン？　なかなかいい選せん択たくね」

「……護ご衛えいはどうした」

「管かん理り教きよう育いくはまず教師からってのが鉄てつ則そくでね、さっきまで学校の仕事で忙いそがしかった」

「彼らは？」

「山やま奥おくの別べつ荘そうに行った。わたしも今こん晩ばんから合ごう流りゆうする」

「危き険けんだな」

「今のところ、兆ちよう候こうもなにもない。たまにはあの子たちにも、羽はねを伸のばさせてやらないとね」

　和かず樹きたちは十代である。かおりは比ひ較かく的てき近い年ねん齢れいだが、やはり世代が違ちがう。一いつ緒しよにいると知らぬ間に窮きゆう屈くつさを与あたえていることがあった。行かなかったのは仕事もあったが、ストレスを解かい消しようさせてやる必要があるからだ。彼女なりの心こころ遣づかいでもあった。

「それに、アンタの上じよう司しが宮みや間またちに監かん視しをつけたんだろ。進しん藤どう、あのタヌキが」

「そうもいかなくなった」

　男は手て帳ちようを取りだした。中に写真が入っていた。

「この男を知っているか」

　かおりは受け取った。

　粒りゆう子しの粗あらい写真だった。望ぼう遠えんで撮とったものを、さらに引ひき伸のばしたのだろう。雑ざつ踏とうのようだが列れつ車しやのステップが見えるから、外国の駅だ。

　真ん中にはラテン系の男が写っていた。顔は浅あさ黒ぐろく、目は落ちくぼんで獣けもののように光っている。印いん象しようはよくない。

　かおりは鼻はなを鳴らした。

「変な顔」

「アステリと呼ばれている」

「なにそれ」

「ヒトデという意い味みだ。国こく籍せきはフランス。コルシカ島アジャクシオの生まれ。国家憲兵隊ジヤンダルメの記き録ろくによると、十六歳さいの誕たん生じよう日びに警けい官かんを二人殺し、半年後には犯はん罪ざい組そ織しきに雇やとわれた。国こく際さい手て配はいもされている」

「狂くるってるわね。そいつがどうかしたの？」

「日本に入った」

　男は素そっ気けなく言った。

「ウチの調ちよう査さで判はん明めいした。一週間前に入国している」

「一週間？　結けつ構こうなことね。この国の入にゆう管かんは目め隠かくしして仕事してんの？」

「法ほう務む、警けい察さつは『汚お染せん』されている。奴やつらにかなり浸しん透とうされた。自じ衛えい隊たいも危あぶない」

　前回の事じ件けんで警察は賢人会議ワイズメン・グループの工作員にかき回され、ほとんどあてにならなくなっていた。日常の治ち安あんに異い常じようはないが、特とく定ていの事件に対する反はん応のうが鈍にぶくなるのだ。

「みっともない話。どうにかしなさいよ」

「どうにもならん。どこまで汚染されているのか見けん当とうもつかんのだ。それに今回は横よこ田た基き地ちから入られた。こうなると捕つかまえるのは非常に困こん難なんだ。たまたま、こっちに情報を流してくれている空くう軍ぐん士し官かんの協きよう力りよくを得た」

「へえ」

　かおりは感心したような、呆あきれたような声を出した。

「同どう盟めい国こくの軍ぐん人じんに細さい胞ぼう作ってんのか。信しん頼らいなくすぞ。金で釣つった？」

「報ほう酬しゆうと言って欲ほしい。娘むすめに土産みやげを買ってやりたいのだそうだ。『愛人』って肩かた書がきの娘らしいがね」

　男は素そっ気けなく言った。

「お盛さかんなことで……。で、この写真のヤツがなんなの」

「アステリは、ヴィペールの弟おとうとだ」

　かおりの目が、わずかに細ほそまる。

「……なに？」

「あの殺し屋の弟だ。つるんで殺しをしたことがある。記き録ろくでは仲なかがよかったそうだ」

　ヴィペール。フランスの狂きよう犬けん。残ざん虐ぎやく性せいと凶きよう暴ぼう性せいを併あわせ持った男。前回の事件で夕ゆう菜なを執しつ拗ように狙ねらい、暴ぼう行こうして殺そうとした。その試こころみは失敗し、現在はかおりの雇やとい主ぬしに捕とらえられ、どこかに監かん禁きんされているはずだった。

「兄貴が死んだと思っているんだろう。コルシカ人は必ず肉にく親しんの仇かたきをうつ。彼女を狙ってくるはずだ」

　かおりは馬ば鹿か馬鹿しいとばかりに首を振ふった。

「復讐ベンデツタ。ラテンはアナクロで困こまるわ。兄弟愛ってやつかね」

「世が世なら、修しゆう身しんの教科書に載のるかもしれん」

「どうでもいいわ。今どこにいるの」

「足取りは摑つかんだ。昨日きのう、東京駅に現れたらしい。今のところ対象一に接せつ触しよくした様よう子すはないが、危き険けんは残っている」

「どういうことよ」

　対象一とは夕菜のことだ。かおりの口調が固くなった。

「アンタのお仲間がついているんじゃないのかい」

「『駅員』が死んだ。東京駅のトイレで発見された。喉のどをばっさり切られている。縛しばられて、両手の指ゆびの骨が全部折おられていた」

「拷ごう問もん？」

「そう見ている」

「……馬鹿」

　かおりは小声で罵ののしった。意味もなく骨ほねを折ったとは思えない。おそらく、全すべて吐はかされたあとで消された。

「後をつけられたかもしれないじゃないか」

「可能性は高い」

「吞のん気きな。せっかくのアキバ巡めぐりがパーだ」

　やはり同行するんだったと悔くやんだが、いまさら後こう悔かいしても遅おそい。必要なのは行動だった。

　彼女は手て近ぢかのゲームソフトを鷲わし摑づかみにした。

「すぐ出発しないと。切きつ符ぷは取ってあるんでしょうね」

「自由に使え」

　男が特とつ急きゆう券けんと乗車券、パスネットを差し出す。ひったくるようにして受け取った。

「アステリだけじゃなくて、サポートもいるんでしょ。数は？」

「協力者から得えられた情報は奴やつだけだが、いるかもしれない。今のところ単たん独どく行こう動どうをしているようだ」

「なら間に合うかも」

　かおりは大おお股またでレジまで近寄ると、ソフトをどん、と置いた。

「中の確かく認にんなんかしないから、まとめて袋ふくろに入れちゃって。それと領りよう収しゆう書しよ」

　バイトの店員が引き出しの中から、白はく紙しの領収書を取り出した。見ていた男が戸と惑まどいがちに言う。

「なにに使う」

「なにが」

「領収書だ。確かく定てい申しん告こくでもするのか」

「しないわよ。だからアンタが経けい費ひで落とすの」

　彼女は一方的に、そう告つげた。




　かおりは紙袋に包まれたソフトを小こ脇わきに抱かかえ、ビルから外に出た。男は領収書をくしゃくしゃに丸め、ポケットに突つっ込こんでいた。

　外は日ひ射ざしが強いが耐たえられないほどではない。太たい陽ようが傾かたむき始はじめていた。

「ここから東京駅まで十分かからないけど……着き替がえを取りに戻もどる時間はないな」

　そうつぶやく。男が出てくるのを待って、声を投げかけた。

「わたしは行くけどね。賢人会議ワイズメン・グループの細さい胞ぼう潰つぶし、ちゃんとやんなさいよ」

「連れん絡らくを忘れるな。定時は二十時だ」

「したことなんかないね。アンタらも期待してないだろ」

　眼がん前ぜんの道路を眺ながめる。離はなれたところの信号が赤になり、車の流れが途と切ぎれた。路ろ上じよう駐ちゆう車しやの白いバンがあるだけだ。渡わたろうとして、ガードレールをまたごうとした。

　刹せつ那な。

「伏ふせろ！」

　かおりは叫さけんで、男を植え込みに突つき飛ばした。自分はビルの陰かげに身を投げ出す。

　一回転してから左手をつき、立ち上がる。壁へき面めんに身体からだをぴったり寄せた。

「まだ抜ぬくな！」

　植え込みに怒ど鳴なる。男はスーツの内側に手を差し込んだところであった。

　かおりは首くび筋すじを押おさえた。総そう毛け立だっている。ものすごい殺気だった。最初は狙そ撃げきされたと思ったほどだ。

　少しだけ顔を出し、うかがった。歩道では量りよう販はん店てんの袋ふくろをぶら下げた少年が目を丸くしている。無む視しして神しん経けいを集中させた。

　殺気はどこから来た。二十メートル先の電でん柱ちゆう。違ちがう。隣となりの電話ボックスは空から。故こ障しよう中ちゆうの張り紙がしてある自じ動どう販はん売ばい機きにも人ひと影かげはない。どこだ？

　すっと視線を動かす。自販機の向こう、背の低い雑ざつ居きよビル。外側に階かい段だんが張り出している。鉄てつ柵さくではなく、コンクリートで囲かこわれている。そこだ。視線はそこから注がれていた。

　さっきの感覚を思い出す。二人一組ツー・マン・セルではない。単たん独どくだ。サポート役がどこかにいる気け配はいもなかった。理由は分からないが、考えても仕方がない。

　階段をにらむ。攻こう撃げき手しゆ段だんがない。持っているのはゲームソフトだけで、こんなプラスチックは投とう石せきにもなりはしない。それにここでの魔ま法ほう攻こう撃げきは避さけたかった。むしろ相手に攻撃意い志しがあるかどうかが問題だ。気の短みじかい奴やつなら、市し街がい地ちだろうとなんだろうと、お構いなしにドンパチを始める。正体はアステリなのだろうか。いや、奴は東京にはいないはずだ。

　どうする。遠方可視フエルンズイヒトを使うか。建物にはプライバシー侵しん害がいを防ふせぐため、魔法防ぼう止しの特とく殊しゆ建けん材ざいを使用することが許ゆるされている。だがあれは古そうなビルだから、そこまで金を掛かけていないはずだ。

　逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆんだけ。かおりは小声で呪じゆ文もんを呟つぶやき、視線を固定させた。視し界かいにコンクリートが広がり、徐じよ々じよに色が薄うすれていく。まず外側が消え、鉄てつ筋きんが剝むき出だしになり、それも消える。隠かくされていた踊おどり場ばが徐々に形をはっきりさせ──

　気が抜けた。

　誰もいなかった。がらんとした空間があるだけで、人どころか痕こん跡せきすらない。とっくの昔に空になっていた。

　彼女は魔法を解とき、ビルの陰かげから出た。

　手で男に「安全」と合あい図ずをする。男はスーツについた葉はを払はらいながら、立ち上がった。

「乱らん暴ぼうなことをしやがって」

「文もん句く言いなさんな。鈍にぶかった罰ばつだよ」

　そう言いながら、雑居ビルを眺ながめる。そこにも、周辺にも気配はなかった。

「いなくなったか……逃にげ足の速いこと」

「敵なのか？」

「さあ。あまり友好的じゃないっぽいけどね」

　首筋をなでる。まだ感かん触しよくが残っていた。

「礼れい儀ぎ正しくないことは確かよ。目的は監かん視しか、暗あん殺さつか。それとも──」

「なんだ」

「からかわれたか」

　男は怪け訝げんな顔をした。

　かおりは転がっていた紙かみ袋ぶくろを拾ひろった。信号が変わって車の流れが多くなっている。道どう路ろを越こえるのはあきらめた。

「こうなると、手ぶらで出しゆつ撃げきってわけもいかないわね」

　さっさと寄よこせと言わんばかりに、男を見る。

　男はなにか反はん論ろんしそうであったが、脇わきの下に吊つるしてある自じ動どう拳けん銃じゆうを抜ぬき、ハンカチに包つつんで差し出した。

「警察にばれても我々から受け取ったと言うなよ」

「全部話してやる」

　それから顎あごをしゃくり、男に道路の向かいに停とまっているバンを指し示した。

「ほら。あれ乗って帰るんだろ。上司にゲーム代くらいでがたがた言うなって伝つたえといて」




　白しろ塗ぬりのバンの後部扉とびらを開け、男は窮きゆう屈くつそうに乗り込んだ。内部は大型の機き械かいとバッテリーが据すえ付つけられ、かなり狭せま苦くるしい。ちょうどヘッドセットをしたオペレーターが、ライフル銃のような形をしたレーザーマイクを収しゆう納のうしているところだった。

　クーラーが入っているにもかかわらず、機械の発はつ熱ねつのためか、結けつ構こう暑あつい。運転席には実じつ直ちよくそうな青年、助手席には中年の男が座すわっている。中年男は菓か子し袋ぶくろを抱かかえ、時々手を突つっ込んでいた。

　男は助手席に向かって言った。

「進藤部ぶ長ちよう、戻もどりました」

　眠ねむそうな声が返ってきた。

「ん。どうだった」

「誰だれかに監視されていたようです。正体は摑つかめていません」

「そうみたいだな。そっちは放ほうっておいていいよ。話の方は」

「伊い庭ばは今晩別べつ荘そうに向かうそうです。アステリのことは伝えました。かなり焦あせったように見受けられました」

　男はポケットからハンカチを取り出し、汗あせを拭ふきながら答えた。暑いからではない。二人の会話は、さっきのレーザーマイクでモニターされていたはずである。あえて報ほう告こくを求めるあたりが、中年男のやり方であった。

「どうかな。ああ見えても感かん情じようをコントロールできる女だ。内心じゃそれなりに冷れい静せいなのかもしれん」

「あの女に役やく目めは果はたせますか」

「やるべきことはやるだろ。なにかしくじったって話は聞かないねえ」

　とぼけた口調だった。まるで噺はなし家かのようだ。ぽりぽり音がするのは、菓子をかじっているからだ。

　こっちを向いた。眉まゆが垂たれ下さがって目も細く、睡すい眠みん不ぶ足そくみたいな顔だ。

「食うか？」

「い、いえ」

「ふーん。うまいのにな」

　進藤は柿かきの種たねの袋を引っ込めた。

「まあなんだ、伊庭にゃ伊庭のやり方があるってこった。馬が道から外れない限り、御ぎよ者しやは手た綱づなを引かないものだろ」

「しかし、我々に協きよう力りよく的てきとは思えません」

「そいつはしょうがない。こっちだって手の内は明あかしてないんだ。アステリのネタ、制せい服ふく組ぐみの首くび根ねっこ摑つかんで押おさえておいたらねえ。馬車が前に進んでりゃ文もん句くはないよ。ちいとばっか色いろ気けのないお馬さんだけどな」

　進藤は視線を前にやる。少し先の横おう断だん歩ほ道どうを、かおりが歩いていた。

　彼女は渡わたりきると、ぱっと振ふり返って、中指を突つき立てた。

　進藤がひっひっひっと笑った。

「聞こえたかな」

「彼女にも監視をつけますか」

「まだいらんよ。あいつが俺おれたちのことを好きなはずはないけどな。でも裏うら切ぎりはしない。あいつは賢人会議ワイズメン・グループのことを心しん底そこ憎にくんでいる」

　それは男も分かっていた。賢人会議ワイズメン・グループのことに触ふれると、かおりの口調に感情がこもるのだ。いつものようにゲームで遊ぶ子供のような明るさではなく、もっと暗い、抑おさえきれないようなものに。

　あえて男は訊きいた。

「憎しみ、ですか」

「ああ。あいつの心しん臓ぞうは復ふく讐しゆうでできていて、憎しみって血が流れている。賢人会議ワイズメン・グループを潰つぶすためなら、地じ獄ごくの底そこにも足を踏ふみ入いれるね。理由は……なんだろうねえ」

　進藤は運転手をうながした。

　エンジン音がして、白いバンは静かに路ろ肩かたを離はなれた。

「伊庭かおりってのはふざけちゃいるが、そっち方面じゃちっとは知られた名だ。ヨーロッパで工作員を片かた端はしからあぶり出してる。どこの国家機関の庇ひ護ごも受けず、雇やとわれの身でだぜ。ドレスデンでの事じ件けんは語かたりぐさになっているそうだ」

「……そのような女が、なぜ子供の護ご衛えいを」

「そりゃ国こつ家か機き密みつだ。伊庭にも知らせてねえし、知ったところでどうにもならんよ。あいつは前に進むしかない馬なのさ。目の前が崖がけだろうと谷たに底ぞこだろうと、奴は行くよ。まあなんだ、それでも手た綱づなを解ほどくときは……」

　進藤は袋ふくろを逆さかさまにして、中身を口に流し込んだ。

「消えてもらうさ。そうだろ？」
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　　　　○




　別べつ荘そうの窓が全すべて開け放はなたれ、掃そう除じはおこなわれた。

　とにかく風通しを良くして掃除機をかけ、毛もう布ふや掛かけ布ぶ団とんは干ほす。別荘地に雇やとわれている業者が綺き麗れいにしてくれてはいるのだが、やはり自分たちでもやっておきたかった。

　山やま間あいの一角に、時ならぬ大掃除の音が響ひびいた。

「和樹、ベッド動かして」

「はいはい」

「和樹さん、掃除機をこっちへ」

「はいはい」

「式しき森もり、自分の荷物を片かたづけてくれ」

「はいはい」

　和樹は雑ざつ用よう係がかりとして走り回っていた。というか、走り回されていた。唯ゆい一いつの男おとこ手でとして、体ていよく使われてしまうのである。実際に彼の力が必要ではあったし、自身の人の良さも、大いに関係していた。

　しかも玖く里り子こは和樹に命じることを悪いことだと思っておらず（内容は全て的てき確かく）、凜りんは故こ意いに頼たのみごとをしていて（確かに和樹がすべきこと）、夕菜もなんだかんだでお願いしていた（しかも悪あく意いがない）。

　このままでは明日の朝あたりに筋きん肉にく痛つうでダウンしてしまいそうだが、彼かの女じよたちもちゃんと仕事をしているので文もん句くは言えなかった。

「あ、いけない」

　玖里子は、全てのベッドを移動させ、さすがにふらふらになっている和樹に告げた。

「ねえ、リビングに買ってきた食しよく材ざいがなかった？　あれ、出しっぱなしじゃない？」

「そうですね」

　ビニール袋ぶくろごと、テーブルの上に置きっぱなしだった。

「生ものが入ってるわ。冷れい蔵ぞう庫こにしまってきて」

　和樹は「分かりました」と返へん事じをしてリビングまで行き、ビニール袋をチェックした。

　野菜やジュースは大だい丈じよう夫ぶだろうが生なま肉にくがあった。心配になったが、スーパーでもらった氷こおりが全部溶とけているだけで、肉そのものは冷つめたかった。

　一応全部チェックしてから台所へ持っていった。

　台所は、狭せまいがコンパクトにまとまっている。コンロに流しもあって、水もちゃんと出た。

　壁かべ際ぎわには段ボールが積つまれている。中は缶かん詰づめとカップラーメンだった。非常食らしく、四人いるが十分な量だった。

　冷蔵庫のスイッチはオンになっていた。管かん理り業ぎよう者しやが入れておいてくれたのだろう。

　袋の中のものを、どんどんしまっていった。鶏とり肉にく豚ぶた肉にく牛肉。ナスにタマネギ、ジャガイモにトマト。

「あ……」

　確かく認にんしていて気づいた。調ちよう味み料りようが少ない。買かい忘わすれである。

　代わりにアルミの缶が入っていた。大きく「Beer」とロゴが書いてある。

（ビールだ。玖里子さん、飲む気かな）

　まあ大人おとなもいないし、バレることもないしな、と思いながらしまう。

　かたん、と音がした。

　ちらりと振ふり返る。誰かが食堂を通り過ぎたような気がした。

　身体からだを伸のばしたが、誰もいなかった。

「気のせいかな」

　疑ぎ問もんを感じたものの、作さ業ぎようを続ける。

　ビニール袋を空にすると、今度は二階がどたばたと騒さわがしくなった。

　和樹はつい天てん井じようを見上げた。

　暴あばれているのは複ふく数すうのようだが、叫さけんでいるのは凜だ。喧けん嘩かでもしているのだろうか。とすると、これはただならぬ出で来き事ごとだ。

　どうしようかと考えていると、誰かが音を立てて階段を下りてきた。

「式森！」

「うわっ！」

　凜だった。日本刀を握にぎりしめ、息も荒あらく、おまけに顔まで赤くしてにらみつけていた。

「お前を信じた私が間ま違ちがっていた。よくもやってくれたな！」

「え、な、なにが？」

「とぼけるな！」

　びゅっと、横一文字に剣けんが薙なぎ払はらわれる。

「わっ、危ない！」

「人の着き替がえをのぞいたろう！」

「……え？」

　和樹は頭上に大きな疑問符ふを浮うかべた。

「凜ちゃん、なに言ってるの？」

「しらばっくれるのはよせ！　この恥はじ知しらずが！　よりによって、のぞきなどと……！」

　彼女が言うには、掃そう除じで汚よごれた服を着き替がえていると、扉とびらの向こうになにやら気け配はいがしたらしい。見ると扉が少しだけ開いている。このとき夕菜と玖里子はテラスにいた。これはもう、和樹がのぞいていた以外に考えられないことであった。

「少しは男として様さまになったかと思っていたが、相も変わらず、いや、前よりもひどくなった惰だ弱じやくぶり。この場で刀かたなの錆さびにしてくれる！」

「待った待った！」

　両手を懸けん命めいに振ふり、逃にげ回る和樹。

「僕ぼくじゃないって！」

「じゃあ誰だと言うんだ！」

「だって僕も誰かいると思ったんだ。食堂にいたような……！」

「それは誰なんだ！」

「……えーと」

「やはりお前だ！」

「うわわっ！」

　剣けん先さきが頭上をかすめる。和樹はリビングの壁かべに背中をつけて、大きく両手を上げた。

「凜ちゃん、お願い話を聞いて！」

「言い訳わけは見み苦ぐるしいぞ！」

　大きく日本刀が振りかぶられる。和樹はつい目をつむった。

「待ってください、凜さん！」

　急いで降りてきた夕菜が割わって入はいった。

「言いがかりはよしてください。和樹さんがそんなことするはずありません」

「いえ、式森ならやります。男はみんなそうです」

「違ちがいます！」

　和樹は夕菜の力強い言葉にほっとしたが、続いての台詞せりふにぶっ飛んだ。

「和樹さんは凜さんの着替えをのぞくくらいなら、わたしをのぞきます！」

「……それは微び妙みように私を侮ぶ辱じよくしているのですか？」

　凜が複ふく雑ざつな顔をする。

「とにかく、和樹さんはのぞきなんてしません。そんなことできるくらいなら、今ごろわたしは和樹さんのものになっていますし、凜さんも玖里子さんも超ちよう絶ぜつテクニックでメロメロです」

「なんか僕の人じん格かくがゆがめられているような……」

　ひとりごちる和樹。

「どんな理り屈くつですか！　なんですか超絶テクニックなどと」

　顔がん面めんを紅こう潮ちようさせたまま凜が言い返した。

「和樹さんはテクニシャンなんです。想そう像ぞうですけど」

「想像でものを言わないでいただきたい」

「もしかしたら本当かもしれません。人は見かけによりませんから。いきなり押おし倒たおしたりして、わたしたちは女の子ですから、どんなに抵てい抗こうしてもなすすべなくて、『はしたない女め。口では嫌いやがっていても、もうこんなになってるぜ』『やめてください許してください』『本当にやめていいのか』とかなんとか、すっごく燃もえるシチュエーションで……」

「なにを考えているのですか……！」

　だんだんずれてくる二人の口こう論ろん。和樹は逃にげたかったが、どうにもタイミングを見つけられない。

　しばらくして。

「あーあ、またやってるの。仲がいいわね」

　のんびりといった風ふ情ぜいで玖里子が顔を出す。

「玖里子さん、ちょうどよかった」

　和樹はこれ幸さいわいと、すがるような目で見た。

「なんだか凜ちゃんが僕に怒おこっていて……」

「のぞきでしょ。上でも騒さわがしかったわよ。あんたのような弱よわ気きで軟なん弱じやくの根こん性じようなしが、そんな大それたことできるわけないのにねえ」

「……男として反はん論ろんしたい気もしますが、とにかく二人が……」

　皆みなまで聞かず、玖里子はどうどうと抑おさえるように、二人に言う。

「はいはい、そこまでそこまで。和樹はそんなことできないわよ。あたしが仕事頼たのんで、ずっと下にいたんだから。ビニール袋ぶくろの中身がないのが、その証しよう拠こ」

「しかし……」

　まだなにか言おうとする凜だが、玖里子が封ふうじた。

「のぞきったって、裸はだかだったんじゃないんでしょ。一いつ瞬しゆんならいいじゃない」

　剣けん豪ごう少しよう女じよは「よくありません」と言いながらも、声のトーンが落ちていった。

「和樹はやってないっていうし、万が一あったとしても不ふ幸こうな事じ故こ。そういうこと」

　玖里子は二人の肩かたを、ぽんぽんと叩たたく。

　夕菜はもとより疑うたがっていないので素す直なおに納なつ得とくし、凜はもやもやしたものを残したようになりながらも、引き下がった。

　凜はじろりと和樹をにらむと、上へ戻もどっていった。

「……凜ちゃん、怒おこってるのかな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。自分でも無む理りのあることが分かったんでしょ。すぐ機き嫌げん直すわよ」

「ならいいんですけど」

「そういえば、和樹さんも誰かがいたかもしれないって言ってましたよね」

　夕菜が疑ぎ問もんを口にする。忘れかけていたが、凜だけではなく、和樹も同じような気け配はいを感じたのだ。

「うん。ちょっとだけで、すぐになくなったけど」

「本当に誰だれかいるんでしょうか」

　夕菜が気き味み悪わるげにする。人ひと里ざと離はなれていて、連れん絡らく手しゆ段だんもないのである。なにかあったら対応できない。それこそ警けい察さつを呼よぶことも困こん難なんなのだ。

　すぐに玖里子が否ひ定ていをした。

「でも本当に人間だったら分かるわよ。そう極きよく端たんに広い別べつ荘そうじゃないし、誰か来たら見えるって」

「そうですね……」

　森の中だが周囲は伐ばつ採さいされている上に、道路に面している。訪ほう問もん者しやがあれば気づくはずだ。夜になれば別だろうが。

「やっぱり気のせいかな」

　和樹は自分に言い聞かせるようにして納得した。

　玖里子がぱんぱんと手を叩いた。

「さ、話が終わったなら掃そう除じ。まだすんでないんだから、さっさとやるわよ。暗くなったら明日までかかっちゃうわ」




　四人もいれば、掃除はかなりはかがいく。それほど時間もかからないうちに終わった。

　和樹は表に出て、ホースで水を撒まいていた。夏日なので、照てり返かえしの厳きびしいところに打うち水みずをしているのである。

　アスファルトはかなり熱を持っていて、少しかけただけではすぐに蒸じよう発はつしてしまう。その蒸気が揺ゆらめいて、陽かげ炎ろうのようになって面おも白しろい。彼はしばらく散さん水すいに熱中した。

　ふと顔を上げ、背はい後ごの別荘を振ふり返る。

　なにか聞こえた気がした。驚きよう愕がくと悲ひ鳴めいが混まじったような声だった。

　のぞき騒そう動どうが頭をかすめたが、また気のせいだろうと思い直し、水を撒こうとする。

「ねえ和樹」

「わっ」

　驚おどろいて、ホースの水を足元にぶちまけた。ズボンに大きくシミができる。

　背後に玖里子が立っていた。

「なっ、なんですか」

「あんたさ、あたしのカバン、開けたりしなかった？」

「しませんよ。なんてこと言い出すんです」

　和樹はホースを地面に置いた。

「僕ぼくはずっと水撒きをしてました」

「そうよね。いくらあたしの下した着ぎがセクシーで高いものが揃そろっているっていっても、黙だまってあさったりしないわよね。頼たのめばいいんだから」

「なにをまた……。え？　カバンが開いていたんですか？」

「開いていたっていうか……あさられたって感じなのよね。無む秩ちつ序じよなんだけど。あたしのだけじゃなくて、夕菜ちゃんや凜のもそう」

　玖里子は腕うで組ぐみをした。掃除が終わって部屋に戻もどると、カバンが床ゆかに投げ出されていたのだそうだ。口が開いてしまい、中身がばらまかれていた。

「幸さいわい盗とられたものはないんだけど……。もしかしたら本当にいるのかしら」

　玖里子は真しん剣けんな表情をした。

「気のせいって言ったのは玖里子さんですよ」

「そうだけどさ、いざこうなるとね」

　和樹は考えたくなかった。思し考こう停てい止しで解決するとは思ってないが、わざわざ休みに来て嫌いやなトラブルには遭そう遇ぐうしたくない。

　腿ももがひんやりした。声をかけられた拍ひよう子しに水で濡ぬらしてしまっていて、気持ち悪かった。

「ちょっと替かえてきます」

「上の部屋は夕菜ちゃんと凜が荷物のチェックしてるわよ」

「風呂場で着替えます。僕の荷物は下ですから」

　屋内に戻り、一本だけの替えズボンを出した。念のために持ってきたのだが、穿はくことになるとは想像してなかった。

　脱だつ衣い所じよは浴室に隣りん接せつしている。洗せん面めん台だいもあった。

　とりあえず脱ぬいだ。

　濡れたズボンを手にし、ふと戸と惑まどった。どうしようかこれ。外に干ほすのかな。

　脱衣用のかごに入れようとする。と、かたかた音がした。

「…………？」

　脱だつ衣い所じよの隅すみにあるかごが鳴っているのだ、細こまかく刻きざむように振しん動どうしている。

「なんだ？」

　目を凝こらした瞬しゆん間かん。

　黒い影かげが飛びかかってきた。

「うわっ！」

　影は和樹の胸にぶつかると、ゴムマリのように跳はねた。

「……え？」

　つい自分の胸をなでた。殴なぐられた感かん触しよくはなく、ぬいぐるみが当たった気がしたからである。

　騒さわぎを聞きつけたか、誰かやって来た。

「和樹さん、どうしたんですか!?」

　夕菜の声だ。玖里子や凜もいるようだ。

「ここになにか──」

　と言おうとして、自分の格かつ好こうに気づく。

「待った、今着き替がえ中！」
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　外の声がいったん止まり、続いて猛もう烈れつな言い合いとなった。

「わたしが入ります！」

「あたしよ！　和樹のヌードを見る！」

「なにをいったい！」

　続いて勢いきおいよくドアが開いた。

「和樹さん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「和樹、脱いだの脱いだの!?」

「式森、さっさと服を着ろ！」

　女の子が三人、一いつ斉せいに雪な崩だれ込こんでくる。狭せまい脱衣所の中、和樹は彼女たちに押おしつぶされそうになった。

　その脇わきを、さっきの影がすり抜ぬけていく。

「待った待った、あれ！」

「きゃーっ、和樹さんを押し倒たおしちゃった」

「夕菜ちゃん大だい胆たんね」

「寝ねてないで立て！」

「そんなことよりあれ！」

　和樹は指さして、わめいた。

「犬、犬がいたんだ！」




　和樹が目もく撃げきしたのは子こ犬いぬであった。黒っぽい小さな犬で、かごの向こうにうずくまっていたのである。

「それってもしかして、奈な千ち紗さちゃんの犬じゃないんですか？」

　夕菜が訊きく。

「そうかもしれない。とにかく捕つかまえよう」

　かくして別べつ荘そう内で、捕とり物ものがおこなわれることになった。

　四人は手に網あみだの袋ふくろだの持ち、それぞれ追い回した。だが相手は子供とはいえ犬である。瞬しゆん発ぱつ力りよくと敏びん捷しよう性せいは人間を上回る。

　おかげで上から下まで駆かけ回まわる羽は目めとなった。

「夕菜そっち、そのテーブルの下！」

「玖里子さん、足元です。走ってます！」

「ちょっとどこに逃にげたの!?　見あたらないわよ！」

「式森、そこを閉しめろ！」

　玄げん関かんの扉とびらを閉めようとした瞬間、犬は隙すき間まを抜けて外に飛び出した。

　そしていきなり方ほう向こう転てん換かんをし、床ゆか下したに逃げ込んだ。

「猫ねこみたいだなあ」

　別荘は地面よりも床を浮かせるようにして建てられていた。その隙間に入り込んだのである。

「和樹、下に入って」

　玖里子が言う。

「僕が？」

「こっちで待ちかまえているから」

「せっかく着き替がえたのに」

　文もん句くを口にしながらも、和樹は腹はら這ばいになって潜もぐり込こんだ。

　子犬はちょうど真ん中あたりで小さくなっていた。怯おびえたように和樹を見ているが、逃げ出す気け配はいはない。

「いい子だからじっとしていてくれよ」

　ゆっくりと接せつ近きんし、そっと手を伸のばす。

　素す早ばやく、しっかりとキャッチした。

　子犬は少しだけ身体からだを震ふるわせたものの、すぐに大人おとなしくなった。

　小こ脇わきに抱かかえ、そのまま床下から出た。

　子犬は確かに昼間出会った酒さか井い家の少女、奈千紗が飼かっていたものであった。和樹は分からなかったが、夕菜がちゃんと覚えていた。

　彼女は犬を抱だき上あげた。

「んー、可愛かわいい」

　夕菜はしきりと頰ほおずりをした。犬もなにやら満まん足ぞくそうに目を閉じている。

　玖里子や凜も、子犬の愛らしさに淡あわい微び笑しようを浮うかべている。和樹だけは別べつ荘そう中じゆう掃そう除じした上に床下まで這ったので、疲ひ労ろうでげっそりしていた。

「酒井さんのところまで返しに行ったほうがいいわね」

　ひとしきり可愛がった後で、玖里子が言った。

「やっぱり、奈千紗ちゃんのところに帰らせてあげなきゃ駄だ目めですよね」

　夕菜はどこか未み練れんがあるようだ。

「だって人んちの犬だし」

「そういえば、この子がのぞいていたんですか？」

「そうでしょ。考えてみれば、あんなに素す早ばやく姿を隠かくすなんて、犬か猫ねこの仕し業わざよ」

　子犬は舌したを出し、悪あく意いのない表情で夕菜を眺ながめていた。

「やっぱり僕のせいじゃないんですよね」

「初めからそう言ってたじゃない」

　玖里子が横目で凜を見る。彼女は恥はずかしげにそっぽを向いた。

「じゃあ和樹、この子を酒井さんのとこに返してきて」

「また僕ですか」

　この上また歩かされるらしい。

「食事の用意しといてあげるから」

　玖里子は和樹の背中を押おすように言う。

　和樹はしょうがないと思って、夕菜から子犬を受け取ろうとした。

「わたしも行きます」

　彼女は犬を抱えたまま言う。

「奈千紗ちゃんにも会いたいですから」

「ん、分かった」

　二人は玖里子に酒井家の別荘を教えてもらった。道路に出て、やや下ったところにある。彼女は「暗くならないうちに帰ってくるように」と告げて軽く手を振ふった。

　道路の端はしを歩く。ガードレールはないが、車も走っていないので危き険けんはなかった。

　途と中ちゆうで折おれ、砂じや利り道みちに入る。

　尖とがった屋や根ねが見えた。玖里子の所と、同じような形の別荘がある。

　玄げん関かん先に女の子がいた。うつむいていて、母親になにやら慰なぐさめられている。

　犬がなにかを感じたようで、わん、と鳴ないた。

　女の子が顔を上げた。ぱっと表情が明るくなる。

「リリー！」

　走ってきた。犬も続けざまに鳴き、夕菜の腕うでから飛び降りた。

　奈千紗は子犬にしがみついた。しっかりと抱だき締しめ、頰ほおを埋うめている。

　犬はしきりと尻尾しつぽを振っていた。

「……良かったわね、奈千紗ちゃん」

　夕菜が彼女の頭をなでる。

　奈千紗は嫌いやがりもせず受け入れた。

「まあ、何度もすみません、本当に」

　母親がほっとしたように言った。和樹はいいんです、と答えた。

「こっちの別べつ荘そうにいました。戸を開あけっ放ぱなしにしてましたから、入ってきたみたいで」

「家に入る前に奈千紗が放はなしちゃって、逃にげられたんです。山の中だし奈千紗は泣き出すし、大弱りだったんです」

　彼女はしきりと頭を下げる。

「助けていただいて本当にありがとうございます。ほら奈千紗、今度はちゃんとお礼を言いなさい」

　奈千紗は上うわ目め遣づかいに口をもごもごさせていたが、やがて小さい声で、

「……ありがとう」

「どういたしまして」

　和樹は笑いながら言った。

　奈千紗は夕菜にも礼の言葉を口にした。

「いいのよ。捕つかまえたのはこっちのお兄ちゃんなんだから。この子、リリーっていうの？」

「……そう」

「ふーん、女の子なんだ。何なん歳さい？」

「……四か月」

「そっか。子犬だもんね」

　リリーは、なんで自分のことが話題になっているのか分からない、という素そ振ぶりを見せた。

「……可愛かわいいと思う？」

　奈千紗が消え入るような声で訊きいた。

「うん。可愛いわよ」

「……リリーのこと、好き？」

「好きよ。奈千紗ちゃんのことも好き」

　女の子はかすかに口元を弛ゆるめた。

「……あら、ペンダント？」

　夕菜は奈千紗の胸むな元もとに目を止めた。

　銀のチェーンの先に、金色の台だい座ざにはまった紫むらさき色いろの石が揺ゆれていた。小さな身体からだには不ふ釣つり合いなくらい大きい。

　彼女は手に取ろうとした。

　途と端たんに、奈千紗がぱっと離はなれた。

「あ──」

　それから、すまなそうに下を向く。

「こら、奈千紗」

　母親がとがめるように背を叩たたいた。

「……大事なものだから」

　奈千紗は下を向いたまま、呟つぶやいた。

「いいのよ。黙だまって触さわろうとしてごめんなさい。大事ならそうよね。お姉ちゃんも持ってるから、分かるわ」

　夕菜は腰こしをかがめ、女の子と同じ目線になった。

　服の下から、ラテン十字のペンダントを取りだした。高こう価かではないが、よく手入れされたアクセサリー。日光に照らされて、きらきら光っている。

　和樹はどきりとした。彼が以前、夕菜に買ってあげたものだったからだ。

「──ね、素す敵てきでしょ」

　奈千紗はこくんとうなずいた。夕菜はまた、彼女の頭をなでた。

　和樹は時と計けいを確かく認にんし、空を眺ながめた。茜あかね色いろに染そまりつつあった。

「夕菜、そろそろ戻もどらないと」

「そうですね」

　彼女も立ち上がった。

「わざわざすみませんでした」

　母親が頭を下げる。和樹は軽く会え釈しやくをした。

「じゃあね、奈千紗ちゃん」

　夕菜は歩きながら手を振ふった。

　女の子も、今度は手を振り返した。

　帰りながら夕菜は、何度も後ろを向いた。母子はすでに屋おく内ないに引っ込んでいた。

　二人は並んで歩いた。上空は夕焼けになっていた。

「喜んでくれて、良かったですね」

「そうだね」

「やっぱり、奈千紗ちゃんは可愛かわいかったです」

　よほど気に入ったのか、夕菜はしきりと奈千紗のことを話していた。確かに銅どう版はん画がに描えがかれた女の子のような、無む垢くの可愛らしさがあった。内気すぎるが、魅み力りよくを損そこなうまでには至いたっていない。

　だが和樹は別のことを考えていた。

「──夕菜」

　彼は口にした。玖里子も凜もおらず、ちょうど良かった。

「あのペンダント、まだつけてたんだ」

「──ええ、つけてますよ」

　彼女はきょとんとした。

「あ、和樹さん、わたしがもらったものを、すぐどこかにやっちゃうって思ってたんですか。ひどいです」

　口を尖とがらせて主しゆ張ちようしていた。和樹は面めん食くらって、

「いや、いいんだ。そうじゃなくて、あまり高いものじゃないから、飽あきちゃうかなって」

「そんなことないです。和樹さんがくれたものなら、草で作ったネックレスだって嬉うれしいです。大事にしてます」

　夕菜はペンダントを握にぎりしめていた。

　和樹は柔やわらかな表情を作った。

　彼女にあげたペンダントは、前の事じ件けんの最中、たまたま購こう入にゆうしたものだ。なんの気なしと言って良かったが、今は象しよう徴ちよう的てきな意味合いがあった。

　あのとき夕菜は誘ゆう拐かいされた。理由は不明だ。ただ、彼女のことを必要としている人物がいるということだった。

　彼女を助けるために、彼は帆はん船せんにまで乗り込んだ。救出できたが、そこでなにか効こう果か的てきなことをしたとは言えない。かおりと寝ね返がえった女リーダーがいなければ、今ごろは海の底にいるはずだ。

　それにあそこで夕菜を救すくったのは、他ほかならぬ夕菜自身であった。彼女自身の内側から、なにかが現れ、敵を倒たおしたのだ。それはどす黒く形けい容ようしがたい──禍まが々まがしいなにものかであり、あえて言えば悪あく魔まとしか表現のしようのないものであった。

　なぜそのようなものが出現したのか、夕菜の内側にいたのか、誰だれも知らなかった。そしてその存在は敵を圧あつ倒とうした。敵だけではなく、周囲のもの全すべてに牙きばを剝むこうとしていた。完全な破は壊かい衝しよう動どうのみで動いていたのだ。

　和樹は夕菜を、その存そん在ざいを止めようとした。かろうじて身体からだが動いたのは、彼女に人を傷つけさせたくないという気持ちからであった。人殺しをしようとしたのだ。夕菜と悪魔は、溢あふれんばかりの殺さつ意いで殺そうとしていた。

　それだけは駄だ目めだと彼は思った。彼女の手は血にまみれようとしていた。絶ぜつ対たいに止めるべきだった。夕菜の愛らしい顔、声、姿──これらに殺人の匂においがついてはいけない。何な故ぜだか自分でも分からないが、強くそう感じたのだ。

　すんでのところで悪魔はいなくなった。自分のおかげかどうかは判はん然ぜんとしない。ただそのとききらめいたペンダントを、今でも脳のう裏りに浮うかべることがあった。

　時々考えることがある。夕菜には帆船内であったことを伝えておらず、彼女も覚えていない。意い識しきがなかったのだ。もしあそこで彼女が敵を倒していたら、そしてそのことを伝えていたら、自分が人殺しをしようとしたという事実をどのように受け止めるのだろうか。内なる悪魔は喜よろこぶのだろうか、と──

「──覚えてないよね」

「なにがですか？」

　和樹はそれ以上なにも言わなかった。




　玖里子の別べつ荘そうに着いた。空はすっかり夕焼けで、麓ふもとでは灯あかりもついていたが、まだ暗くなってはいなかった。

「お帰り」

　玖里子が軽く手をあげた。

「ただいま」

　と答えたところで、和樹の身体が痛いたみ出した。朝の荷物持ちから始まって、ずっと働はたらきづめだったのである。疲ひ労ろう感かんはあまりないが、運うん動どう不ぶ足そくがたたっていた。

「すみません、ちょっと座すわります」

　断ことわって、中に入ろうとする。

「外で座っていて。そこ」

　長い指が、庭の中央をさす。ブロックで四角く作られた炉ろがあった。

「もうすぐ準じゆん備びできるから」

「なにするんですか」

「決まってるじゃない、夕ゆう飯はんよ」

　玖里子はあきれたように言う。

「なんのためにあんなに肉と野菜を買ったと思ってんの。今夜はバーベキュー。外でやるからね。夕菜ちゃん手伝って」

「はーい」

　和樹は「じゃあ僕も」と言ってリビングに行こうとした。

「いいんです。和樹さんは休んでいてください」

　夕菜が軽く押おしとどめた。

　言われたとおりに、炉に併へい設せつされている木もく製せいのチェアに座った。火はもう熾おこされていて、網あみの下で赤く揺ゆらめいていた。

　肉や野菜が運ばれてきた。綺き麗れいに切り分けられている。夕菜がやったのだろう。彼女は包ほう丁ちようを使うのが得意だ。山だから魚はない。

　ご飯はんがおひつごと置かれた。これも炊たきたてだ。

　夕菜が網に肉を載のせ始はじめた。じゅっと焼ける音がして、いい匂においと煙けむりが立ちのぼる。

　ぼんやりと炎ほのおを眺ながめた。こうしていると、学校でのトラブルや前に起こった事件が噓うそのように感じられる。全身に溜たまった澱おりが消えていくようだった。

　と──

「ひゃっ」

　和樹は跳とび上がった。頰ほおに、なにか冷たいものが押しつけられていた。

「お疲つかれさん。はいこれ」

　玖里子が手に持った烏龍ウーロン茶ちやの缶かんを渡わたす。

「びっくりした……すいません」

　礼を言って受け取った。

　彼女はダイエットコークを持っていた。

「ずいぶん頑がん張ばったから、あとはゆっくりしていいわよ。あんた見かけによらず働きものね」

　和樹は苦く笑しようした。

「褒ほめ言葉ですか？」

「一応ね。でも感心したのは本当。力もあるように見えないし、要よう領りようも悪そうだし、人が良よいだけが取とり柄えだからさ。結けつ構こう頑張る方なのね」

　ひどい言われようだが首しゆ肯こうするしかなかった。自分にはいわゆる「男らしさ」が色々と欠かけている。このメンバーの中では、頭も体力も最下位であった。

　ただ、ねばり強さというか、継けい続ぞくする力が自分でも知らないうちについていた。多分彼女たちとのつきあいを通して身についたもので、特に前回の事件で、最後まで追い続けたのが良かったのかもしれない。

「働く姿は、なかなかさまになっていたわよ。ねえ凜」

「え？」

　玖里子に言われるまで気づかなかったが、いつの間にか凜が隣となりにいた。

　凜はなにやらもじもじしていた。

「…………」

「どうしたの、凜ちゃん」

　彼女は足あし踏ぶみまでしていて、なんだか言いにくそうにしていた。

「ああ。ごめんごめん」

　玖里子が気づき、和樹から烏龍茶を取り上げた。

「これでいいでしょ」

「…………？」

　和樹は首をひねる。

　やがて凜が、後ろ手に隠かくしていたオレンジの缶かんジュースを差し出した。

「ほら。こっちの方が冷ひえている。だから──その、すまなかった」

　小さく頭を下げていた。和樹はなにをしているのか理り解かいできず、怪け訝げんに思った。

「お前がどうこうというのではないのだが、私は男を見ると、つい疑うたがってしまうというか、信用しきれなくて──」

「えーと？」

「ばーか。詫わびてるのよ」

　耳元で玖里子が囁ささやいた。

「さっきののぞきのこと。あんたじゃないって分かったから」

「あっ、そうか」

　合が点てんがいった。凜にしては歯切れが悪いので分かりづらかったが、犯はん人にんだと思っていたことを謝あやまっているのだ。
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　彼女はどこか小さくなっていた。そもそも背が低いので、余よ計けい縮ちぢこまって見える。それに伏ふし目めがちだった。

　なんとなく可愛かわいらしくなった。

「ほら、もらってあげなさい」

　うながされ、まごつきながらもオレンジジュースを受け取る。確かに烏龍茶よりもずっと冷えていた。

「ありがとう、凜ちゃん」

「……礼はいい」

　彼女は目め線せんを合わさなかった。玖里子はおかしげに、くっくっと漏もらしていた。

「もうすぐ焼けますよ」

　箸はしと皿さらを手にした夕菜が、明るい声で告つげた。




　乾かん杯ぱいの音おん頭どは玖里子がとった。汗あせをかいたアルミの缶が四本、網あみの上でごつんと音を立てた。

　和樹は手て近ぢかな肉をタレにつけ、口に運はこんだ。脂あぶら身みが柔やわらかく舌したの上で溶とけた。

　駅前のスーパーで買ったにしてはいい肉だった。牛肉だけではなく、豚ぶた肉にくも鶏とり肉にくも美お味いしい。タレもいい香かおりだし、塩やコショウだけでもいける。

　屋おく外がいは食が進む。網の上の食材はあっという間になくなり、また並べられた。肉だけではなく、野菜も取るようにする。これも美び味みだった。

　食しよく卓たくもにぎやかだった。バーベキューは自然と明るくなる。特に玖里子がよく食べ、飲のんで喋しやべった。夕菜は肉や野菜を並べる役だが、やはり楽しそうだ。普ふ段だんは寡か黙もくな凜も、色々と話しかけている。

「早く食べたほうがいいですよ」

　夕菜が全員に言う。

「たくさんあるから平気よ。かなり買ったから」

「でも今日はいいですけど、明日とかはどうするんですか？」

　和樹が玖里子に訊きいた。

「あるわよ。なくなっても、カップラーメンも缶かん詰づめもあるわよ。レトルトだってしまってあるから」

「そういや非常食みたいでしたね」

「兼けん用ようよ。使うことないでしょうけど」

　網で肉がじゅうじゅう音を立てた。ときおり脂が落ちて、煙けむりが上がる。

「ほら、式森」

　凜が和樹の皿さらに肉を載のせた。

「食べないと焦こげるぞ」

「ん、どうも」

　彼女は次々に肉を取ってくれた。どれも焼きすぎという気はせず、ちょうど良いように見える。

「も、もういいよ」

「お前はもう少し食べたほうがいい」

　自分が食べる暇ひまがあったら、和樹に与あたえているようだ。

　悪い気がして、食べようと箸はしを動かした。

「式森、袖そで」

　凜が和樹の腕うでを摑つかんだ。

「気をつけろ、焦げるぞ」

「あ、ありがとう」

「ほら皿をちゃんと持て、タレがこぼれるぞ。その野菜はまだやめておけ。こっちが焼けている。ジュースはもういいのか」

　目をしばたたかせながらも、和樹は言うとおりにした。なんだか世話を焼かれているみたいだった。

　夕菜がなんとなく面おも白しろくなさそうな顔をした。

「……はい和樹さん。ご飯はん」

　底そこの深ふかい紙皿に白米をよそって、渡わたそうとする。

　そのままでは届かないので、和樹は手を伸のばそうとした。

　そこを凜が、夕菜から取って手渡す。

「ほら」

「……どうも」

　夕菜の眉まゆがかすかに動いた。

「……凜さん、ずいぶん和樹さんのお世話をするんですね」

「な、なにを言うのです」

　小こ柄がらな凜の身体からだが、びくっとした。

「なにか、かいがいしく見えましたから」

「い、いや、単たん純じゆんに式森がだらしなくて、見ていられなくてですね」

「お詫わびの意味も込めて、世話するようにしているのよねー」

　いつの間にか夕菜の背はい後ごに来た玖里子が、にやにやしながら言った。

「プライドが高い凜にしては、よくやってるじゃない」

「やっぱり」

「いえ、待ってください。違ちがいます。それは誤ご解かいというかその……こら式森、お前がしゃんとしないから、変なことを言われたではないか」

　凜は慌てて否ひ定ていした。しかしいつもの毅き然ぜんとした態たい度どとは違い、ただうろたえているようにしか見えない。

　夕菜は多少怒おこったような感じだったが、凜の様よう子すを知ると、笑えみが混まじった。

「ふーん、凜さんも男の人に興きよう味みを持つんだ」

　いたずらするような、軽い口調で言う。

「いえその、夕菜さん」

「びっくりしちゃいました。あの凜さんが、まさかまさか」

「だからですね、むしろなんと言いますか」

「あーん、ライバル出現。くすん」

　わざとらしく玖里子にもたれかかる。また彼女がその頭を「いい子いい子」したりする。

「大変ね夕菜ちゃん。気をしっかり持つのよ」

「泣ないちゃうかもしれません」

「あたしの胸むねでたっぷり泣いて」

「えーんえーん」

　声を上げていて、しかもそれが弾はずんでいるあたりで分かりそうなものだが、動どう揺ようしている凜は気づかない。

「あああ、すみません夕菜さん。私は友人として、なんと申しますか傷きずつけるつもりはまったくなく」

「ぐさぐさ心に突つき刺ささります」

「あのそのいやその……」

　やがて凜は、真っ赤になりうつむいてしまった。夕菜と玖里子は笑いながら謝あやまった。

　和樹だけはなんの話か分からなかった。それでも愉ゆ快かいな雰ふん囲い気きだけは伝つたわっていて、自然と笑顔がこぼれていた。

　凜は、和樹から少しだけ距きよ離りをおいて食事を再開した。

「凜、和樹に焼けたの取ってあげたら」

「……いえ」

　まだ恥はずかしげにしたままだ。

「これじゃ余あまっちゃうわよ。やっぱり罰ばつとして、あたしと夕菜ちゃんに食えってことかしら」

「わたしも食べますから、玖里子さんもお願いします」

「はいはい。それより薪まきをくべすぎじゃない？　火か力りよく強いわよ」

「そうですね」

　と夕菜が口にした途と端たん、生木が弾はじけた。

「きゃっ」

　火ひの粉こが和樹に飛んだ。びっくりして席から離はなれ、振ふり払はらう。

「平気ですか!?」

「うん。なんともない。大だい丈じよう夫ぶだから……あ」

　なんとなくよそを向いて、和樹は口を開けた。

「どうしたんですか？」

「あれ、酒井さんのとこの女の子じゃないかな」

　玄げん関かん先というか、道どう路ろから入ったすぐのところに、小さな少女が所しよ在ざいなげにしていた。

　無む言ごんでずっと、こっちを見ている。

「本当、奈千紗ちゃんです」

　夕菜は手を振ふった。

　奈千紗はとことこ歩いてきた。手には子犬ではなく、ビスケットやらクッキーの包つつみを抱かかえていた。

　夕菜が立ち上がって、彼女の元に行った。

「今こん晩ばんは奈千紗ちゃん。どうしたの？」

「……これ」

　女の子はお菓か子しを差し出した。

「お礼れい」

「あら、リリーのお礼なのね」

　夕菜の言葉に、奈千紗は小さくうなずいた。

「嬉うれしいな。どうもありがとう。そうだ、お姉ちゃんたちはね、バーベキューをやっているの。もうご飯は食べた？」

　首を横に振る。

「じゃあ、お姉ちゃんたちと一いつ緒しよに食べない？」

　奈千紗は迷まよっているようだったが、誘さそいに心こころ動うごかされたのか、

「……うん」

　と言った。

　夕菜は自分の隣となりに彼女を座すわらせた。箸はしと皿さら、ジュースを渡わたす。

「奈千紗ちゃん、嫌きらいなものある？」

「……ない」

「偉えらいわね。わたしはあるの」

　彼女は奈千紗に、焼き上がった肉と野菜を取り分けた。

　奈千紗はさましながら、少しずつ食べた。愛あいらしい動どう作さだった。

　夕菜はなにかと奈千紗の面めん倒どうを見た。バーベキューだけではなく「……トイレに」と言い出したときは、一緒についていった。

「夕菜さん、本当に子供が好きですね」

　凜が感心したように言う。夕菜は誰だれとでも分け隔へだてなく接するが、それとはまた違ちがった雰ふん囲い気きだった。

「奈千紗ちゃんが好きなんです。ね、奈千紗ちゃんもわたしのこと好きよね」

　こくりとする。

「あっちのお兄ちゃんは？」

　和樹の方をちらりと見る。

「……分かんない」

　素す直なおに答えられてしまい、和樹としては肩かたをすくめるしかない。

「振られたわね」

　玖里子が横よこ腹はらをつつく。夕菜は笑いながら、

「じゃあ、あっちとあっちのお姉ちゃんたちは？」

　これも奈千紗は「……分かんない」と言った。

「なんだ、あたしたちもか」

「振られ仲間ですね」

　和樹は玖里子に向かってにやにやした。

「寂さびしい話」

「同どう感かんです」

「残ざん念ねんですけど、奈千紗ちゃんの友ゆう情じようは、わたしだけみたいです」

　夕菜が少女に顔を寄せ、ちょっと勝かち誇ほこった表情。

「……なーんか、夕菜ちゃんの独ひとり舞ぶ台たいみたい」

「いいんです。奈千紗ちゃんとの友情は永えい遠えんです」

「じゃあ代わりにこっちの男はもらおうかしら」

　和樹の腕うでが引っ張られた。玖里子の右腕が絡からめられていた。しかもしなだれかかられたりする。

「ねえ、女の友情に負けたあたしを慰なぐさめて」

「なんか初めて玖里子さんに同どう情じようできました」

　夕菜が急いで言った。

「あっ、そっちも駄だ目めです。それとこれは話が別なんですから」

「贅ぜい沢たくいいっこなし。凜もあたしの仲間よね」

　剣けん豪ごう少しよう女じよは夕菜と玖里子を見み比くらべた。

「そうですね。玖里子さんの言うことが正しいと思います」

「り、凜さん!?」

「さっきの仕し返かえしです」

　凜がわざと冷たく言い放つ。夕菜は狼ろう狽ばいした。

「待ってください玖里子さん、ごめんなさい、冗じよう談だんです」

「ああー、和樹の腕って暖あたたかいのね。こすりつけちゃお」

「なんてことを……！　和樹さんもじっとしてないでください」

「でもなあ」

「そんな……。玖里子さん、もうよしてください。和樹さんも早く離はなれて。……どうして誰も言うこと聞いてくれないんですか。凜さんもなんだか楽しそうにして。ちょっと、なんでみんな笑っているんですか、もう！」

　夕菜はついに奈千紗から離れて、和樹と玖里子を引き剝はがそうとした。笑いながらそれをかわす。

　別べつ荘そう地ちにはずっと彼らの歓かん声せいが響ひびいていた。

　すでに陽ひは落ちて、あたりはすっかり暗くらくなっていた。




　──四人とも満まん腹ぷくになり、バーベキューはお開ひらきとなった。火が小さくなるにつれ、別荘はしんとした森の雰ふん囲い気きに包まれていった。

　奈千紗もそれなりに食べて帰っていった。夕菜が送ろうとしたが、「一人で帰れるから、いい」と辞じして、言葉通り歩いていった。

　後あと片かたづけはそれほど時間がかからなかった。紙かみ製せい品ひんが多かったのと、食べ残しがそれほどなかったためだ。

　三人は別荘内に戻もどったが、和樹は庭にわに残のこった。

　身体からだがまだ熱かった。久しぶりに楽しい食事をしたせいで、全身が火ほ照てっていた。

　空は星が綺き麗れいだった。都と会かいとは比べものにならないほどたくさんの煌きらめきが、頭上いっぱいを覆おおいつくしている。前方に目を移すと暗く静しずかな森があって、その向こうに明かりを灯ともした街まち並なみが広がっている。

　静かで、平和な光こう景けいだった。日ひ頃ごろ学がく園えん生せい活かつに追おわれていると分からないが、こういう世界もあるんだな、と思う。やはり学生が知っているのは、自分とその周囲だけなのだ。

　むろん彼は一いつ般ぱんの学生よりも多くの大変な経けい験けんをしている。それゆえ、このゆったりとした雰囲気には心が洗あらわれた。

「和樹さん、なにしているんですか」

　振ふり向くと、夕菜がいた。

「ぼんやりしてただけ」

　正直に答えた。なにか考えていたわけでもない。

　彼女は隣となりに並んだ。草くさの上に腰こしを下ろす。

「──綺麗ですね」

　夕菜が夜空を見上げながら、和樹と同じ感想を漏もらした。

「いつもは空を気にしないからね」

「日本でこうやって星を見たのは、初めてです」

　彼女は感かん激げきしたように言う。

「外国でも見てましたけど、やっぱり違ちがいますよね」

「違うの？」

「同じ北きた半はん球きゆうでも、差がありますから。こうやっているとやっぱり──それに、あっちではあまり楽しいこともなかったですし」

「……アメリカにいたんだよね」

　訊きいてから後こう悔かいしたが、あまり気にした様子はなかった。

「はい。お父様もお母様も、一いつ箇か所しよにいない人でしたから。アメリカでもたくさんお引っ越こしして。それだと友達もあまりできないんですよね、やっぱり」

　目線を和樹に戻もどした。その瞳ひとみは、どこか沈ちん痛つうなわけだった。

　あまり語りたがらないが、彼女は帰国子女だ。高校二年生の時に日本に帰ってきた。以前のことには和樹も触ふれないようにしているが、噂うわさであまりいい思い出はないと聞いた。

「アメリカではずっと独ひとりぼっちでした。お引っ越しのせいで日本人学校にも馴な染じめなくて、すごく寂さびしかったんです。よく夜になるとこうして星を見て、どこかに幸せな、もう一人の自分がいるんじゃないかって考えていました」

　泣いてはいなかった。だが口調は静かで、それゆえ哀かなしさが伴ともなっていた。

「でもそれは、夜寝ねちゃって朝になると、すぐ元に戻っちゃうんです。現実って冷つめたくて、残ざん酷こくで、どうしてわたしをこのままにしておくのか、分からなかったです。たまに教きよう会かいに行ってお話を聞いてましたけど、それでも分からなかった」

　風が吹ふいた。森の樹き々ぎがかすかにざわめいた。

　星が少し、雲くもに隠かくれた。

「わたしだけがって思うのは傲ごう慢まんなんでしょうけど、どうしてもそうなっちゃうんですよね。お父様もお母様も好きですから恨うらめませんし、そうするともう、星を眺ながめるしかなくて──でも、今は違いますよ。和樹さんや皆みなさんがいますから」

　にこりとした。寂しさを自らうち消すような笑え顔がお。

「日本に帰ってきて、すごく良かったって思ってます。学校はとても楽しいですし、玖里子さんや凜さんはとてもいい友達で……さっきもすごく楽しかったです。同年代の人たちとこうやって旅行するなんて、初めてでした。それに──」

　夕菜は一度言葉を切って、じっと和樹を見た。

「それに、和樹さんがいますから」

　そっと、もたれかかった。

「あのときの男の子に会えるなんて、思ってなかった──」

　彼女は幸せそうに目を閉とじた。

　しばらく二人はそのままでいた。

「こうしていると、嫌いやなことも全部忘わすれちゃいます」

「……うん」

「あそこ、酒井さんちの別べつ荘そうですよね」

　夕菜が前を指さした。視し線せんのやや下あたりに、灯あかりのついた窓が見え、ぼんやりと家の輪りん郭かくが浮うかんでいた。

「そうだと思う」

「奈千紗ちゃん、もう寝たのかしら」

「どうだろ。兄弟いたみたいだし」

「──わたし、奈千紗ちゃんみたいな娘むすめだったんです」

　ぽつりと彼女は口にした。

「人見知りをして、内気で、他ほかの人と話もできなくて。心の中では考えていても、自分で蓋ふたをするような。だから奈千紗ちゃんがいると気になっちゃうんです。話し相手がいると、気持ちが楽になるはずですから」

　ようやく思い至いたった。だから夕菜はあれほど世話をしていたのだ。かつての自分──幼少時や、アメリカ時代のころと重かさね合あわせているのだ。

　そして、そのときの自分のようにはなってほしくないと、願ねがっているのだろう。

「わたしの気持ちを明るくしてくれたのは、小さいころ空き地に来た男の子と」

　和樹のことだ。

「と？　他にもいるんだ」

「ええ。ですけど、あまり印いん象しようにないんです。最初にアメリカへ越こした時ですから……えっと、やっぱり男の子でした。変ですね、和樹さんのことはちゃんと覚えているのに、その子のことはあまり覚えてなくて」

「ふうん……」

　和樹は思った。どういう男の子なのだろう。今はどうしているのだろう。自分みたいに取とり柄えのないタイプか。それとも誰にでも好すかれる優ゆう等とう生せいか。

　夕菜のことを記き憶おくしているだろうか。忘れているだろうか。まだアメリカに住んでいるのか、日本には来たことがあるのか──

　不ふ意いに我われに返った。

（なんでこんなに気にしてるんだ、僕ぼくは）

　頭を振ふって追い出した。会ったこともない少年である。考えても仕し方かたのないことだった。

　隣となりの夕菜はもたれかかったままだった。

「……夕菜？」

　寝ねてはいないようだが、ぼんやりしていた。和樹の声も耳に入っていないらしい。

　唇くちびるがかすかに動いていた。

「森に黄葉あきはの散ちりしきて──」

　低く、唸うなるような声。

「玉たまの緒おまさに絶たえんとす──」

「夕菜？」

　つい揺ゆり動かした。どこかで聞いたようなしらべだった。どこかで聞いたような──

「ちょっと、まだそんなところにいるの？」

　玖里子の声がした。アルミ缶かんを手にしている。

「冷ひえるから入りなさいよ。もう凜は、お風ふ呂ろ入っちゃったわよ」

「あ……はい」

　彼女はこっちに歩いてきた。

「おやま、夕菜ちゃん寝ちゃったの？」

「寝てないようなんですけど、なんかぼーっとしているみたいで」

　瞼まぶたは閉とじておらず、半はん目めだった。さっきから揺すっているが、起きない。

「そのまま連つれて行っちゃいなさいよ。夕菜一人くらい、担かつげるでしょ」

「そりゃま……」

「ベッドに運んで押おし倒たおしていいから。許ゆるすわ」

「変なこと言わないでください」

　そこで気づいた。玖里子から、甘あまい、すえたような匂においが伝わってくる。

「……玖里子さん、お酒飲みましたね」

「過か去こ形けいじゃないわよ。今も」

　左手のビール缶を示しめした。

「高校生で、未み成せい年ねんですよ？」

「それがどうしたってのよ」

　しなだれかかってきた。夕菜よりずっと重い。女性二人に挟はさまれてしまった。

「あたしも連れてってー」

「自分で歩いてください」

「ひっどーい。あたしも和樹に押し倒してもらおうって思ったのに。もう夕菜ちゃんと一いつ緒しよにひどいことされちゃって、なんつーか３Ｐ」

「勝かつ手てなことばっかり」

　反対側でむにゃむにゃ言う声がした。

「和樹……さん？」

　夕菜が目をこすっていた。

「ああ、起きた？」

「ごめんなさい。寝ねてないつもりなんですけど、なんだかぼんやりしちゃって」

　照てれたように笑っていた。

「もう部屋に戻もどりましょうか」

　二人は立ち上がって草くさを払はらった。玖里子は置き去りにしたまま。

　その時、玄げん関かんに人ひと影かげが見えた。

（また奈千紗ちゃん……？）

　と思ったが、もっと大きい影だった。大人である。それにすぐ消えてしまった。

「今、誰だれか……」

「なーにー。あたしはここにいるわよ」

　あぐらをかいて玖里子が返事をする。

「あたしも部屋まで運はこんで、押し倒してくれるの？」

「いえ……いいです」

　和樹は夕菜を支ささえながら、別べつ荘そうに入った。




　夕菜はふらふらしながら階かい上じようの部屋に帰った。その姿が不ふ安あんだったので、とりあえずついていった。

　室内は昼ひる間ま掃そう除じをしたので、清せい潔けつだった。ベッドのひとつが空なのは、マットレスと掛かけ布ぶ団とんを下に持っていったためである。

　凜がベッドに腰こし掛かけていた。

「ごめん、夕菜の面めん倒どう見てもらえる？」

「どうしたのだ」

「知らないけど、なんだか変で」

　夕菜は「大だい丈じよう夫ぶですよお」と言っているが、その口調がなおのこと危なかった。

「寝かせたらどうだ」

「そうする。すぐに下に戻るから」

　女性だけの部屋ではあるし、追い出された身でもある。

「いても構かまわんぞ」

　凜が意外なことを言った。

「まずいよ」

「そんなに気にするな。あれは私も……言い過ぎたと思ってる」

　素そっ気けない語ご調ちようだった。夕菜の世話をしながらだから、和樹の方は見ていない。それでも彼女なりの謝しや罪ざいのようであった。

　和樹はテラスに出た。やはり女性の部屋にいるのは気が引けた。

　夜風が吹ふいていた。さきほどよりも冷つめたい。天気が下くだり坂ざかなのかもしれない。

　玖里子の姿はなかった。

「あっ……」

　また見えた。黒い影かげが、真ま下したを横よこ切ぎったのだ。

　さっき玄げん関かんで目もく撃げきしたのと同じだった。今度ははっきりと、大人おとなだと分かった。足あし早ばやに通り過ぎていた。

　誰だろうと考えたが、思いあたるはずもない。

「凜ちゃん、懐かい中ちゆう電でん灯とうある？」

　差し出された一ひと昔むかし前の大型懐中電灯を受け取る。ふと人影のことを告げるべきかと思ったが、結局そのまま階かい下かへ向かった。

　玄関を出て裏うらへと回る。テラスの真下で草を照てらすと、かすかだが踏ふみ荒あらした跡あとがあった。

　かたりと音がした。

　唾つばを飲み込んだ。この角の向こうに誰かいる。

　台所の裏手にあたるから、水すい道どうの配はい管かんやプロパンガスがある。そんなところでなにをしているのだろうか。

　あの影は奈千紗でも、子犬のリリーでもない。多分男だ。堂どう々どうと訪おとずれなかったのだから、好こう意い的てきな客でもない。すると、なんだろう。

　急に不安になった。今になって一人で来たことを後こう悔かいしたが、もう後あと戻もどりはきかない。

　腹はらをくくって息を吸すった。

「誰だ!?」

　怒ど鳴なって角を曲まがる。光を照らすと──

　誰もいなかった。

　剝むき出しの管くだに、細長いプロパンガスのボンベが光に浮うかんでいるだけだ。人の姿などなかった。

　拍ひよう子し抜ぬけして近ちか寄よった。足跡もない。いや──

　パシャリと足元が鳴った。

　懐中電灯を向ける。草が濡ぬれていた。よく見ると、壁かべも濡れている。それに赤いポリタンクが放置されていた。ひとつは壁にもたれていて、もうひとつは横よこ倒だおし。そこに携けい帯たい電でん話わ大の箱がくっついている。ガスのボンベにもだ。ポリタンクからは変な臭においが漂ただよっている。これは……ガソリン？　じゃああれは発はつ火か装そう置ち！

　叫さけぶ暇ひまもなく、背を向けて走り出した。

　箱がかちりといった。

　火花が散った途と端たんに、ガソリンは轟ごう音おんへと変わった。

　爆ばく発はつと共に炎ほのおが立ちのぼり、和樹は草むらに倒たおれ伏ふした。赤い火が壁を這はい回まわり、上へとのぼっていく。見る間に屋根まで燃えていった。

「火か事じだ、逃にげて！」

　テラスに向かって叫さけんだ。

　ややあって。

　扉とびらが開いて、玖里子が出てきた。続いて凜と夕菜。

　全員燃もえさかる別べつ荘そうを見て目を丸くしていた。夕菜も先ほどまでの倦けん怠たい感かんをどこかに吹き飛ばして驚おどろいていた。

　炎のせいで、屋根の一部が崩くずれた。

「玖里子さん、消しよう火か器きは!?」

　ぼんやり眺ながめている場合ではないのだ。消さなければ。

「キッチンにあるはずだけど」

「分かりました……て、ええ!?」

　爆発は台所から起こったのである。

　取りに行くのはとうてい不可能だ。炎は派は手でに立ちのぼり、建けん材ざいの焦こげる臭いが周囲に漂ただよっていた。

　見ていたくもないが、手が思いつかない。

「おい……式森」

　凜が燃えさかる壁を指した。

「あれ……プロパンのボンベじゃないのか？」

　彼女の声がうわずっている。壁に張りついている細長いボンベ。炎にまかれて、今にも破は裂れつしそうだ。

「逃げて、遠くへ！」

　叫んだのは凜と同時だった。

　四人は転ころがるように走った。切り開かれた敷しき地ちを抜ぬけて、森に飛び込み木の陰かげに隠かくれる。

　別荘が、一いつ瞬しゆん振しん動どうしたように感じた。

「あーっ！」

　玖里子が絶ぜつ望ぼうの声を上げる。

「あたしの別荘が！」

　爆ばく音おんが巻き起こり、炎ほのおと家半分を、粉こなみじんにして吹ふき飛ばした。







　第四章










　爆ばく発はつは別べつ荘そうと一いつ緒しよに火も消し飛ばした。鎮ちん火かとまではいかなかったが、かなり下した火びとなっていた。

　周囲の樹じゆ木もくは刈かり取とられているので延えん焼しようの危き険けんはなかったが、代わりに建物が黒くろ焦こげになろうとしていた。

「もう、最さい低てい……一発で酔よいが醒さめたわ」

　玖く里り子こが嘆なげく。

「どうしましょう……」

　夕ゆう菜なが誰だれにとはなく呟つぶやいた。

「どうしましょうって……どうしよう」

　和かず樹きも同じ台詞せりふを繰くり返かえすしかなかった。突とつ然ぜんの火事で、皆みな着きの身み着のままである。就しゆう寝しん前だったので寝ね間ま着きではなく靴くつも履はいていたが、大事なものを持ち出す暇ひまもなかった。取りに戻もどろうにも、下火とはいえいまだ燃もえている。
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　悲ひ劇げき的てきですらある。夜はこれからだというのに。

「でも……なんで火事なんか起こったんでしょう」

　はっとして、和樹はさきほどのことを説明をした。

　聞かされた三人は、一いち様ように驚おどろきを見せていた。

「つまり、誰かがあたしの別荘に放ほう火かをしたってこと？」

「多分、ですけど」

　玖里子の疑ぎ問もんに答える。彼女は憤ふん慨がいしていた。

「どこの馬ば鹿か野や郎ろうよ。ていうか、なに考えてんのよそいつ。こんな別荘地で放火してなにが楽しいっての。やんなら東京の真ん中でやんなさいよ」

　怒いかりのあまり不ふ穏おん当とうな発言をしているが、気持ちは分かった。ここで火事を起こすことに、なにか意味があるのだろうか。

「今は犯はん人にんよりも、これからどうするか考えないと」

　凜りんが言う。

「とりあえず私たちのことが先せん決けつです」

　もっともな意見であった。とりあえず、なにを持ち出せたか確かく認にんをすることになった。

　和樹は外に出たときの懐かい中ちゆう電でん灯とう。夕菜はハンカチ。玖里子は携けい帯たい電でん話わ。凜は愛あい用ようの日本刀。

　これだけである。逃にげるのに精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「最悪……」

　和樹はうめいた。

「愚ぐ痴ちっていてもしょうがないわ。凜の言うとおり、どうするかよね」

　別べつ荘そう焼しよう失しつの怒いかりを抑おさえたか、玖里子が口を開いた。

「まずは警察、消しよう防ぼうに電話か」

　携帯電話のジョグダイヤルを回そうとして、すぐ渋しぶい顔になる。

「さすが山やま奥おく、繫つながらないわ」

　草むらに放ほうり投げた。

　念ねん話わという手もあるが、相手個人の正せい確かくな認にん識しきと居い場ば所しよが分かっている必要があった。周囲全ぜん域いきに話しかける分ぶん散さん話わ法ほうも存そん在ざいするが、魔ま力りよくと体力を恐おそろしく消しよう耗もうしてしまう。

「他ほかに電話ってないんですか？」

　夕菜が訊きく。

「下に別荘地の管かん理り所しよがあって、そこなら電話があるけど。この暗くら闇やみの中、下おりることになるわね」

　皆みないい顔はしない。それはそうだ。街がい灯とうもない真っ暗な夜よ道みちを、薄うす着ぎで歩くのである。

　しかし行かないわけにもいかない。

　仕し方かたないので歩くかという雰ふん囲い気きになったとき、夕菜が別なことを言いだした。

「そうだ、奈な千ち紗さちゃんの……酒さか井いさんの別荘は？」

「下の？」

「ええ。電話があるかもしれませんし、車だってありましたよ」

　玖里子が「そうねえ」と腕うでを組んだ。

　彼かの女じよの言うとおり、酒井家ならすぐ近くである。なにか頼たのみごとをするにはうってつけであった。もしかしたら寝ねていて起こすことになるかもしれないが、それは謝あやまるしかない。そもそも、あの爆ばく発はつなら目を覚ましていても不思議はない。

「そうね。麓ふもとまで延えん々えん歩くよりはましだわ。行きましょうか」

　全員了りよう解かいした。

　懐中電灯を持っている和樹が先頭に立った。幸さいわい、昼間に訪問したので場所も分かっている。

　砂じや利り道みちを抜ぬけ、尖とがった屋根の別荘に着く。

　灯あかりはついていなかった。人が騒さわいでいる気け配はいもない。静まりかえっていた。

「やっぱり寝ているのかな……」

「仕し方かたないわよ」

　玖里子は玄げん関かんの扉とびらを叩たたいた。

「酒井さん、夜や分ぶんすみません。風かぜ椿つばきです」

　返事がない。ノックの音が響ひびくだけで、起きる様よう子すもなかった。

「すみません。実はあたしの別べつ荘そうが火事になってしまって、電話をお借りしたいんです。……酒井さん？」

　きい、と扉が鳴った。

　開いていた。鍵かぎがかかっていないのだ。

「変ね……」

　玖里子が中を覗のぞき込む。後ろから和樹も見るが、暗くて分からなかった。

「和樹、懐中電灯」

　中を照らした。

　同じような造りだった。木目を浮うかした板いた張ばりの壁かべとリビング。奥おくには階段がある。

　ただ──

　調ちよう度ど類るいが荒あらされていた。いや「荒れる」などという生やさしいものではない。テーブルや椅い子すは砕くだかれ、ソファは引ひき裂さかれてバラバラだ。ダミーの暖だん炉ろがあったが、レンガごと崩くずされている。よく見ると窓ガラスもひとつ残らず割われていた。

　さらに床ゆかや壁には、巨きよ大だいな傷が残されていた。とてつもない力で、深くえぐり取られたような痕あととなっている。

「爆ばく風ふうが、ここまで来たんでしょうか」

　和樹は思わず呟つぶやいた。しかし玖里子は、

「違ちがうみたい……。ガラスの破は片へん、中にはないわよ」

　もし外側からの圧あつ力りよくなら、窓ガラスは内側に向かって割れるはずであった。

　玖里子はそっと中に入った。和樹と夕菜と凜も、後に続く。

　電でん灯とうのスイッチを探さぐり当てたが、つかなかった。改あらためてライトで照らす。怪かい物ぶつが暴あばれ回まわったような有あり様さまであった。

「ひどい……」

　夕菜が目を伏ふせる。

　和樹は台所の方に灯りを向けた。そこも荒らされていた。

「上は大だい丈じよう夫ぶのようね」

　玖里子が言った。階段は手すりが壊こわされているが、踏ふみ台だいはそのまま残っている。

「行きますか？」

　なんとなく、和樹は玖里子に訊きいた。

「行くわよ。酒井さんたちがどうしているか……」

　彼女は階段を登っていった。和樹は懐かい中ちゆう電でん灯とうを持っているので、後から続いた。

　部屋の扉とびらが見えた。ここも半開きになっている。

　なんだか奇き妙みような臭においがした。

　とろっとした、馴な染じみのあるようなないような臭い。鉄の錆さびのような、なんだか鼻の奥がひりひりとする──

「ここも暗い……照らして」

　懐中電灯を向けた。

「……ひっ！」

　玖里子と和樹は同時に息を吞のんだ。

「どうしたんですか？」

　夕菜と凜が上がってくる。

「和樹、夕菜ちゃんに見せちゃ駄だ目め！」

　言われるまでもなかった。同時に、自分もこの光景から目をそらしたかった。

　和樹は夕菜の前に立ちふさがり、中に入れないようにした。

「どうしたんですか？　和樹さん、和樹さん？」

　答えられなかった。胸の奥おくからこみ上げる不ふ快かい感かんと戦うのに精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　室内は静かだった。だがそれは、誰もいなかったからではない。

　酒井家の人たちは横たわっていた。倒たおれていたのだ。全員、血を流して。

　赤い海だった。部屋中、床ゆかに壁かべに血けつ液えきが飛とび散ちって奇き妙みような模も様ようを描えがいていた。それらはまだ乾かわききっておらず、不ぶ気き味みな縦たて線せんとなっていた。

　誰もベッドに寝ねていなかった。寝るところだったのかも分からない。なにしろベッドは原げん形けいをとどめていない、ただの木もく片へんと化していたのだから。それらに埋うもれるようにして、父親らしき男性が息いき絶たえていた。

　死んでいるか確かく認にんするまでもない。身体からだは縦に真まっ二ぷたつとなって、骨ほねと内ない臓ぞうをぶちまけていた。顔はえぐれて眼がん球きゆうがなく、口と鼻もないので呼こ吸きゆうのしようがない。これで生きていたら人間ではなかった。

　その隣となりには母親が死んでいた。首から上がなかったが、きっと母親に違ちがいない。胴どう体たいは、背に大穴が開いているだけで比ひ較かく的てき綺き麗れいだったが、脚あしがそれぞれ部屋の北側と南側に転ころがっていた。彼女の元に赤い二本線がレールのようについている。足をなくしたまま這はって逃にげようとしたのだ。

　中高校生らしき男の子が一番ましだった。おそらく心臓部への一いち撃げきで即そく死ししたのだろう。表情が凍こおりついたままだ。ただ、肋ろつ骨こつと肺はいらしき内臓がはみ出ていて、奇き怪かいなオブジェとなっていた。

　殺人の犯行現場だ。ただの殺人ではない。凄せい惨さんな、猟りよう奇き殺人だ。

　和樹は肩かた越ごしに振ふり返り、また元に戻もどる。何度か繰くり返した。

　どうしてか何回も見てしまう。血が鼻の奥までこびりついてる感じがするのに、惹ひかれてしまうのだ。

（冗じよう談だんじゃない。なんでこんな……）

　意い志しの力を動どう員いんして前を向く。

　なにがあったのか察さつしたのか、夕菜は和樹を揺ゆすった。

「みなさんどうしたんですか。奈千紗ちゃんは、ねえ!?」

　なにも言えなかった。口を開いたら、吐はくかもしれなかった。ただ首を振って、見ないよう夕菜を止めた。

「懐かい中ちゆう……電でん灯とう」

　玖里子が低い声で言う。和樹は後ろ手のまま渡わたした。

　背はい後ごでしばらくライトが揺れていたが、やがて消えた。

「うう……あたしも駄だ目めだ。耐たえられない……」

　顔を青くした玖里子が、口元を押さえて出てきた。

「私が」

　凜が懐中電灯を受け取る。

「平気？　ひどいわよ」

「実家で仕事を手て伝つだわされましたから、みなさんよりは免めん疫えきがあります」

　彼女の実家は九州地方でも有名な、魔ま物もの退たい治じの名家だった。中にはこのようなむごたらしい現場もあったのだろう。

　灯あかりで照らした瞬しゆん間かんはさすがの凜も「うっ」と漏もらした。だがそれだけで、じっくり見て回まわっているようだった。

　ライトが止まった。

「……誰だ!?」

　凜の誰すい何かと同時に、がしゃんとガラスが割れた。続いてどさっと、庭にわに落ちるような音。

「凜ちゃん、どうしたの？」

「誰かいたんだ。いきなり窓から飛び出していった。外国の男のようだったが……」

「他ほかにその、特とく徴ちようとかは」

「分からない」

　男。酒井一家を殺さつ戮りくした犯はん人にんかもしれない。もしかしたら、玖里子の別べつ荘そうに放火したのも──

「おい式しき森もり、見てみろ」

　凜が声をかけてくる。

「え……やだよ」

「ライトのところだけでいいから」

　恐おそる恐る振ふり向いた。

　凜は窓の横の壁かべに懐中電灯を向けている。やはり血で赤いが、なんとか耐たえられた。

　その白く丸い円の中に、小さな身体からだが倒たおれていた。

「奈千紗ちゃん!?」

　酒井奈千紗であった。うずくまるようにして倒れている。動いていないが、見たところ外がい傷しようはない。

「和樹さん、奈千紗ちゃんがいたんですか!?」

　夕菜が勢いきおい込む。

「いた。生きてると思う」

「奈千紗ちゃん……」

　彼女が室内に入ろうとする。それを制した。

「僕ぼくが」

「無む理りはするな」

　凜が止める。

「でも……夕菜にやらせるわけにいかないから」

「なら私も行く」

　二人は慎しん重ちように、足を踏ふみ入れた。

　べたりと足元が床ゆかにくっついた。血が糊のりのようになっているのだ。嫌いやな感かん触しよく。

　唇くちびるを嚙かんだ。がまんするしかない。この不快感は当分残るだろう。

　死体は見ないようにして、奈千紗に近寄った。

　丸まっていた。意い識しきはなさそうだ。そっと触さわったが、なにも言わなかった。

「くーん」と鳴き声がする。

「リリー……？」

　奈千紗の子犬だ。テラスにいたのか、割れた窓から入ってきて駆かけ寄よった。舌したを伸のばし、少女の顔を舐なめる。

　それでも奈千紗は目め覚ざめなかった。

「式森、この子を」

「あ、うん。凜ちゃん、犬をお願い」

　和樹は少女を抱かかえ上げた。凜はリリーを摑つかんだ。

　静かに一階へと運んだ。

　ぐちゃぐちゃの室内を探し、解かい体たいされたソファを組み合わせてベッドのようにした。そこに奈千紗を寝ねかせる。

　夕菜が早さつ速そく具ぐ合あいを診みた。

「良かった……なんともないみたいです」

「気き絶ぜつしてるの？」

「ええ……それは、しょうがないと思います……」

　あのような恐おそろしい現場にいたのだ。当然だろう。

　むしろ気絶したままの方がいい。両親と兄弟があのような死に方をしているのだ。今はずっとこのままでいるべきだ。

　警察なら起こして、犯人を目もく撃げきしたのかどうか訊きくのかもしれないが、そんなことをする気にはなれない。奈千紗の身体からだが大だい事じだ。

「そうだ、警察」

　電話を、と言いかけたが、玖里子が首を振っていた。

「使えない。電話は残ざん骸がいになってた」

　つまりまだ、孤こ立りつしたままだ。

　急速に恐きよう怖ふが襲おそってきた。こんな暗くら闇やみで、しかも破は壊かいしつくされた部屋に閉じこもっているのである。助けになるようなものはなにもないし、しかも上には死体が転ころがっていた。

「ここに……いますか」

　つい声がうわずった。

「どちらかといえば、いた方がいい」

　凜が答えた。

「こんな状じよう態たいだが家は家だ。窓は目め張ばりすることになるだろうが、なによりも屋や根ねがある。これなら明日の朝まで夜明かしも──」

「嫌いやです！」

　夕菜が声を張り上げた。

「奈千紗ちゃんの両親があんな目にあったのにいるんですか!?　こんな、悲ひ惨さんな家に。早く麓ふもとまで下りて助けを呼びましょう。こんなところ、もういたくありません！」

　感情を高ぶらせて凜に怒ど鳴なっている。必ひつ要よう以上に叫さけんでいるようでもあった。和樹はこんな彼女を、あまり見たことがない。

　突とつ然ぜんのことに、凜も戸と惑まどっていた。

「し、しかし夕菜さん、夜だけ我が慢まんすれば、あとは」

「嫌です！　絶対に嫌！　むごすぎて……それに、わたしはこの臭においが嫌なんです。血の臭いが……気持ち悪くて、大だい嫌きらい……」

　下か腹ふく部ぶをさすっていた。懸けん命めいにこらえているようであった。

　やむを得ません、という風に凜は折れた。

「じゃあ、早いうちに下まで降りた方が」

「その前に、使えるものを探しましょう」

　玖里子が残ざん骸がいをひっくり返しながら発言した。

「あたしたちこんな格かつ好こうだし、麓まで結構あるわよ。酒井さんには悪いけど、便べん利りなものは持っていきたいわ」

　彼女の言うとおりであった。皆みな、室内の捜そう索さくを始めた。

　それほど広いとは言えないが、懐かい中ちゆう電でん灯とうがひとつしかないため、中をあさるのは困こん難なんを極きわめた。それでも少しずつ、使えそうなものが見つかりだした。

　探し出したものを床ゆかに広げた。

　台所にはミネラルウォーターとパンがあった。冷蔵庫も壊こわされていて中身もかなりやられていたが、四人を朝まで十分持たせられるくらいはあった。

　さらにロープと非常用の懐中電灯。予よ備びの電でん池ちまで置いてあった。

「助かった」

　つい和樹は漏もらした。ひとつだけでは不便すぎる。

「こんなのもあったぞ」

　凜が鞘さやに収められた刃は物ものを置いた。登山ナイフだ。

「あとラジオ」

　ＡＭ／ＦＭ両方が聞こえる小型ラジオだった。スイッチを入れてみたが感かん度どが悪く、雑ざつ音おんばかりする。ないよりはいいだろう。

「これ、見つけました」

　夕菜が持ってきたのは百円ライターだった。ガスもたっぷり詰つまっている。使えそうだ。

　さらに彼女はナップザックを拾い上げていた。これはヒットだった。ものをしまえて背負える。

　あとは針はり金がねの束たばとペンチ、スチールでできたマグカップが出てきた。

「……これだけ、か」

　いかにも貧ひん弱じやくであった。水と食料があるのが、唯ゆい一いつの救いだろうか。まだ上を探していないが、あの部屋には行きたくない。

「そうだ、車は？」

　凜が即そく座ざに返事をした。

「使えない。タイヤが四本とも破は裂れつしていた。エンジンもぐちゃぐちゃだ」

「そう……やっぱり歩きか」

「でも、麓ふもとにつけばいいんですから」

　自身を安心させるように、夕菜が喋しやべる。

「そうだね……」

「ねえちょっと！　懐中電灯持ってきて！」

　台所の向こうで、玖里子が叫さけんでいた。

　和樹は電灯をつけて走り寄った。

「どうしました？」

「これ」

　そこは小部屋になっていた。さっきまでいた別べつ荘そうでは納なん戸どにあたるが、改かい造ぞうしたらしい。

　やけに狭せまい。壁かべの片側に木製の縦たて置おきケースがあった。

　ガラスがはまっている。照らすと、銃じゆう身しんが見えた。

「これ……」

「ショットガンよ。ここの旦だん那なさん、猟りようをやったのね」

　感心したような玖里子。

　日本は銃所しよ持じ規き制せいが厳きびしく、所しよ轄かつ警察によるチェックがあるし、医い師しの診しん断だん書しよも必要となる。当然免めん許きよを所持していたはずだ。それに厳げん重じゆうな保ほ管かんを義ぎ務むづけられているから、自宅から運んできたのだろう。

　ケースには鍵かぎがかかっていた。

「割れるかしら」

「待ってください。登山ナイフがあります」

　和樹がいったん戻もどって取ってきた。

　怪け我がをしないよう、彼は手に布を巻いた。柄つかを利用してガラス部を割る。

　破は片へんはそれほど飛び散らなかった。玖里子が慎しん重ちようにショットガンを取りだす。

　銃身は鈍にぶい銀色だった。引き金とトリガーガードが鉄でできていて、あとは木製。

「水すい平へい二連か……。28インチみたい。ＳＫＢローヤルライトかしらね」

「分かるんですか？」

「少しね。射しや撃げきは姉がやってるし、あたしもカナダでちょっと」

　ケースの奥おくには弾だん丸がんもあった。箱に収められている。

　彼女はそれも取り出した。

「いい、あんたも覚えて。この銃のここが安あん全ぜん装そう置ち。下にすれば引き金が引ける。それとここのレバーをこう押おしっぱなしにすると」

　銃身の根本が折れ、銃本体がくの字型になった。

　穴が二つ、ぽっかりと開いている。玖里子はそこに、箱から出した弾丸を詰つめた。

「弾、込めるんですか」

「もちろん。酒井さんを殺した奴やつが、どこにいるか分からないから」

　そうなのだ。忘れていたが、犯はん人にんがいるはずだ。あれだけの人を殺した、冷れい酷こくな奴が。

　玖里子は銃身を元に戻した。

「これでいいわ」

「玖里子さん、銃所持の免許持っているんですか」

「ないわよ。あれは二は十た歳ちから」

「じゃあ……」

「安全が優ゆう先せんよ」

　彼女もやはり、犯人を気にしているのだ。

「あまり期き待たいしないでね。射しや撃げきのベテランってわけじゃないから」

　二人はリビングに帰った。

　夕菜と凜はショットガンを見て驚おどろいていたが、犯人のことを話すと納なつ得とくした。

　集めたものはすでにナップザックに詰め込まれていた。玖里子は弾丸の残りを、そこにしまった。

　和樹が奈千紗を背せ負おった。夕菜がナップザックを肩かたにしてリリーを抱かかえ、玖里子はショットガン。凜は日本刀と懐かい中ちゆう電でん灯とうを持って先頭に立った。

　外に出た。

　冷れい気きが身体からだに染しみた。また気温が下がったようだ。

　凜の懐中電灯を頼たよりに歩き始める。

　道どう路ろは真っ暗だ。今は曇くもり空ぞらになっていて、星も月も見えない。山なので街がい灯とうもなかった。

　曲がりくねっている上に視し界かいも悪い。タクシーに乗っているときは気にしなかったが、道のりはかなり長い。舗ほ装そうされているのが救すくいだ。

　四人は無む言ごんで進んだ。

　静まりかえっていた。虫の鳴き声すらしない。風で樹き々ぎがざわめくこともない。

　和樹は時々肩かたをもんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　夕菜が心配そうにしていた。奈千紗を背負っているのだが、ロープで巻いて肩にかけているのである。それが食い込んでいた。

「それほど重くないから平気だけど……ちょっと痛いかな」

　立ち止まって担かつぎ直なおす。変な結むすび方をしたせいで、解とくのに手間がかかった。

「遅おくれないで」

　先を歩いていた玖里子が振ふり返る。

　玖里子や凜との距きよ離りが開いていた。急いで結び、足を速める。

　突とつ然ぜん。

　ポップコーンの弾はじけるような音がして、和樹の足元で火花が散ちった。

「えっ!?」

　続いてもう二回。音と共にアスファルトがえぐられていく。

　銃じゆう声せいだった。着ちやく弾だんしているのだ。

「狙ねらわれてる！」

　玖里子が叫さけんだ。凜がライトを銃声の方角に向けるが、樹が見えるだけ。

　また発はつ砲ぽう音おんがした。

「和樹と夕菜ちゃん、早く逃にげるの！」

「ど、どこにですか！」

「あたしのとこに道がある！」

　彼女のすぐ脇わきに、舗装されていない林りん道どうがあった。下へ延のびている。とても狭せまく、まるで獣けもの道みちだ。

「走って！　凜、先に！」

　玖里子がショットガンの引き金を引いた。

　腹に響ひびく轟ごう音おんが山間部にこだまする。向こうの射しや撃げきが止やんだが、しばらくおいてまた始まった。

　和樹と夕菜は息を切らせ、林道に飛び込んだ。すでに凜が先せん導どうしていて、前方に灯あかりがちらちらしていた。

　駆かける。一番後ろは玖里子だ。また振り向いて発砲している。

　今度は相手の射撃も止まなかった。むしろ前より激はげしく、続けざまに撃うち込んでいる。

　逃げろとけしかけているようだった。もっと遠くへ逃げろと。谷間へ。奥おくへ。

　足が止まらなかった。追われている気がしていた。殺人犯が、武器を手に襲おそってくる。銃じゆう声せいが拍はく車しやをかけた。

　四人はひたすらに走り続けた。
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　アステリは、ＦＡＬアサルトライフルの銃じゆう口こうを下げた。

　四人の少年少女は逃げていったが満まん足ぞくだった。そうするよう、わざと狙ねらいを外したのだ。森へと追い込むために。

　すぐに死なれては困るのだ。わざわざ夜まで待って、別べつ荘そうに火までつけたのだから。生きていてもらわないと意味がない。ショットガンを持っていたのには驚おどろいたが、しょせん学生が扱あつかっているだけだ。

　狩かりなどと気取るつもりはなかったが、すぐに終わらせる気もなかった。だから遠くまで逃げてくれて構かまわない。そうでないと楽しみが増ふえない。これは兄貴の復ふく讐しゆうなのだから。自分に殺しを教えてくれた男のための。

　兄のヴィペールは殺さつ人じん嗜し好こうの持ち主で、さらに変へん態たい性せい癖へきがあった。殺した人間の数は両手両足ではきかず、しかも女子供が多い。どう考えても人間のクズであり、いなくなったら祝しゆく杯はいをあげる奴やつの方が多いと断だん言げんできる。

　だからどうしたというのだ。その犬いぬ畜ちく生しようは自分の兄なのだ。コルシカの掟おきてにのっとるには、それで十分だ。

　今は夜。月も出てない絶ぜつ好こうの天気。闇やみは人を不安に陥おとしいれ、恐きよう怖ふを倍ばい加かさせる。それが狙いだ。

　アステリは斜しや面めんを下りた。林道を眺ながめる。

　その顔には、抑おさえきれない喜き悦えつが浮うかんでいた。







　第五章










　レンタカーのエンジンは、爺じいさんが咳せき込こんでいるような音を立てていた。ガソリンはたっぷり入っているものの、サスペンションの具ぐ合あいも悪わるかった。

　かおりはいらだたしげにハンドルを叩たたいた。それくらいの振しん動どうで、クラクションが鳴り出した。

　東京駅から特急に飛び乗り、いらいらしながらここまで来た。心配してもできることがなく、ゲームボーイで暇ひまを潰つぶそうとしたが、集中力を欠かいていてさっぱり進まなかった。おまけに駅前のレンタカーショップでは、軽けい薄はくそうな若いのがナンパしようとするので、罵ののしって車を出させ、ついでにまけさせた。

　それがいけなかったのか、やけに古く、調ちよう子しの悪い車であった。もっとも、別べつ荘そう地ちまで走れば問題はない。

　目の前の信しん号ごうが赤になった。乱らん暴ぼうにブレーキを踏ふむ。タイヤがきしみ、路ろ面めんに跡あとを残しながら停とまった。

　貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながら青になるのを待つ。ときおりバックミラーを見て、後ろを確かく認にんした。

（いないな……）

　田舎いなかで夜のためか、後こう続ぞく車しやはない。だがかおりはずっと気になっていた。

　電車の中にいるときから、つけられているような気け配はいがあるのだ。こういうことは慣なれているから、何度もチェックをし、誰だれもいないと分かっているのだが、それでも不安がぬぐえない。

　うまく自分を欺あざむいている奴がいそうだった。

（アキバのあれかな……）

　もっとじっくりと調べてやりたかったが、和かず樹きたちを追いかけるのが優ゆう先せんだ。おかげでここまで引っ張ってしまったが。

　青になった。アクセルを踏む。不ふ確かく定てい要よう素そは計算したくないが、こうなればやけだ。ずっと付き合ってもらおう。

　そろそろ山に入るはずだ。と、前に灯あかりが見えた。

「なんだ？」

　赤色の回かい転てん灯とうだった。黒と白の車が何台も停とまっていて、頑がん丈じようそうな柵さくが道どう路ろに並んでいる。

　検けん問もんだった。パトカーが、バリケードを築きずいているのだ。

　かおりはぎりぎりまで近づいて、ブレーキを踏ふんだ。

　窓を開けると、愛あい想そのなさそうな警察官が寄よってきた。

「ここから先は行けないぞ」

「別べつ荘そう地ちに行きたいんだけど？」

「立入禁止だ。市内に戻もどるんだな」

「なんでよ」

　警官は面めん倒どうくさそうに、山さん頂ちようへ顎あごをしゃくった。

「その別荘地に殺人犯が逃にげ込んだ。東京駅で駅員を殺した奴やつだ。ここらは全部ふさいである」

「どの道も？」

「そうだ」

　かおりは聞こえないように舌した打うちをした。

「じゃあどうすんの。こっちは約やく束そくがあるってのに」

「諦あきらめるんだな」

「待ってよ……」

　警官は話は終わりというように、駅への道を指した。

「戻って、駅前でホテルを探すことだ」

　背を向け、車から離はなれていった。別の警官がコーンを振ふり、Ｕターンするよう誘ゆう導どうしようとしていた。

　かおりは顔を歪ゆがませるとサイドブレーキを下ろした。

　制せい限げん速そく度どを守りつつ、検問から遠とおざかる。

　十分離れたところで停とめた。

　もう一度山と検問を眺ながめる。

　妙みような感じだった。犯人が潜せん伏ぷくしていて危き険けんだから、封ふう鎖さしたというのは分かる。だが、それにしては警官の数が少ない。パトカーが何台かあっただけで、灰はい色いろに塗ぬられた、機き動どう隊たい員いんを乗せるバスが見あたらない。

　犯人を追いつめるのなら、大人数で、どこからも逃げられないようにしつつ、麓ふもとから山頂に登る。それこそ地じ元もとの消防団まで動どう員いんすることがあるくらいだ。

　あれでは山やま狩がりができない。道路をふさぐのが関の山だろう。

（……まてよ）

　ふさいでいるだけなのかもしれない。犯人を捕つかまえるのではなく、誰だれも別べつ荘そう地ちに入れないのが目的なのではないか。助けが来ないようにと。

　警察は汚お染せんされているとの言葉を思い出した。

　ハンドルを切った。

　山やま裾すそを走らせる。警官がおらず、誰も目もく撃げきできないような場所が必要だった。

　切り立った崖がけのところで停てい車しやした。

　うってつけだった。検問も警察官の姿もない。田た畑はたが広がっているだけで、民家も遠くにしか見えなかった。

　しかし山側には、ほぼ垂すい直ちよくに切り立った斜しや面めんがあるだけ。崖がけ崩くずれ防止のためコンクリートに覆おおわれていて、それが二十メートル近く上に伸のびていた。

　警官がいないのも当たり前だった。ここからでは登るのも下りるのも困こん難なんだ。

「でもここからやるしかないんだよな」

　かおりは車から降りる。脇わきの下を押おさえて、中に入っているものを確かく認にんした。

　改あらためて斜面を見ると、さすがにげんなりした。しかし頭を振ふって、両手で自分の頰ほおをパンパンと叩たたいた。

「よしっ！」

　コンクリートの細こまかい突とつ起きに指をかける。右手の人差し指と中指だけで身体からだを支ささえ、力を込めて持ち上げる。左手は別の突起を捕まえ、さらに身体を上方へ押す。

　足はほとんど意味がない。たまに引っかかることがあるくらいだ。自分の両りよう腕うでに全すべてがかかっていた。

（フリークライミング……こんなところでか）

　頭の中で愚ぐ痴ちをこぼした。

（なんかこんなゲームがプレステであったような。それにしても……学校で仕事してた方がましだった）

　かおりの文もん句くは止まらなかった。それでも身体は、徐じよ々じよに上へと登っていった。




　　　　○




　足を止めたのは、安全だからと確認できたからではない。筋きん肉にくが言うことをきかなくなって、勝かつ手てに動かなくなったのだ。

　舗ほ装そうどころか手入れもされていない林道で、女の子を一人背負って走ったのだ。和樹にしては良くやった部類にはいる。

　幸いなことに、立ち止まっても他ほかの三人とはそれほど離はなれていなかった。

　両手を膝ひざにつき、必死で呼こ吸きゆうを整ととのえた。それから歩き始める。立りつ派ぱなことに、精せい神しんだけは動けと命令していた。

「追ってこないわよ」

　後ろから玖く里り子こが言った。

「ゆっくりしても大だい丈じよう夫ぶ」

　救すくわれた気がして、遠えん慮りよなく歩いた。

　しばらくすると、樹きの生はえていない、草地だけの一角が現れた。懐かい中ちゆう電でん灯とうの灯あかりがそこを照らしている。凜りんと夕ゆう菜なが腰こしを下ろしていた。

　和樹は倒たおれるようにして座すわった。

　夕菜がペットボトルのミネラルウォーターを差し出す。急いで口をつけた。

　飲み込めなかった。喉のどが受けつけないのだ。咳せきと一いつ緒しよに吐はきだしてしまった。

　凜が肩かたを押おさえてくれた。

「少しだけ口に含ふくみ、うがいをするようにして吐け。そうすれば食しよく道どうが開くから、楽に飲める」

　言うとおりにしたら、確かに飲み込めるようになった。

　喉を何度も鳴らし、ようやく落ち着いた。

　さすがに全員疲ひ労ろうしていた。汗あせが何なん条じようも流れ、襟えり元もとを濡ぬらしていた。山道の全力疾しつ走そうはきつい。

　それ以上に、こんな状じよう況きようになったことへの混こん乱らんがその場を支配していた。

「なんなのよ、あれはいったい……」

　玖里子の言葉は、全員の気持ちを代だい弁べんしていた。

「殺人犯、でしょうね……」

　凜がペットボトルを傾かたむけた。

「銃じゆうを持っていたとは知りませんでしたが」

「それよりもなんであたしたちが狙ねらわれるのよ」

「目もく撃げき者しやだからでは？」

「そうじゃなくて、あたしの別べつ荘そうも火をつけられたでしょ。酒さか井いさんちが殺された理由も分かんないし」

　無言になった。まったくその通りなのだ。

　普ふ通つうは別荘に来ただけで、殺人犯に狙われる理由はない。ましてや放火もされて山中を逃にげ回るなど、あり得えないことであった。

　災さい難なんであった。だが、誰もそのことを口にしない。

　心の中にひとつの出来事が浮うかんでいたが、触ふれないようにしていた。

「この前の人たちでしょうか……」

　皆みな、顔を上げて発はつ言げん者しやを見た。

　夕菜自身が、沈ちん黙もくを破やぶっていた。

「平気で人を殺すなんて、この前の人たち以外に、考えられません」

「夕菜ちゃん、でもまだ分からないわよ」

「いえ、そうです。わたしのことが狙いなんだと思います」

　泣き笑いのような表情になった。

　和樹は慰なぐさめたかったが、その言葉に反はん論ろんできなかった。同じことを考えていたのだ。

　今、このメンバーで暗殺者を含ふくむ謎なぞの組そ織しきに追われるとしたら、夕菜が目的以外に考えられなかったのである。

「また……あんなことが起こったんです……」

　長い髪かみを結ゆわえた頭が、うつむいた。

「皆さんに迷めい惑わくをかけて……こんなことに……奈な千ち紗さちゃんの家族まで……」

　嗚お咽えつになった。背中が上下していた。

　声をかけることもできない。

「そうと決まったわけじゃないわ。全然別で、本当に殺人に遭そう遇ぐうしただけかもしれない」

　玖里子の台詞せりふは独ひとり言ごとだったが、慰なぐさめも兼かねていた。

「そうですね。誰が襲おそってきたのか、姿すら知らないんですから」

　凜も同意した。

「奈千紗ちゃんが教えてくれればいいのですが……」

　その時、リリーが小さく鳴いた。

「ん……」

　和樹の背中が、もぞもぞと動く。

　夕菜がはっとして顔を上げた。

「奈千紗ちゃん……和樹さん！」

　言われるまでもなかった。急いでロープをほどき、草の上に下ろす。

　少女の唇くちびるがかすかに震ふるえていた。

「奈千紗ちゃん……奈千紗ちゃん！」

　夕菜の呼びかけに呼こ応おうして、瞼まぶたが揺ゆれる。やがてゆっくりと開かれていった。

「……あ……」

　彼かの女じよは焦しよう点てんの合わない目で、一いつ行こうを見つめていた。

「……え……？」

「奈千紗ちゃん、気がついたのね。良かった……」

　夕菜が小さい身体からだを抱だきしめた。奈千紗はぼんやりしていたが、夕菜だと分かるとほっとしたように顔を埋うずめた。

「お姉……ちゃん」

「もう……平気だから」

　夕菜は彼女を離はなさない。まるで少女の感かん触しよくを確かめるように、じっとしていた。

　奈千紗が視線を動かした。

「……ここ……どこ？　パパ……ママは……」

　言葉が出なくなった。

　真しん実じつを告つげるのがはばかられた。彼女の両親と兄弟はこの世にはいない。しかも思い出すのが辛つらくなるほどの残ざん酷こくな殺され方をしたのだ。

　和樹はちらりと玖里子を見た。言うかどうか、仕し草ぐさで訊きいた。

　彼女は黙だまって首を振ふった。

　同じ答えだ。こんな小さい子に言えるほど勇ゆう気きのあるものは、いない。

「お姉ちゃん……パパと……ママ……」

「…………」

　髪かみをなでる夕菜。

　奈千紗は、聞き取れないほどの小声で漏もらした。

「死ん……じゃった……」

「え……」

　皆みな、思わず少女のことを見た。

　奈千紗はうつろな瞳ひとみをしていた。唇は小こ刻きざみに振しん動どうし、半開きになっている。誰になにを喋しやべっているのか、理り解かいしていないようにも感じられた。

「死んじゃったの……パパも……ママも……お兄ちゃんも……。あんな……大きな……真っ赤になって……ひどい……ひどいよ……」

　目の端はしから涙なみだが流れていた。ゆっくりと頰ほおを伝つたわって、抱きしめている夕菜の肩かたまで達たつした。

「どうして……なんで……パパ……！　ママ……！」

　夕菜が腕うでに力を込めた。

「思い出さないで！　思い出さなくていいの……なにも、なにも思い出さないで、そのままでいて……お願い……奈千紗ちゃん……」

　最後は涙声になっていた。

　奈千紗の言葉が止まった。気持ちが伝わったのか、夕菜の腕の中で、そっとうなずいていた。

「……ありがとう……」

　夕菜は腕を弛ゆるめた。奈千紗は自分の力で立った。

　リリーが近づき、ふくらはぎをなめる。

　少女がくすっと笑った。

「……くすぐったい」

　ふっと緊きん張ちよう感かんがほぐれた。

　皆の顔に笑え顔がおが戻った。

　次の瞬しゆん間かん、連れん続ぞくした射しや撃げき音おんが、一同の耳をうった。

　樹き々ぎがざわめき、繁しげみが揺ゆれる。暗くら闇やみの中から誰かが飛び出した。

　ライフル銃じゆうを持った男だ。短たん髪ぱつで眼がん光こうばかりが鋭するどい。なにごとか叫さけび、黒い銃じゆう口こうをこっちに向けている。

　とっさのことで誰も動けない。男は口元をゆがめて、死をばらまこうとした。

　最初に反はん応のうしたのは、場ば慣なれした凜だった。

「やあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、神しん速そくの速さで鯉こい口ぐちが切られた。数歩踏ふみ込み、鈍にび色いろの鋼こう鉄てつが下から上へと筋すじを描えがく。

　甲かん高だかい音がして、銃じゆう口こうが宙ちゆうを飛んだ。

　凜が斬きり落おとしたのだ。男は驚きよう愕がくで口を開けるが、すぐに我われを取り戻もどした。

　棍こん棒ぼうのようにライフル銃を振ふるった。

　剣けん豪ごう少しよう女じよは黒くろ塗ぬりの鞘さやでその一撃げきを受ける。ずっしりと重い衝しよう撃げきが伝わってくるのが分かる。バットのように何回も叩たたきつけられた。

　力ちから比くらべは男の方が有ゆう利り。小こ柄がらな身体からだとは体格差がありすぎた。

　凜が膝ひざをついた。

　男がライフル銃を捨すてた。上うわ着ぎの内側に右みぎ腕うでを突つっ込む。自じ動どう拳けん銃じゆうが抜ぬかれた。

　凜を狙ねらわない。和樹を通り越して、その後ろ──夕菜にポイントされる。

「危ない！」

　和樹は射しや線せんに自分の身体を投げ出した。間に合わない。

　鈍にぶい発はつ砲ぽう音おん。

　のけぞったのは男だった。

　玖里子の構かまえたショットガンから、硝しよう煙えんが揺ゆらめいていた。

「伏ふせて！」

　和樹に向かって怒ど鳴なる。言うとおりにした。

　男は左腕を押おさえていた。指の間から血も染しみ出している。

「降伏するサレンダー!?」

　男は拳銃を構かまえなかった。さりとて、玖里子の言うとおりにもしなかった。

　背を向けると、駆かけだした。

「待て！」

　言葉がむなしく響ひびいた。男の姿は暗くら闇やみにまぎれ、すぐに埋まい没ぼつし、見えなくなった。

　玖里子はふうっと息をついて、ショットガンを下ろした。

「みんな、怪け我がは？」

　和樹は首を振った。撃うたれたわけではない。最初の射しや撃げきも、命中していなかった。

　夕菜と奈千紗も無ぶ事じだった。凜も、怪我はしていない。

　全員なんともない。一安心だ。

「移動しましょう」

　玖里子が言った。

「ここにいたら、また狙ねらわれるわ」




　　　　○




　ごつい指でシャツの袖そでを引ひき千ち切ぎり、傷きず痕あとに巻きつけた。かすっただけなので大事には至いたっていない。それでも出しゆつ血けつはしていて、布ぬのをゆっくりと赤く染そめていった。

　自分の怪我を眺ながめて、アステリは笑った。

　楽しかった。この上なく楽しかった。自分が、人殺しとしての経けい験けんを積つんだ自分が、あんな子供たちに反はん撃げきされたのだ。恐おそれを味わわせるどころではない。素人しろうと同どう然ぜんの連中にかまされた。

　しかも負ふ傷しようまでしている。なんて愉ゆ快かいなんだ。刀を持った少女がいたとしても、そんなのは言い訳にはならない。

　喜き悦えつは怒いかりに変化し、また戻もどった。

　気持ちがいい。ガキどもになめられるのが、こんなに快かい感かんだったとは。いままでこんな気分にならなかったのが、もったいなくてしょうがない。なにしろ殺さつ意いが、あとからあとから湧わいてくるのだ。あの背の高い女も、黒くろ髪かみのサムライ女も、皆みな殺しだ。

　草の擦すれる音がした。アステリは反射的に拳けん銃じゆうを向けた。

「わたしよ」

　ピェートリャだった。いつの間にか、すぐ側そばまで来ていた。脇わきには巌いわおのような大男もいる。ザトボールだが、アステリは名前を知らなかった。

「やられたの？」

「ああ……。傑けつ作さくだぜ、あんなガキ共にな」

　アステリの顔面が奇き怪かいに歪ゆがむ。

　ピェートリャは静かに、

「手助けは？」

「いらねえ」

　アステリは間かん髪はつを入れずに言った。

「あいつらは俺おれの獲え物ものだ。一人残らず殺してやる。邪じや魔まはするな」

　ピェートリャは「そう」とだけ言った。それから右手を森の奥おくに伸のばす。

「あっちに逃にげたわ。ずっと真まっ直すぐ。あなたの足なら先回りできるわよ」

「……よく分かるな」

　完全な暗くら闇やみなのだ。アステリも慣なれてはいるが、自分の居場所が摑つかめるだけで、相手のことまで捕とらえ続けられるわけではない。

　どうして分かるのだ。考えてみれば、この二人は俺がどこにいるかも把は握あくしてはいないはずだ。

「分かるのよ」

　薄うすい笑えみを浮うかべながら、その女性は言った。

「へっ、そうかい」

　アステリは唾つばを吐はいた。

「礼は言わねえぜ。あいつらを殺せれば満まん足ぞくだろう」

「そうね」

　ピェートリャは素そっ気けなかった。

　アステリはもうなにも言わなかった。コルトガバメントのスライドを引くと、安あん全ぜん装そう置ちをかけてホルスターに収める。

　振ふり向かずに走り出した。




「殺せるのかしら」

　樹き々ぎの間にアステリが消えていくのを見ながら、ピェートリャは訊きいた。

　隣となりから返答はなかった。

「……そうね。殺す殺さないは、アステリが決めることではないわ」

　この不ふ可か解かいともとれる言葉にも、反応はない。

　ピェートリャは肩かたをすくめた。そういえば、ザトボールが喋しやべったところを、見たことない気がする。

「いずれ、わたしたちの出番も来るでしょうけど……」

　台詞せりふを切った。薄うすく目を閉じる。

「……感じた？」

　今度はザトボールも、わずかではあったが首しゆ肯こうした。

「あの子たち意外と足が速いのね。行きましょう」

　ザトボールをうながす。

　彼女の脳のう裏りには和樹たちの姿が、はっきりと映し出されていた。




　　　　○




「凜、懐かい中ちゆう電でん灯とう消して」

　玖里子が先頭に声をかけた。

「それでは進めません」

「方ほう角がくを確かく認にんするときだけ点つければいいの。目立ってしまって、後を追われるわ」

　その言葉に従したがい、凜はスイッチを切った。

　一行の周囲を漆しつ黒こくの闇やみが包み込んだ。

　やはりこうすると、不安が頭をもたげてくる。危き険けんがあるとはいえ、灯あかりは心強い。闇やみは恐きよう怖ふの味み方かたなのだ。

　和樹は知らず知らずのうちに、服を摑つかんで握にぎりしめた。

　林道をかなり歩いていた。どこに向かっているか分からないが、麓ふもとへ、人ひと里ざとへ行くことになっていた。

　みんな緊きん張ちようしているため、あまり喋らない。たまに奈千紗に抱かかえられたリリーが鳴くだけだ。彼女の手は、夕菜が引いていた。

　だんだんと足が痺しびれていく。疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていた。

　走ったあとの、ある意い味み心ここ地ちよい倦けん怠たい感かんではない。身体からだを芯しんから重くするような、深しん刻こくなものだ。どこかで休まないと全身を痛いため続け、いずれ本当に動けなくなる。

　だが誰も「休きゆう憩けいしよう」と言い出さなかった。追われているのが分かっているため、どうしても距きよ離りを稼かせぐことを優ゆう先せんしてしまうのだ。勝手に前へ動いてしまう。これもまた、恐怖の仕し業わざであった。

　頭も重くなり、自然とうつむいていく。いい加か減げん考えるのも嫌いやになってきた。

　耳にさらさらと音が響ひびいた。

　和樹は顔を上げた。

「水音だ……」

　思わず口にした。

　皆みなも聞こえたようであった。凜が再び懐中電灯のスイッチを入れる。

　光の輪わが左右に動いて、止まった。

「あそこだ」

　道から外れたところの、やや下の方向に水が流れていた。それほどの勢いはなく、清せい流りゆうというよりはわき水だ。

「ちょうどいいわ。水が補ほ給きゆうできる」

　玖里子が言った。それに休むこともできるはず。

　全員下に降おりた。

　わき水は岩の間から生まれていた。ちょろちょろ流れるだけだったが、水量としては十分なものがある。ナップザックを開け、中身の減へったペットボトルに補ほ充じゆうをした。

　凜が懐かい中ちゆう電でん灯とうを片手に、周囲を見て回った。その間に夕菜がパンを出し、みんなに配くばる。

「菓か子しパン？」

　玖里子が目を凝こらし、印いん刷さつされた文も字じを読んだ。

「ええ。全員分あります」

「あたしはメロンパンか。こんなところで食べるなんて、なんか変な気分」

　和樹も似にたようなことを思った。謎なぞの敵に追われ、やっと休憩した先で出たのがメロンパン。奇き妙みような光こう景けいであった。

　凜が枯かれ枝えだを拾ひろってきた。枝えだ振ぶりのいい大たい木ぼくの根本を踏ふみつけて平らにし、櫓やぐら状じように枯れ枝を置く。

「ライターを」

「焚たき火び？　居場所がばれちゃうんじゃない？」

「煙けむりは枝で隠かくれるし、道からは外れていて樹きが密みつ集しゆうしている。よほど目が良くなければ見つからない」

　和樹は夕菜からライターを受け取り、凜に手て渡わたした。

　何度か火花が散って、小さな炎ほのおが点てん火かされる。やがて大きくなり、枯れ枝を包んだ。

　みんな火の周りに集まった。薪まきの量が足りなかったので、手近な枝を和樹が登山ナイフで切断した。

　マグカップに水が注そそがれて、火の上に渡される。沸ふつ騰とうすると差し水をしてぬるくした。

「白さ湯ゆですね」

　夕菜が呟つぶやく。

「茶ちや葉ばがありませんので」

　凜は彼女に手渡し、奈千紗に飲ませるよううながした。

　ひとつしかないマグカップが回された。少し飲んでは隣となりに渡す。

　和樹も口をつけた。

　満まん足ぞくそうに息をつく。じんわりと身体からだが温あたたまって、心がやわらいでいった。温かい飲みものは、ここまで素す晴ばらしいものなのだなと思った。

　喉のどが潤うるおされると、急に腹が減へってきた。

　パンをかじる。カレーパンだった。一口味あじわうと、あとはむさぼるようにして食べ尽つくした。

　皆みなも同じように食べていた。やはり体力を消しよう耗もうして、腹を空すかしていたのだ。

　簡かん単たんな食事だったが、一様にリラックスした雰ふん囲い気きになっていた。火と温かい飲み物、食べ物のおかげだろう。

　あたりを観かん察さつする余よ裕ゆうも生まれてきた。

　わき水は少しだけ水平に流れると、斜しや面めんの下方に落ちている。どこにたどりついているのかは暗くて判はん別べつできない。

「この水を伝つたっていったら、麓ふもとにつきませんか」

「やめたほうがいいわね。道なんかないし。この下、多分崖がけになってるわ」

　玖里子が返事をした。

　凜が懐かい中ちゆう電でん灯とうを消す。焚たき火びだけになった。互たがいの顔が、炎ほのおに照らされてうっすらと浮うかび上がっていた。

　夕菜は奈千紗にパンを食べさせていた。ナップザックを地面に敷しいて、その上に座すわらせている。リリーはその横で身体を小さくしていた。

　面めん倒どう見みが良かった。林道でしっかりと手を繫つないでいたのも彼女だったのだ。

「夕菜さん、いいですか？」

　凜が手て招まねきをしていた。夕菜は奈千紗にパンを持たせたまま、その場を離はなれた。

「はい？」

「奈千紗ちゃんなんですが……質しつ問もんしてもいいでしょうか」

　夕菜は訝いぶかしげに聞き返した。

「質問って、なんです？」

　凜はためらっていたが、やがてはっきりと言った。

「その……ご両親のことです」

「は……」

「酒井さんの一家が殺されたときのことが、訊ききたいのです」

　奈千紗に聞こえないよう、凜の声は低かった。それでも夕菜だけではなく、和樹にも届いていた。

「私は死体を見ました。全員、かなり残ざん忍にんな殺され方をしています。本当に、言葉もないくらい……でも、それが気にかかるのです」

「どういう……ことですか」

「全身バラバラになったり、切り裂さかれていたり……それが、人間の仕し業わざとは思えないのです。力が強すぎます。私たちに襲おそいかかってきた男は武器を持っていましたが、人間です。あんな力は出せません」

　凜の言葉は確かく信しんに満みちている。このことをずっと考えていたようであった。

「私は実家で、魔ま物もの退治に関かかわってきましたから分かります。あんな殺し方は人間にはできません。不可能です」

「でしたら……」

「それだけではありません。酒井さんたちは死にましたが、奈千紗ちゃんは生きているのです。どうして殺されなかったのですか」

　和樹は息を吞のんだ。思いつかなかったが、彼女の言うとおりだ。

　凜の顔つきは真しん剣けんだった。

「あれだけ無む惨ざんな現場なのに、奈千紗ちゃんだけは見み逃のがしました。理由が分かりません。だから、質しつ問もんをしたいのです。なにを見たのか。敵はどのような連中なのか。どうして奈千紗ちゃんだけは生き残ったのか。なにかが分かるかもしれない。もしかしたら、さっきの男だけではなく──」

　いきなり夕菜が絶ぜつ叫きようした。

「駄だ目めです!!」

　彼女は立ち上がっていた。焚たき火びの火の粉が跳はねる。

「奈千紗ちゃんにそんなこと訊きかないでください！」

　和樹は驚きよう倒とうした。玖里子も、なにごとかとこちらを向いた。

「夕菜さん、大声を出したら奈千紗ちゃんに──」

「絶対に駄目です！　そんなこと許しません！　奈千紗ちゃんの嫌いやなことをほじくり返すなんて──」

「しかし早いうちに訊いておいた方が」

「駄目と言ったら駄目です！　なにを考えているんですか凜さんは！　そんなことをして、トラウマでも残ったらどうするつもりなんです！」

　暗くら闇やみでも分かるくらい、彼女は激げつ昂こうしていた。拳こぶしを握にぎり、全身を怒いかりで震ふるわせていた。

　凜も一いつ瞬しゆん身体からだを固くした。が、すぐに首を振ふる。

「分かりました。今は訊くのをやめます」

　しかし台詞せりふは続いた。

「まだ疑ぎ問もんはあります。奈千紗ちゃんと直接関係ありませんが、どうして──」

　その言葉は最後まで発せられなかった。

　銃じゆう声せい。同時に凜がのけぞった。

「凜ちゃん!?」

　和樹は叫さけんだ。小こ柄がらな身体が半はん回かい転てんして倒たおれ伏ふした。

「凜ちゃん、凜ちゃん！」

「……平気だ！」

　意外としっかりした声。

　水のわいている岩いわ陰かげから、男が飛び出した。

　拳けん銃じゆう弾だんは正せい確かくに飛んできた。

　和樹の周囲に着弾する。命中はしなかった。だが小さく悲ひ鳴めいが聞こえた。

　奈千紗が倒れた。夕菜がなにか叫ぶ。男が突つっ込こみ、焚たき火びが踏ふみ荒あらされる。

「身体を低く！」

　玖里子の怒ど鳴なり声。和樹はその場に、夕菜は奈千紗をかばうようにして身を投げ出す。鈍にぶい音と共に、ショットシェルが撃うち出される。

　敵は余よ裕ゆうを持ってよけた。散さん弾だんは距きよ離りが離はなれるほど網あみのように広がるが、近すぎたのと、和樹と凜のそばだったので、狙ねらえなかったのだ。

　男が笑った。白い歯が見える。引きつるような嬌きよう声せいを漏もらしていた。

　照準はぴたりと和樹に合わされていた。

「死ね」

　引き金が引かれる。

　が、弾丸が出てこない。

　弾たま切ぎれだ。男は舌打ちをして、予よ備び弾だん倉そうを取り出す。

　鳥の囁ささやくような音がした。

　聞いたことがある。圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんだ。しかもかなりの長さを縮めている。例えば高こう度ど精せい霊れい魔ま法ほうのような──

　ごうっと炎ほのおが立ちのぼった。

「ザラマンダー！」

　夕菜が叫んでいた。

「焼やき尽つくせ！」

　彼女の腕うでに、蛇へびのように巻きついた火の精霊たちは、一直線に男へ飛びかかった。

「ちいっ！」

　男の服が発はつ火かする。松たい明まつのようになろうとしていた。だが彼はそのまま、わき水にわざと横転した。

　じゅっという音がして鎮ちん火かした。

　夕菜の顔色が変わった。炎に力がない。呪文の圧縮がうまくいってなかったのだ。

　外国語の罵ば声せいがした。

　男が立ち、今度こそ拳けん銃じゆうに弾倉を収めた。狙ねらいを夕菜に変える。

　和樹は焦あせった。だが身体からだが動かなかった。助けようにも玖里子のショットガンに巻き込まれるかもしれない。自分になにができる。

　手で地じ面めんをあさった。なにかが触ふれる。

　枝を切せつ断だんした登山ナイフだ。だけど拳銃相手にこれでどうしろっていうんだ。

　男は殺しを確かく信しんしたように引き金を──

　引けなかった。

　バランスを崩くずしていた。片足が浮うき上がり、胴どうを回転させ、両手を投げ出した格かつ好こうになっている。

　足を、凜が摑つかんでいた。

　倒たおれていたはずの彼女は、半身を起こしたまま、力ちから一いつ杯ぱい投げ飛ばした。

「お……」

　男が持ち直そうとして、もう片方の足を滑すべらせた。そこは不安定な石の上で、すぐ下が斜しや面めんだ。

「おおおおっ……!!」

　その身体は斜面を転がりながら、ずっと下まで落ちていった。絶ぜつ叫きようが山々に響ひびき渡わたっていく。

　やがて、聞こえなくなった。

　和樹は這はうようにして剣けん豪ごう少しよう女じよに近づいた。

「凜ちゃん……大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ」

　彼女は苦く笑しようしていた。懐かい中ちゆう電でん灯とうを点つける。

「これに当たった」

　日本刀の柄つかであった。握にぎりの部分が大きくえぐり取られている。この場所に弾丸が命中したため、衝しよう撃げきでのけぞったのだった。

「愛あい刀とう様さま々さまだ。使いづらくなったがな」

「さっきの奴やつ……死んだかな」

「どうかな。人間というのは、あれで頑がん丈じようだから」

　彼女は立ち上がって、身体に傷きずがないか確かく認にんしていた。

　どうやら問題ないようであった。

「他ほかの人や、お前は？」

「平気」

　玖里子と夕菜も口々に「怪け我がはないわ」「ありません」と言った。

　夕菜は奈千紗の具ぐ合あいも診みた。幸こう運うんなことに、怪我は銃じゆうによるものではなかった。転んで左手を切ったのだ。夕菜がハンカチを包ほう帯たい代がわりにして、手に巻きつけた。

　皆みな、ほっとした。

「ここも出発した方が良さそうね」

　ポケットから予よ備び弾だんを取りだしながら玖里子が言う。

「落ちていったけど、生きてるかもしれないのよ。逃にげられるうちに、逃げておきたいわ」

　同感であった。相次ぐ山歩きと戦せん闘とうで疲つかれてはいたが、じっとしている方が危ない。

　行こうかと腰こしを浮うかせる。と、灯あかりがすっと消えた。

　凜が舌した打うちをした。

「今ので電球が切れた」

「もう一本あるよ」

　和樹が言う。予備が、ナップザックに入っている。取ろうとして、

「あれ……？」

　周しゆう囲いを探さがした。見あたらない。グリーンのナイロン製せいザックがなくなっていた。

　ザックはさっきまで奈千紗がクッション代わりにしていたはずだ。ところが彼女は、石の上に直接座すわっていた。

「夕菜、ナップザックは？」

　訊きかれた彼女は、青い顔をしていた。

「分かりません。わたしも奈千紗ちゃんも、さっきはここにいませんでしたから……」

「どこに……なんでないんだ？」

　大おお慌あわてで探し回った。岩の陰かげを探さぐり、草むらをかき分ける。だがどこにも落ちてる様子はない。

「式しき森もり、懐かい中ちゆう電でん灯とうが入っていたんだろ!?」

「それだけじゃない、ライターやパンや、ペットボトルも入ってたんだ。ラジオだってあったのに……！」

　恐きよう慌こうを起こしそうになった。さっきの攻こう撃げきをなんとか防ふせいだのは、ここでの休息で体力を回復したからだ。なによりも酒井家の別べつ荘そうで集めた食料によるところが大きい。それに十分な灯りが精神を繫つないだのだ。ところがそれが、まとめてなくなってしまったのである。

　手元には大したものが残っていない。マグカップと握にぎりしめたままの登山ナイフ。玖里子がショットガンを持っているが、予備の弾だん薬やくの大半はザックに入ったままだったのだ。

　必ひつ死しになって見て回るが、やはりどこにもない。

「奈千紗ちゃん、ザックがどこに行ったか知らない!?」

　少女は無言で首を振ふった。

「どうして！」

　つい詰つめ寄った。彼女はびくっとして、後ずさった。

「隣にあったんだ。知ってるはずだよね。どこに行ったのかくらい……！」

　なにも返事をしない。なおも質しつ問もんしたが、ついに奈千紗は小さくなり、夕菜の背はい後ごに逃にげ込んだ。

「待って……」

「和樹さん、奈千紗ちゃんが怖こわがってます」

　夕菜に注意され、和樹はいったん喋しやべるのをやめた。

「ああ、ごめん……。じゃあどうなったんだ」

「さっきの戦いで、下に落ちたのかも……」

　斜しや面めん下は真っ暗くら闇やみだった。だとしたら、探すのは不可能だ。

「ひでえ……」

　ついうめいた。

「せっかく逃げ切れると思ったのに、これじゃ……」

「でももう襲おそってこないかもしれませんから」

　その言葉に、凜が振り向いた。

「夕菜さん、それです、それなんです！」

　彼女は興こう奮ふんしたような口く調ちようになっていた。

「さきほど言おうとしたことです。あの男は、なぜ攻こう撃げきをしてきたのですか？」

「え……」

　突とつ然ぜんの質問に、皆みな戸と惑まどった。

「それはわたしを狙ねらって……」

「そうじゃありません。あの瞬しゆん間かん、なぜここで攻撃できたんですか。正確に、私たちのことを」

「それは、わたしたちの後をつけていたからじゃ……」

「最初は私もそう思っていました。ですが、この場所は違ちがいます。来る途と中ちゆうで懐かい中ちゆう電でん灯とうを消しましたし、道から外はずれています。普ふ通つうならあり得ないんです」

「焚たき火びが見えたとか……」

「かなり気をつかいました。それでも襲おそってきたんです。まるで私たちがここにいるのを知っていたかのように」

　その言葉に、夕菜は押おし黙だまった。やがてぽつりと、

「……なにが、言いたいんですか」

　凜はきっぱりと、ひとことひとこと区く切ぎるように言った。

「誰かが教えていたのではないのでしょうか。私たちの居場所を」

　重い言葉だった。

　まるで友とも達だちに殴なぐられでもしたかのように、全員が凜を見つめていた。そして友達に殴られるのと同じくらいの痛みがあった。ショックと信じられなさが同居していた。

　この中に、襲しゆう撃げき者しやへ内ない通つうしているものがいるのだ。

　しかし和樹はもちろん、夕菜も、玖里子も、凜も、そんなことをするとは思えない。二学年になってからのつきあいだが、もう十年以上も友人だった気すらしているのだ。

　だとすると、いったい誰が──

　凜がゆっくりと、一人の少女に視線を動かした。

　そこには奈千紗がいた。

「なにを……なにを言い出すのかと思えば……」

　夕菜が、腹の底から絞しぼり出すように言う。

「そんなことあるわけないでしょう!?」

「しかし私たち四人ではありません。だったら奈千紗ちゃんが一番──」

「奈千紗ちゃんが敵の仲間!?　はっ、よくそんな馬ば鹿かなことを考えられるものですね！　信じられません！」

「では逆に教えてください。どうして私たちは襲われたんですか」

「どんな方法でもあるでしょう！　奈千紗ちゃんがそんなことをするはずありません！　ご両親がどうなったか、凜さんだって知ってるでしょう！」

　凜が言葉を詰つまらせた。だが彼女もひるまない。

「それだって疑ぎ問もんです！　さっきも言いましたが、奈千紗ちゃんだけ無む傷きずなんです。なにか理由があるとしか」

「見み逃のがされたんです！」

「あれだけ残ざん酷こくな殺し方をしたものがですか!?　子供は真っ先に殺されてもおかしくありません。奈千紗ちゃんにその気がないにしても、関かかわっています！」

「言いがかりはやめてください！」

　夕菜が絶ぜつ叫きようした。全身を激しく震ふるわせ、怒いかりに満ちた瞳ひとみで凜を睨にらみつけていた。

「どうして奈千紗ちゃんにそんなことができるんです!?　凜さんも言ったじゃないですか……子供なんですよ！」

「やろうと思えば園児にだってできます！」

「奈千紗ちゃんだけはしません！」

　もはや理り屈くつもなにもなかった。夕菜は奈千紗の前に立ち、両りよう拳こぶしを強く握にぎって感情をあらわにしている。凜もたじろいだりせず、自らの確信を翻ひるがえそうとはしなかった。

「どうあっても、夕菜さんは信じないと？」

「当たり前です！」

「でしたら……」

　そこで凜は、なにかに気づいたような顔をした。

「それはなんです？」

　彼女は奈千紗の胸むな元もとを見つめていた。

「ペンダントだよ。首から下げてる」

　和樹が答える。

「前からあったか？」

「あったと思うけど……」

　和樹はじっくりとペンダントを眺ながめた。確か金の台だい座ざに石がはまっていたはずだ。今下げているのもそうだが、石の色が違ちがってないか？　それに大きさも、若じやつ干かん大きいような気が──

「もしかしたら……別のかも」

　凜は我わが意いを得えたりとばかりに、

「それを貸してください」

　奈千紗に迫せまる。

「それが原げん因いんかも。発はつ信しん器きのような装そう置ちかもしれません。それなら居場所が知られるわけです」

　彼女はゆっくり歩き、奈千紗に向かって手を伸のばした。

「さあ、貸して──」

「ふざけないでください！」

　夕菜がその手を払はらいのけた。

「言いがかりもはなはだしい！　奈千紗ちゃんに触さわらないで！」

「夕菜さん！」

　凜はもう、遠えん慮りよをしなかった。

「私たちの安全がかかっているのですよ！」

「だからって奈千紗ちゃんを疑うたがわないでください！」

「狙ねらわれてるのは夕菜さん自身です。ご自分の身がどうなるか、お分かりになるでしょう!?」

「分かるからなんだと言うのです！　この娘この方が大事です！」

「でも原因はペンダントです。彼女自身じゃない！」

「絶ぜつ対たいに触ふれさせません!!」

　奈千紗を自分の後ろにやった。母親のように、彼女のことをかばっていた。

「ペンダントが原因だなんて……」

　その時、やりとりをじっと見ていた玖里子が、静かに言った。

「……ペンダント、凜に見せてあげたら」

　はっとした表情で、夕菜は玖里子を見つめた。

「玖里子さん、そんなことを……！」

「奈千紗ちゃんが傷きずつくわけじゃないわ。つけさせられたのかもしれない」

「それが思い出の品だったらどうするんです!?」

　夕菜は自分の胸むな元もとを握にぎりしめていた。ラテン十字のアクセサリーがあった。

「わたしだったら、そんなの……」

　和樹の方を向いた。すがるような、頼たよりにするような眼め。

　彼はあえて視線を合わせた。

「夕菜、奈千紗ちゃんに訊きくのがいい」

「そんな……」

　一いつ瞬しゆんよろめいたようだった。その顔には絶望感が張りつき、小こ刻きざみに歯を鳴らしていた。

「どうして……どうしてみんな、そこまで……」

「だから夕菜、奈千紗ちゃんに訊くんだよ。彼女が嫌いやだって言ったら、それでいいじゃないか。ペンダントのことなんだから……」

「同じです……」

　声に涙なみだが混まじった。それでも力を振ふり絞しぼるように、

「なにがあっても……奈千紗ちゃんには触れさせません……」

　腰こしを低くしていた。感情が沸ふつ騰とうしていて、その両りよう腕うでには精せい霊れいたちが集まろうとしていた。

「たとえわたし一人でもいい。絶対に……！」

「……お姉ちゃん」

　かすかな、とても小さい声がした。

　夕菜の背後から、奈千紗の手が伸のびていた。

「これ……」

　そこには金の鎖くさりに吊つるされた、ペンダントがあった。

「奈千紗ちゃん!?」

　夕菜が急いで振り返る。

「いいのよ、そんなことしなくて！」

「……ううん。見せてあげても、いい……」

　奈千紗の声はしっかりしていた。自分の意志で、ペンダントを差し出していた。

「ああ……」

　夕菜は彼女に抱だきついた。

　凜は受け取った。鎖が擦こすれて音を立てた。ゆっくりと調べる。

　その顔色が、見る見る変わっていった。

「なっ……まさか！」

　なにもなかった。継つぎ目もなにもない、一いつ体たい成せい型けいの台座だった。

　凜が必死になった。石も調べるが、透とう明めいなので逆に細さい工くがないと分かる。振っても音はせず、中をくりぬいた様子もない。

　普ふ通つうのペンダントであった。

「そんなはずはない……そんなはずは！」

　夕菜がゆっくりと、しかし力を込めてペンダントを奪うばい取った。

「これで決まりましたね……」

　奈千紗に返す。凜は信じられないという風に硬こう直ちよくしており、なにも言えない。

「どうしてくれるんですか！」

「いや……私は……まさか……」

「はっ……しょせんその程度の、浅はかな発はつ想そうだったんですよ！　愚おろかで、くだらない考え！」

　凜は真っ白な顔をしたままだ。夕菜の怒いかりは抑おさえようもない。不ふ謹きん慎しんだが、美しさすら感じてしまう。

　美しさ？　なんだこの気持ちは。こんなのは彼女に似に合あわない。

「夕菜、それは言い過ぎ……」

　彼女は和樹の台詞せりふを無視した。

「謝あやまってください……凜さん……」

　憤ふん怒ぬを溢あふれさせていた。激情が心の底からたぎり、奔ほん流りゆうのようになったそれを、友人の剣けん豪ごう少しよう女じよにぶつけていた。

「奈千紗ちゃんに謝るんです」

　その声は、山々に響ひびくようだった。

「謝りなさい!!」

　空気が張りつめ、そして徐じよ々じよに薄うすれていく。

　しばらく、静せい寂じやくがあたりを支配していた。

　時が止まったかのように誰だれも動かず、なにも言わない。水の流れる音すら感じられなかった。

　やがて、凜がぽつりと言った。

「はい……すみませんでした」

「それだけですか!?」

　怒ど声せいが走る。

　凜は今にも崩くずれ落ちそうであった。

「夕菜、もう止やめろ」

　もう一度、和樹は割って入った。
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「凜ちゃんだって、悪あく意いからやったんじゃない。狙われている夕菜を助けようとして──」

「和樹さん、まだ肩かたを持つんですか!?」

「だけど──」

　夕菜の怒りは収まっていなかったが、とても見ていられなかった。このままでは食事の時のあの団だん欒らんが、崩れ去さってしまう。そうなったら最後だ、と思った。

　顔に、ひやりとした感かん触しよくがあった。

「……あ」

　水すい滴てきが額ひたいにつく。その数は徐々に増え、やがて無む数すうの粒つぶとなって降ふり注そそいだ。

「雨だ……」

　山さん雨うがカーテンのように周囲を包み、一行を煙けぶらせた。




　天気予報は間ま違ちがっていた。あるいは遅おそすぎた。明日の昼ごろから降るはずだった雨は、開始時刻を繰くり上あげた。

　雨は体たい温おんを奪うばい、全身の動きを鈍にぶくする。今まさに、それを実感していた。

「どこか屋根のあるところへ」

　玖里子が言うが、そんな場所はない。見回して、たくさん葉を茂らせた樹きの下に避ひ難なんした。下は崖がけで危あぶなかったが、雨はかなりしのげる。

　空は真っ黒だ。雨あま音おとは止やまない。数多くの水滴はくすぶっていた焚たき火びにも降り注ぎ、完全な消けし炭ずみに変えていた。

　おかげで他人の顔の判はん別べつもつかなくなってきた。

「まずいわ……」

　玖里子が独りごちる。同じ気分だった。彼女の隣となりで黙だまっているのは凜だ。

　はっとした。

「……夕菜は？」

　姿がない。一いつ緒しよに避ひ難なんしていないのだ。

　雨のカーテンの向こうに、ぼんやりとであったが、人ひと影かげが見えた。

「夕菜、奈千紗ちゃんとこっちへ！」

　だがその人影は、近づいてこようとはしなかった。

「夕菜！」

「……行きません」

　彼女が告つげた。

「なに言ってるんだ！」

「行きません。もう誰にも頼たよりません。これ以上奈千紗ちゃんをひどい目にあわせられません。わたしが護まもります！」

　背を向けた。夕菜は奈千紗らしき小さい影と重なると、すぐ雨の中に消えた。

「待つんだ！」

　樹の傘かさから飛び出した。こんな天候で小さい女の子と二人きりなど、遭そう難なんしますと宣せん言げんするようなものだ。

　なんとか引き戻もどすため、駆かけ出そうとした。

「和樹、駄だ目め！」

「止めないでください！」

「そうじゃない、横！」

　玖里子の声は、悲ひ鳴めいに近かった。

　樹が揺ゆれ、巨きよ大だいな人影が姿を現した。

　白人の男がいた。さっきまでの殺さつ人じん者しやが頭をかすめたが、明らかに違ちがう。縦たて幅はばも横幅もスケールの違う大男で、岩がん石せきのような顔と身体からだをしていた。細い眼めが、肉にく食しよく獣じゆうのような色を放はなっていた。

「誰……なんだ」

　男は無言で、巨木みたいな腕うでを振ふった。

「ひっ！」

　関節があり得ない方向に曲まがり、和樹の頭をかすめて樹きに激げき突とつする。太い幹みきが大きく震ふるえた。

　和樹は尻しり餅もちをついた。

「逃にげるの、どこでもいいから！」

　言われた通り、身体を低くしてダッシュした。石につまずき、泥どろ水みずを跳はね上げながら転がる。

　男は追っては来なかった。代わりに玖里子と凜へ狙ねらいを定めた。

　二人が身を隠かくしている樹木目がけて、腕が振り上げられた。

「きゃあっ！」

　振しん動どうがここまで伝わってくる。木もく片へんが飛び、ショットガンを構かまえようとした玖里子は足を滑すべらせた。

　雨の中、白はく刃じんがきらめく。凜が日本刀を振るったのだ。だが相手を警けい戒かいさせているものの、効こう果か的てきではない。柄つかが損そん壊かいしているのでうまく使えないのだ。

　また振動がして、彼女たちの悲ひ鳴めいが重かさなった。

「くそおっ！」

　和樹は立ち上がった。半なかば自や棄けになって叫さけんだ。

　武器はない。いや、拾ひろった登山ナイフがある。これでなんとかするのだ。

　二人のところに走ろうとする。

「馬ば鹿かっ！」

　玖里子がこっちに怒ど鳴なっていた。

「夕菜ちゃんをなんとかしなさい！」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。その刹せつ那な、眼前になにか下りてくる。

　金きん髪ぱつの女性だった。

　彼女は和樹を見てにやりとした。

　舌を鳴ならすような音が連続する。圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんだ。

　地面が振動する。土が持ち上がり、泥どろ状じようになって襲おそいかかってくる。

　多量の泥を、頭からかぶった。

　それほどの衝しよう撃げきはなかったが、彼に膝ひざをつかせ、倒たおれ込ませるには十分だった。

　横転しながら、二撃、三撃を覚かく悟ごした。が、どうしたのか攻こう撃げきしてこない。

　向こうでばきいっと、樹の折おれる音がした。

　今まで雨あま宿やどりをしていた太い幹が、真っ二つになろうとしていた。凜がバランスを崩くずし、斜しや面めんへと倒たおれていく。

「あっ……！」

　彼女の声がかすれて聞こえなくなる。玖里子は他ほかの樹を摑つかもうとしたが、男がその手を蹴け飛とばした。

「きゃあああっ！」

　二人は斜面を転がった。仰あお向むけになって転落し、そのまま見えなくなっていく。

　それを確かく認にんした女が男をうながし、地面を蹴る。

　和樹は立ち上がって、走った。なぜか妨ぼう害がいされない。縁ふちまでくると、崖がけ下したに向かって怒ど鳴なる。

「玖里子さん！　凜ちゃん！」

　その声は、樹木の間にまぎれ、かき消されていった。

「あ……」

　へなへなと座すわり込んだ。

　固いものが足に当たる。ショットガンだ。玖里子が落としたのだろう。だが手に取る気が起こらない。

　二人はいなくなった。夕菜と奈千紗の姿もない。襲しゆう撃げきしてきた敵も、知らない間に引きあげていた。

　和樹は、たったひとりになったのだ。




　　　　○




「……いいのよ、これで」

　ピェートリャが言った。ザトボールはなおも、不満そうに眼めの端はしを動かしていた。

　二人はわき水の場所から離はなれた、岩の上にいた。そこから和樹が見下ろせるが、今は雨のため判はん別べつがつかなかった。

「殺ころす必要はないわ。それはずっとずっと先の話。これであの子たちは二つに分かれたのだもの。満足すべき結果じゃない？」

　相変わらず、隣となりの男から返答はない。

「クリウーチ様のおっしゃる通りにしているのよ」

　付け加えた。これにもザトボールはなにも言わなかったが、眼の痙けい攣れんは止やんだ。

　ピェートリャはにんまりした。

「物わかりがよくなったわね」

　岩に腰こしを下ろす。濡ぬれているが構かまわなかった。

　不意に、頭の中に映像が浮うかんだ。

　映画のように鮮せん明めいに映っている。雨の夜にもかかわらず、人物の顔まではっきりしていた。それは同時にグリッドの引かれた地ち図ずに重かさねられ、今いるところからの距きよ離りと方位がすぐに分かるようにもなっていた。

　映像の場所が切り替かわった。それは二回続いた。

「……ああ、生きてる。怪け我がもそんなにない。やっぱり」

　ちらっと隣を窺うかがう。同じ絵が見えているはずだ。

　ザトボールが喉のどを鳴らしていた。

「ふふ。いいわよ。そっちはあんたに任まかせる。あの子たちまで殺しちゃいけないって、クリウーチ様は言わなかったものねえ」

　無む言ごんの質しつ問もんが向けられる。

「わたしはこっちをやるわ。あいつにも教えてやらなきゃ。終わったら追いかけてきて」

　大男はなにも言葉を発しない。ただ身体からだを丸めて力を溜ためると、巨きよ体たいに似合わぬ跳ちよう躍やく力りよくで空中に舞まった。

　放ほう物ぶつ線せんを描えがいて落下し、森の中に消えていく。それを見ながらピェートリャは、この仕事が終わるまでに彼の声を聞くことができるのだろうか、と思った。







　第六章










　気を取り直すのに、それほど時間はかからなかった。うずくまっていても誰だれも同どう情じようしてくれないし、手をさしのべてもくれないからだ。

　動くしかなかった。この場合の動くは文字通り身体からだを動かすことで、具体的には歩くことだった。敵を倒たおすような派は手でな行動ではなかったが、この場に留とどまることよりはずっと良いことに違ちがいなかった。

　その前に和かず樹きは、ショットガンを拾い上げた。

　玖く里り子こに習ならった手順を思い出し、銃じゆう身しんを折る。弾たまが二発詰つまっていた。

　これだけだ。他ほかの弾は崖がけの下。引き金を二度引いたらそれで終わり。

　おかしさがこみ上げてきた。自分なら恐きよう怖ふに駆かられて、すぐに使い切ってしまうと思ったからだ。こんなことで笑うと変な奴やつだと言われそうだが、誰も見ていないので遠えん慮りよなく笑うことにした。

　雨の中の哄こう笑しようは、やはり長持ちしなかった。

　自分だけだという事実が良く分かった。孤こ独どくが心に染しみ渡わたる。雨がそれに拍はく車しやをかけた。

　玖里子も凜りんももういない。思えばあの二人は頼たよりになった。玖里子にはリーダーシップがあるし、凜は武器に習しゆう熟じゆくしていて度ど胸きようもある。この山中で生き延のびてきたのは、彼かの女じよたちによるところが大きかった。

　それに比くらべ、自分はなにができるだろう。

　愚ぐ問もんだった。和樹の能力はあの二人に劣おとる。

　しかし、なにかやろうとしたような気がしていた。

　そうだ夕ゆう菜なを追うことだ。まずそこからだ。これを思いついただけでも、実は大したことなのかもしれない。

　ショットガンのスリングを肩かたにかけた。

　それから登山ナイフをむき出しのままポケットにしまう。あきれたことに、今までずっと握にぎっていた。

　水がわいている岩に足をかけ、慎しん重ちように登る。下りたときの逆ぎやくを進んだ。

　草をかき分け樹きをかわし、林道に出た。

　道が左右に分かれていた。どっちから来たのか分からなかったので、右に行くことにした。

　視界がよくない。懐かい中ちゆう電でん灯とうを点つけようとして、もうないことを思い出す。

　歩ほ調ちようが泥どろを跳はね上げる。雨はさきほどよりは勢いを弱めていたが、地面は十分ぬかるんでいた。靴くつは水分をたっぷり含ふくみ、じっとりと重かった。

　たった一人で歩き続けた。

　止まることは許ゆるされない。雨に濡ぬれているため、運動をやめると急きゆう激げきに冷ひえるのだ。寒さは筋きん肉にくを縮ちぢこまらせ、二度と動けないようにする。それで死ぬ例だってある。

　とはいえ、ただ歩くことほどつらいものもない。

　自然と両りよう腕うでが下がり、足を引きずるようになる。頭も朦もう朧ろうとして、なにがなんだか分からなくなった。

　ひとりでに両りよう脚あしがもつれ、転んだ。

　泥に顔を埋うめながら、僕ぼくはなにをやってるんだと考えた。山の中を幽ゆう鬼きのように歩き、こうしてくたばりかけている。丁てい寧ねいなことに、山の神様は水と食料まで奪うばってくれた。

　このまま倒たおれているとどうなるのだろう。死ぬのは分かるのだが、はたして発見されるのだろうか。もしかしたら、何なん億おく年ねんかたつまで誰も見つけてくれず、化石になるかもしれない。

　スケールが大きいが、好このましい死しに方かたではなかった。

　起きるかどうかで迷まよった。肩のショットガンの重みが、ずっしりとこたえる。

（動けないかな……）

　不ふ意いに玖里子の台詞せりふがフラッシュバックした。この銃じゆうを残して崖がけ下したに消えた、年上の女性。

　彼女は「なんとかしなさい」と叫さけんでいた。

　なんとか……そうだ、夕菜だ。

　頭がゆっくり回転した。自分よりも小さい少女を抱かかえ、雨の中に飛び出した彼女を救うんだった。

　苦く痛つうのため、忘れかけていた。使し命めい感かんが、少しずつせり上がってくる。

（追おいかけなきゃ……）

　その精神だけが、彼をかきたてた。

　のろのろと身体からだを起こす。筋肉は色々と不平不満を上げたが、ストライキだけはしなかった。なんと頼たのもしいやつらだ。

　また歩き出した。

　夕菜に追いつかなければならない。その気持ちが急せき立てている。彼は誓ちかったのだ。太平洋上に浮うかぶ帆はん船せんで、彼女の中に巣すくう悪あく魔まを見たとき。全すべてが終わり、学校に戻って授じゆ業ぎようを受けているとき。次に奴が現れたら、僕ぼくは彼女を──

　あれ、どうするんだっけ？

　記き憶おくがあいまいになっている。なにかが頭に入り込もうとしている。別の意志のようなものが。詩を聞いたときと同じく、徐じよ々じよに、染しみいるように。

　意味もなく喜き悦えつがせり上がってくる。どうしたんだ。夕菜を救すくうはずなのに、この変な感情は。

　立ち止まって頭を振った。

　それから強ごう引いんに歩き出す。夕菜を救うんだ。忘れるな。

　雨足が強くなった。きっと歓かん迎げいしてくれてるのだろう。

　視界も悪くなる。もとより夜でなにも見えないから、二に重じゆう苦くだった。下を向いて、草が刈かられているところだけを歩いた。ここで襲おそわれたら最後だが、どうやら向こうも雨あま宿やどりをしているようであった。

　足を滑すべらせ、また転んだ。

　今度は間かん髪はつを入れずに起きあがった。

　とにかくここから動かなければならない。剝むき出しの林道であまり樹木がなく、雨をしのぐことすらできないのだ。

　疲ひ労ろう感かんが全身に食い込む。

　苦しかった。大おお勢ぜいで歩いているのとは比べものにならないほどの辛つらさ。歩行スピードは落ち、地面にいびつな跡あとがつく。

　それでも歩く。死の踏破ロングウオークだ。ともすれば霧む散さんしそうになる気力は、夕菜のことを思い浮かべることによって、かろうじて保たもたれた。

　それ以外の、余よ計けいなことは考えられなくなった。山中での遭そう難なんは、体力よりも精神力の萎なえから引き起こされるものが多い。最後まで気力を繫つないだものだけが生き延のびるのだ。和樹の心しん臓ぞうが動き続けているのも、まさにそのためであった。

　どれだけ進んだか分からない。腕うで時ど計けいは放ほう火か騒さわぎで紛ふん失しつしていた。月もないから時じ刻こくの調べようがない。そもそも雨だ。

　ふと、雨の中に別の匂においが混まじっているのを感じた。

　樹きの匂いだ。

　前を向いた。緑の葉が顔にかかる。

　森の中だった。

　今までのような林に毛の生えたものではなく、鬱うつ蒼そうと茂しげる大木が並んでいた。名も知らぬ品種の樹が天に伸のびて頭ず上じようを覆おおっている。視界が悪くて見み渡わたせないが、どこまでも続いているように感じた。
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　幸こう運うんなことに、近くに倒とう木ぼくがあった。

　ショットガンを下ろす。

　自分もへたり込みたくなる。節ふし々ぶしが、労働への対たい価かである休きゆう息そくを要よう求きゆうしていた。

　鞭むちで答えた。ものわかりのいい雇やとい主ぬしではいられないのだ。休みはまだ先にある。

　倒木を利用するつもりだった。

（確か、これでシェルターが作れるんだよな……）

　雨を防ふせぐには、結局屋や根ねが必要なのだ。森のため雨の勢いは半はん減げんしていたが、あるとないとでは大おお違ちがいだ。

　かおりの授業に思いをはせる。枝えだを利用して屋根の代わりに。下向きがベストだ。風の方向を確かく認にんして開口部を風かざ下しもにする。透すき間まがあいていたら、他ほかのところを切り取り、雨風が侵しん入にゆうしないようふさぐ。まさかあの授業が役に立つとは思わなかった。

　刃はの短い登山ナイフで作さ業ぎようをおこなった。

　これも体力を使った。倒木は生なま乾がわきの上に雨で濡ぬれており、刃が引っかかってしばしば抜ぬけなくなった。枝同士を絡からませるのも手間がかかった。

　それでも、なんとか座すわれるだけのシェルターができあがった。

　切り取った枝つきの葉をクッションとし、痛む膝ひざをじわりじわりと曲まげて座った。

　屋根は雨をかなり防ぐことができた。むろん、あちこちから漏もってはいる。針はり金がねでもあれば縛しばって葉の密度を濃こくできるのだが、崖がけ下したのどこかに落ちてしまっているのだ。

（少しだ、少しだけ休む……）

　自分に言い聞かせる。もう筋肉が限界だった。

　だが寝ねるわけにはいかない。そうなったら最後だ。精神を張りつめつつ、呼こ吸きゆうを整ととのえ、肉体をいたわる。

　なんて困こん難なんなことなんだ。体育の授業の方がまし。

　そう考えたら、急速に全身が冷たくなってきた。

　体たい温おんが奪うばわれ始めたのだ。見ると、身体からだから湯ゆ気げがのぼっていた。

（まいった……）

　風雨によって痛めつけられた身体は、低てい体たい温おん症しようを引き起こすことになる。どこかで聞いた話。これも授業だ。

　低体温症も、死ぬのもお断ことわりだ。

　火が欲ほしい。身体を暖あたため、闇やみ夜よを照らす炎ほのおが。わき水を飲んだところではあった。ライターを持っていたからだ。今は？　これも崖の下。

　単純な発はつ火か魔ま法ほうすら使えない自分を、これほど恨うらめしく思ったことはない。

　またかおりの授業を思い出す。火はどうやってつけるんだっけな。虫むし眼鏡めがねによる集しゆう光こう。無理。レンズがないし、今は夜だ。木と木を擦こすりあわせる。雨が降って湿しつ気けだらけなのに、可能なのだろうか。

（あと先生が教えてくれた方法は……）

　装薬ガンパウダーによる発火法。

　ショットガンの存在に気づいた。あるじゃないか、ここに。

　再び身体に鞭むちをうち、外に出る。さきほど切り落とした枝で、使わなかったものをかき集めた。ネイティブアメリカンのテントのように、縦たてに細長く組む。側面に穴を開けてなるべく乾かわいた葉を詰つめ、火ほ口くちとする。

　装そう弾だんをひとつ、取りだした。

　ナイフの先で、パッケージを慎しん重ちように破る。かじかんで手先が震ふるえていたが、なんとか開けられた。

　弾だん丸がんを取り除き、パウダーを少しずつ、ゆっくり薄うすくかける。やりすぎると、指が飛ばされてしまう。はやる気持ちを押おさえつけた。

　それが終わると、一度大きく息をつく。それから右手でナイフを摑つかみ、左手でショットガンの銃じゆう身しんを支ささえる。

　力を込め、ナイフで銃身を叩たたいた。

　火ひ花ばなが散ちった。銃口が揺ゆれ、傷がつく。無む視しして何度も同じ動作を繰くり返す。

　ぱしっと音がし、パウダーに引いん火かした。

　急速に火が広がり、葉を燃もやした。とろ火は枝をあぶり、その枝からは水分が蒸気となって逃にげていき、急速に乾かん燥そうしていく。

　炎が上がった。

　周囲が明るくなった。炎はパチパチ弾はじけながら大きくなる。和樹に暖かい空気が押おし寄せた。

　本当に、心から安あん堵どのため息をもらした。

　炎が身体を包む。熱が全身を走り回って、筋肉から血けつ液えきから、再び動くようにと命じてくれる。まるで天てん使しの息い吹ぶきだ。心臓の鼓こ動どうまでもが感じられた。

　指がまともに動くようになったので、服ふくを脱ぬいだ。

　どうせ誰も見てないのだからと全ぜん裸らになった。シャツを絞しぼって水気を取り、全身を拭ふく。太い枝に服をかけ、火に直接当てないよう注意しながら掲かかげる。

　そうしてひたすら乾かわかした。

　ある程度乾いたところで身につける。のんびりはしていられない。夕菜をなんとしても捜さがさなければ。

　気力体力とも、相そう当とう回復していた。

　出発しようと、右みぎ肩かたにショットガンをかけた。そこで思いとどまる。

　この焚たき火びは消そうか。いや、せっかくの火がもったいない。松たい明まつのようにして持ち歩くのはどうだ。

　適当な木はないかと見み渡わたす。と、

「あらあ、復活しちゃったの」

　女性の感心したような声が降ってきた。

　続いて大おお柄がらな身体からだが樹上から降り立つ。金きん髪ぱつのショートカットに鍛きたえ上げられた全身。前に襲おそってきた女だ。

「自分で火まで熾おこすなんて、大したもんね。尊そん敬けいするわ」

　和樹は無む言ごんでいた。すると彼女はにやっとした。

「本気よ」

　その単語が合あい図ずとなった。ショットガンを下ろし、肩づけした。

　照しよう門もんに相手の姿を重かさねる。

「おや」

　女性は口くち笛ぶえでも吹ふきそうな口調だった。

「撃うつ？　わたしを？　どうぞ」

　銃じゆう口こうに身体を晒さらしていた。信じられないくらい余よ裕ゆうのある態たい度ど。

　和樹は引き金を引こうとはしなかった。人を傷つけることへの禁きん忌きだけではない。残り一発しかないのだ。今ここでは使えない。

「撃たないの。じゃあこっちから」

　女性は片かた腕うでを上げた。

「あの女の子、精霊魔法ガイストツアオバアが得とく意いなんでしょう。実はわたしもなの」

　細かく光る破は片へんのようなものが、彼女の腕に集まる。光の渦うずが指先で頂ちよう点てんをなし、エネルギーを蓄ちく積せきさせていく。そしてわずかな圧あつ縮しゆく呪じゆ文もん。

「ウンディーネ」

　放たれた言葉はあまりにも短かった。

　水流が蛇へびのように伸のび、空を舞まう。獲え物ものを探して回転すると、和樹目がけて降こう下かした。

　当たらなかった。反はん射しや的てきに避よけたのと、威い嚇かく目もく的てきだったためだ。

　ショットガンを摑つかむ。ウンディーネが水の頭をもたげ、こっちを狙ねらっている。

　頭の中で思し考こうが交こう錯さくした。この場で反はん撃げきできるのか。無理だ、戦うのは今ではない。

　身体からだを翻ひるがえすと、全力疾しつ走そうした。

　力の限り走った。休息のおかげで今は身体が軽い。あの女性から逃にげるのだ。

　後ろから、嘲ちよう弄ろうするような笑いが聞こえた。

「いいわよ。どんどん逃げて。もっと走るの。逃げないと、あいつが追ってくるわよ──速く！」

　敵に指示されるまでもなかった。和樹は森の中を駆かけ抜ぬけた。




　　　　○




「痛いたた……。凜……聞こえる？」

「ええ……」

「あたしたち樹きの上にいるの？」

「多分……」

　程ほど良よく茂った葉の中に二人とも埋うもれていた。動くたびに、樹木ががさがさと揺ゆれた。

　玖里子は袖そでに絡からまっている樹の枝を折った。支えとバランスを失った身体は、浮ふ遊ゆう感かんと破れた布ぬのを残し、そのまま落ちた。

　草むらに突っ込んだ。あまり痛さはない。大した高さではなかったのだ。

　隣となりに凜が、同じようにして落下した。

　互たがいに顔を見合わせて、ほっとしたようになる。どちらも深しん刻こくな怪け我がはなさそうだ。

　頭上には大きな樹木がそびえていた。どうも崖がけから樹の屋根を破やぶりつつ、ここに転てん落らくしたらしい。枝がクッションになって衝しよう撃げきを和やわらげたのだ。

　二人は立ち上がった。

　どれだけ落ちたのかは分からなかった。樹々で視界が悪く、崖の上が見えない。灯あかりもなかった。

　和樹の姿はない。当然夕菜も、奈な千ち紗さも。

「凜……。念ねん話わは使える？」

　言われた方は黙だまって首を横に振ふった。和樹がどこにいるか分からない。崖からどれだけ離はなれたのか判はん然ぜんとしないのだ。

　連れん絡らくを取る手段はない。とすると、ここを抜け出る必要があった。

　凜もあたりを見回す。どこに行けばいいのか、探している風であった。

「あっち、かな」

　玖里子は左手を指さした。そこだけ、樹がなくて開けていた。

　地図もなく方角も不ふ明めいなので、度ど胸きようを決めて歩き出した。先頭は玖里子。草を踏ふみ、一歩一歩確かく認にんするようにして進む。

　早くも真まっ直すぐ行けなくなった。開けていると言っても、草は腰こしの辺りまで生えており、樹の根が地面を這はっている。注意しないとすぐに転てん倒とうしてしまうのだ。

　拾った樹の枝で、草を払はらうようにかき分ける。

　しばらく会話がないまま、歩き続けた。

　心が重い。後ろからついてくる剣けん豪ごう少しよう女じよが、とにかく沈ちん黙もくしたままなのだ。

　なにも年中さえずっていろと言いたいわけではないが、無む言ごんのままだと気が滅め入いるのだ。状じよう況きようが状況だが、少しは喋しやべっていてくれないと困る。

「剪紙成兵ジエンジチエンビンが使えればねえ」

　嘆なげき気ぎ味みに呟つぶやく玖里子。

　話を振ふったつもりだったが、返事がないので自分で答えた。

「あの人形なら、工く夫ふうして使し役えきできるのに。でも霊れい符ふが全部燃もえちゃったのよ」

　別べつ荘そうの荷物に入れっぱなしだったのである。

　相変わらず後ろからは返答がない。虚こ空くうに向かって話しかけているみたいであった。

「ねえ、凜」

　仕し方かたがないので直接訊きいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　顔色悪いわよ」

　ようやく声が返ってきた。

「……見えるんですか」

「見えない。でも分かる」

　実際、凜の感情は手に取るように分かっていた。

　どんよりとした、ためらいと後こう悔かいのようなものが漂ただよっている。慚ざん愧きもあれば哀かなしみもあり、それでいて納なつ得とくしきれないなにかを内ない包ほうしているようでもあった。

「奈千紗ちゃんのことでしょう」

　玖里子は核かく心しんを突ついた。

「…………」

「まあそうよね。あれ以外に考えられない」

　奈千紗を内通者と断だん定ていして、夕菜との間に亀き裂れつを作ってしまったのである。夕菜の激発は想そう像ぞう以上のものであり、直後に一人で行動させる事じ態たいまで引き起こした。それを悔かい悟ごしているのだ。

　凜は口数が少なく人付き合いが多い方ではないが、決して無む情じようではない。一度胸きよう襟きんを開けば、どこまでも友情を貫つらぬく。他者への細やかな気き遣づかいを見せることは頻ひん繁ぱんにあり、彼女の所属する生物部でも、その話はよく出てくる。

　それがあのようなことになったのだ。心中は察さつするにあまりある。

「仕方ないと思うしかないわ。くよくよしないで」

「夕菜さんと奈千紗ちゃんには……幾いく重えにもお詫わびを……」

「今はいないしどうにもならないでしょう。あたしも、凜の説はいい線いってると思ったんだけどね」

　実際、ペンダントはなにも関係なかっただけで、謎なぞは残っているのだ。どうしてこちらの居場所が分かったのか。奈千紗だけは殺されなかったのか。

「勘かんが外はずれたんでしょうね」

「……まだ全すべてが判はん明めいしたわけでは」

「今は考えないこと。……にしても、やな雨ね」

　雨足はときおり弱まるものの、止やむ気け配はいがなかった。

「身体からだも痛いし疲つかれるし、散さん々ざん……。そろそろ休む？」

　また後ろから返答がなかった。玖里子は振ふり向いた。

「ねえ、そこまで気にしなくても──」

　凜は歩いてすらいなかった。

　こちらに背を向け立ち止まっている。足をやや開き、腕うでを曲げ、森の中を凝ぎよう視ししていた。

「凜？」

「──静かに」

　彼女は深しん緑りよくから目を動かさず、服のボタンを外した。

　はだけた裾すそを口に持っていき、端はしを嚙かんで引き千ち切ぎる。何度も繰くり返し、幅はば広ひろのリボン状の布にしていた。

　そのため服はずたずたになり、白い肌はだと下着が見えていた。それに構かまわず、彼女は目め釘くぎが折れてボロボロになった日本刀の柄つかと、自分の右手を一いつ緒しよにして布で縛しばる。血が止まりそうだが、きつく結んで固定した。

　左手を添そえ、構えた。

「玖里子さん、私が合あい図ずをしたら走ってください」

「凜、なんで──」

「来ます」

　剣けん豪ごう少しよう女じよの目が細まる。その瞳ひとみは、樹き々ぎの間を埋うめる闇やみの、かすかな違ちがいを促とららえているようであった。

　玖里子には森の奥おくになんらかの変化があるように思えない。だが凜の台詞せりふにただならぬものを感じ取り、身体を引き締しめる。

　森がざわめいた。

　枝葉が散り、なにかが飛び出す。

「今！」

　同じくして鋼こう鉄てつの刃やいばが、そのなにかと空中で衝しよう突とつ。甲かん高だかい激げき突とつ音おん。

　走りかけた玖里子は、急に止まった。

　飛び出したものが、凜の上を越こえ、目の前に着地したのだ。

　唸うなり声を発していた。

　男であった。自分たちを崖がけ上うえから蹴け落おとした巨きよ漢かんだ。

　だがその姿は、あのときと明らかに違う。

　腕が変化していた。足が変化していた。手先から二の腕までが二つに裂さけ、先がかぎ爪づめとなっていた。肩かたからは剛ごう毛もうが生はえ、腕全体を真っ黒に覆おおっている。足もズボンが千切れ、太い肉にく食しよく獣じゆうのような筋肉質となり、ごつごつとした疣いぼでコーティングされていた。

　ＧＯＡＡＡＡ……

　男が咆ほう吼こうした。腕の筋肉が盛り上がり、玖里子を切り裂かんものと襲おそいかかる。

　硬こう質しつのかぎ爪が薙なぎ払はらわれた。

　彼女は頭ず蓋がいがひしゃげると思った。だが寸前で、日本刀と交こう錯さくする。

　凜が敵の爪を押し止めていた。

「玖里子さん、早く！」

　彼女は強引に押おし返し、かぎ爪と何度も打ち合いをする。

　その努ど力りよくを無にするわけにはいかなかった。森林を走り抜ぬけようと疾しつ走そうする。後方ではなおも激しい戦せん闘とう騒そう音おん。

　何度かつまずきそうになりながらも、スピードを落とさなかった。

　いきなり、雨が横から吹ふきつけた。

　森が終わっていた。切り開かれた斜しや面めんになっている。足元は固く、白はく線せんで区切られたアスファルト。

　道路だ。

　ここにあったのだ。蛇だ行こうしたアスファルトが山頂と麓ふもとに延びていた。少し下には車が停とまっている。

「凜！」

　後ろに向かって叫さけぶ。しばらくすると、小こ柄がらな身体からだが現れた。

「道路ですか!?」

　彼女も驚おどろいていた。

「当たり。麓ふもとまで逃にげるわよ。あいつは!?」

「すぐに来ます！」

　凜に合あい図ずをし、再び駆かける。今度はさきほどより楽だ。

　車に飛びついた。

　タクシーだ。扉とびらは半開きで運転手がいない。鍵かぎはつけっぱなしだ。

「これ、行きに乗ったタクシーではありませんか!?」

「なんでもいいわ、借かりる！」

　玖里子は運転席に乗った。シフトレバーがついている。オートマチックではないが、むしろ好こう都つ合ごうだ。スターター一発でエンジン始動。ライトを点てん灯とう。

「乗って！」

「はい！」

　バックミラーに男の影かげ。凜が助手席に飛び乗る。クラッチを繫つないでアクセルを踏ふみ込む。タイヤが軋きしみを上げる。

　あっという間に風景が遠ざかっていく。

「どこに行きます!?」

「下！　だけど伊い庭ば先生に連れん絡らくしたらすぐ戻もどるわよ。和樹たちを助けなきゃ」

「他ほかにも──」

　いきなり、タクシーが大きく揺ゆれた。

「なっ……！」

　凜が息を吞のむ。派は手でな音がして助手席の窓ガラスが割れる。半透とう明めいのかぎ爪づめがのぞいていた。

「屋根よ！」

　あの男が屋根に飛び乗ったのだ。なんという跳ちよう躍やく力りよく。

　かぎ爪が振ふり下ろされた。フロントガラスに蜘く蛛もの巣す状のひびが入る。続いてもう一撃げき。コーティングされたガラスがぱらぱらと崩くずれ始めた。

　凜が日本刀を天てん井じように突つき立てた。悲鳴が──上がらない。

　何度も繰くり返すが、巧たくみに避よけられているらしく、空むなしく穴だけが開く。

　ついにフロントガラスが破られた。

　玖里子は顔面を左手で覆おおい、破は片へんから護まもろうとする。指の隙すき間まから逆さになった男の顔が見える。

　歯を剝むき出だしにして笑っていた。

　彼女はガラスを振り払はらった。

「凜、摑つかまって！」

　返事を待たずにサイドブレーキを引き、クラッチを踏ふむ。ハンドルを思いきり切った。

　タクシーが横よこ滑すべりをし、スリップを続けて一回転。遠心力で振られ、男の顔が消えた。トランクのあたりで激げき突とつする音。

　サイドブレーキを戻もどし、クラッチから足を離はなす。ゴムの焦こげる臭においを残し、再び走る。

　屋根が軽くなったような気がした。

「よし、落ちた！」

「いえ……」

　凜が後ろを振り返っていた。

「まだです！」

　トランクにかぎ爪がかかっていた。しがみついているのだ。アスファルトがヤスリのようになっているはずだが、じわりじわりと男の頭が登ってくる。

「ええい！」

　玖里子はギアを上げ、アクセルを床ゆかにつくまで踏んだ。

　車が加速する。うねうねとくねる道路の真ん中を、巧たくみにハンドルをさばきながら、麓ふもとに向かって駆かけ下りた。タクシーのダウンヒルだ。

　乱らん暴ぼうに操あやつってテールを振る。だが男は離れない。それどころかすでに上半身まで持ち上がっていた。

　リアウインドウがかぎ爪で弾はじけ飛んだ。このままでは車内に侵しん入にゆうされる。

「……あっ！」

　道ばたで手を振ってる人がいた。

　このままじゃぶつかると思った瞬しゆん間かん、玖里子は急ハンドルを切った。

　耳をつんざくスリップ音がし、車の左側が浮ういた。悲鳴を上げる暇ひまもなく、横おう転てん。

　空中でくるりと回り、タイヤから落ちた。さらに回って横よこ倒だおしになる。

　崖がけに向かって一直線。ガリガリと音を立てて道路を滑すべる。もう運転もなにもない。耳を塞ふさいで身体からだを小さく、続く衝しよう撃げきに備そなえる。

　そのまま崖にのみ込まれそうになり──停とまった。

「あ──」

　二人は脱だつ力りよくした。緊きん張ちよう感かんが切れそうになる。しかし、じっとしていられない。

「早く外へ」

　助手席が上だった。凜がドアを大きく開け、先に出る。玖里子に手を貸した。

　腹を見せてるタクシーの横に下りる。すぐに身み構がまえた。

　が、男の姿はない。代わりに、困こまったような顔の女性がいた。

「……あー、タクシー停とめようとしたのはわたしだけど、『クレイジータクシー』の真ま似ねしなくてもいいよ？」

「馬ば鹿か！　あんなところで空くう車しや待ちなんかするからこんな目に……あ、先生!?」

「おや風かぜ椿つばき。と神かみ城しろ」

　伊庭かおりであった。和樹と夕菜の担たん任にんは、崖の上り下りをしたらしく、全身泥どろだらけで汚よごれていた。

　それでも玖里子と凜には、神からの使いに見えた。

「どうしたんだキミら!?」

「話はあとです。それよりも……あれ！」

　男が接近していた。アスファルトとの摩ま擦さつと転てん倒とうのため、服はボロ布のようになっていて出しゆつ血けつしているが、いまだ殺さつ意いを維い持じしていた。

　走り寄ってくる。変形した手足がはっきりと見える。

　かおりが拳けん銃じゆうを抜ぬいた。Ｈ＆Ｋ・Ｐ10の銃じゆう口こうがぴたりと合わされる。

　発はつ砲ぽうは、まるでフルオート射しや撃げきのようだった。

　ありったけの弾だん丸がんを叩たたき込まれて、男はのけぞり、仰あお向むけになって地に落ちた。

「なによこいつ」

「敵ですよ……」

　玖里子は脱力して、へなへなと座すわり込んだ。ようやく危機から脱したと思ったら、まったく力が入らなくなったのだ。

　恐おそろしげに男の身体からだを見つめる。すると、

　仰ぎよう臥がした男が、ぴくりと動いた。

　首が曲がって上を向き、徐じよ々じよに半身が起きあがる。顔の形が歪ゆがみ、鼻が突つき出て犬歯が現れ、耳が頭の上に移動をする。舌は口からはみ出て涎よだれを垂たらしていた。

「なんで……」

　玖里子と凜が絶ぜつ句くする。かおりは一人感かん心しんしていた。

「獣人化ゾアントロピー。へえ」

　世界各地に生き残る獣じゆ人じんたち。彼らは人であり獣けものであり、その姿を変えては人間を上回るパワーを発はつ揮きしていた。だがすでに彼らは少人数しかおらず、人との対立もやめ、今は平和な生活を営いとなんでいるものが多い。

　眼前の男は明らかに獣に変化しようとしていた。しかもそれは犬のようでもあり熊くまのようでもある。かぎ爪づめはさらに大きく太くなり、まるで悪あく魔まと交こう合ごうしたかのようだ。

「どっかの悪魔教きよう徒とっぽいね。肉体改かい造ぞうしたんじゃない」

「吞のん気きなこと言ってないで、銃は!?」

　かおりはばつの悪そうな顔をした。

「全部撃うっちゃった」

「馬ば鹿かー!!」

　玖里子と凜は教師に対して許ゆるされざる台詞せりふを吐はいた。

「なに考えてんです！」「どうするんですか！」

「逃にげよう」

　否いやも応おうもなかった。しかし男の方が動きは速い。

　瞬しゆん時じに彼女たちの前に回り込む。こっちを見み据すえ、すうっと息を吸うのが分かった。

　死の吐息デス・ブレスだ。口こう蓋がいを大きく開き、今まさに吐はき出さんとしている。喉のどの奥おくでちろちろしている火までが見えた。
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　思わず目をつぶった。

　ごおっと空気が鳴り、炎ほのおが舞まい上がった。




　　　　○




　和樹は駆かけた。森はすでに抜ぬけ、せっかく溜ため込こんだ体力をどんどん消しよう耗もうしながらも、走り続けた。

　たまに後ろを振ふり返ると誰もいない。だがほっとして歩こうとすると、決まって女性の声がするのだ。

　見み張はられている。立ち止まるのが許されなかった。

　尾お根ねに出た。相あい変かわらずの雨で視界が悪いが、うっすらと道みち筋すじが目に入る。

　草くさ地ちなので樹きの根もなく、転ぶ心配がなくなった。また駆ける。

　心臓が早はや鐘がねのように鳴った。視野が徐じよ々じよに狭せまくなり、耳鳴りまでする。アドレナリンの分ぶん泌ぴつは続いているものの、筋きん肉にくへの乳にゆう酸さん蓄ちく積せきが限げん界かいに達しようとしていた。

　足が止まりそうになった。いや駄だ目めだ。ここは走るんだ。今はあの女性から逃げなければ。

　いきなり視界が開けた。

　どこだ、と思った刹せつ那な、固いものに足を引っかけた。

　転てん倒とう。したたかに身体からだを打ちつけ、何度も回転する。バウンドまでして、おうとつの激しい地面にうつぶせとなった。

　目を閉じて痛みを消しよう化かする。身体の悲鳴が小さくなるのを感じてから、起きあがった。

　足元が盛り上がっていた。そこには冷たく長いものが平行に二本、先へ延のびている。

　線路だ。鉄道のレールだった。

「これは……そうか、作りかけの……」

　独りごちた。タクシー運転手に聞かされた言葉が甦よみがえっていた。

　和樹は知らなかったが、ここは資し源げん開かい発はつ線せんの跡あと地ちであった。近くにある鉱山からのマンガン運うん搬ぱんを容よう易いにするため、軍部が建けん設せつを促そく進しんしたのである。爆ばく撃げきを避さけるためにあえてトンネルを多く通るよう計画されたが、資源枯こ渇かつが予想より早かったため、中ちゆう途とで放ほう棄きされたのであった。

　和樹はレールに沿そうことにした。

　枕まくら木ぎが腐くさっており、大半は雑草に隠かくれていた。

　疲つかれて走るのをやめたが、何な故ぜか女性は追ってこない。

　レンガが見えた。

　山の中ちゆう腹ふくがくりぬかれ、アーチ状じように組まれている。トンネルであった。

　貨車を引き込むためか、入り口付近は平へい坦たんで、広くとってある。トンネル自体はそれほど大きくないが、奥おくが真っ暗で先が見えない。疲ひ労ろうした身体には深しん淵えんに落ち込んでいる気すらしてくる。

　中に入る。雨がしのげるのはありがたかった。

　さらに奥へ歩を進めようとしたら、なにかに当たった。

　目を向ける。二本の足があった。

　手で触さわる。胴どう体たいもあった。うつぶせの身体だ。長い髪かみが分かった。どうも女性のようだ。

（女性!?）

　急いで仰あお向むけにした。見み慣なれた顔だ。近くには少女と子犬がうずくまっていた。

「夕菜！」

　和樹はショットガンを隣となりに下ろし、大声を出して揺ゆすった。

「夕菜、夕菜！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　応こたえはない。だがかすかに「ん……」とうめくような声が漏もれている。

　息はあるようだ。和樹は脈みやく拍はくを確かく認にんすると、額ひたいに手のひらを当てた。

「熱い……」

　発熱していた。雨中を動き回ったからだ。それで意い識しきを失って、倒たおれたのだ。

「奈千紗ちゃん」

　少女に呼びかけた。彼女はびくっとしたが、それでも寄ってきた。

「君は大丈夫？　気分悪くない？」

　奈千紗は「平気……」と呟つぶやいた。その方が奇き跡せきだった。

　少女の腕うでの中で、子犬のリリーも鳴いた。こっちもタフだ。

　和樹は上着を脱ぬいだ。広げて夕菜にかぶせる。濡ぬれているから効果は疑うたがわしかったが、厚あつ着ぎをさせる必要があった。

　息が荒あらかった。なにかうわごとを言っているようだが、聞き取れない。

　跪ひざまずき、指で頰ほおの水すい滴てきを落とす。せめてタオルで身体からだを拭ふいてやりたいが、そんなもの持っていない。

「姫ひめが看護みとりの洞どう窟くつに、か……。これじゃ僕ぼくが姫だよな」

　そう呟いてから、はっとした。

（え？　なにを言ってるんだ、僕は……）

　頭を振ふった。変な考えを追い出した。

（それより、もう少し奥おくに連れていかなきゃ……）

　雨あめ風かぜが吹ふき込まない場所がよかった。もしかしたら、身を隠かくせるかもしれない。

　だが。

　轟ごう音おんがして、足元の土が弾はじけ飛とんだ。

「ついに……追いついたぞ……！」

　あの男が叫さけんでいた。




　陰いん気きで、浅あさ黒ぐろく、野や獣じゆうのような目をしたあの男だった。崖がけから落ちたはずなのに、生きて立っている。

　幻まぼろしではない。崖から落ちたのは本当だ。その証しよう拠こに、服はただのボロ布と化して垂たれ下さがっており、左ひだり腕うではひしゃげて変な方向に曲がっている。顔の半分は頭部からの出しゆつ血けつで真まっ赤かだった。

　男はしわがれた声で言った。

「災さい難なんだったよ、くそ……。落ちたのは河原かわらだぜ……あれだけ樹きも草もあったのに、よりによって岩の上だ……。身体は痛いてえし頭は朦もう朧ろう……だがよ、殺せるんだ……ついに……ピェートリャの言うとおり……ここにいやがった……」

　喜よろこびで、歯を鳴らしていた。

　和樹は茫ぼう然ぜんとした。この男はなにを言っているんだ。なんでここまでして、僕たちを殺そうとするんだ。

　男が震ふるえる手で拳けん銃じゆうを構かまえ、発はつ射しやした。

　肩かたのあたりをかすめ、トンネルの壁かべに命中する。

　外はずれたのではない。明らかに、当てる気がなかったのだ。

「ほら……逃にげろよ……」

　舌したの回らない、へたくそな日本語が聞こえる。

「逃げるんだ……怯おびえながら……がたがた震えながら逃げろよ！　そうじゃねえと、兄貴も喜ばねえしなあ！」

　狂くるっていると思った。どうしてここまでするのか理り解かいできないが、ひとつだけ分かることがある。なぶり殺しにして、楽しむつもりなのだ。

　足が勝かつ手てに後ずさりした。

　ついに、今までずっと我が慢まんしてきた恐きよう怖ふがやってきた。押おさえていたはずの箱はこの蓋ふたが上がり、黒ずんだ、醜みにくいものが手て招まねきしている。酒さか井い家けの別べつ荘そうでも、わき水の岩場でも、たったひとりの時でもなんとか回かい避ひしたのに、ここに来て懐なつかしの君きみは僕の前に姿を見せようとしている。

　足がまた下がる。恐おそろしさに負まけそうになっていた。意い志しとは関かかわりなく、動いている。

　止まってくれと願ねがった。やめるんだ。ここまできて、僕を裏うら切ぎらないでくれ。もし裏切るのなら、その前に、せめて──

「奈千紗ちゃん……」

　声が出た。震えていた。

「トンネルの奥おくまで……走って……。君は、ここにいちゃ……駄だ目めだ……」

　奈千紗は小さくうなずいた。はじめはそろそろと、やがて子犬と一いつ緒しよに駆かけだしていく。

　彼女の首から、なにかが光って落ちた。

　男は余よ裕ゆうの態たい度どで見み逃のがした。

「はは……俺は兄貴じゃねえから、あんなちっこいのに用はねえ……。さあ、お前たちこそ逃げろよ……」

　それはお断ことわりだった。この男の欲よく望ぼうに屈くつするのは御ご免めんだ。サディスティックなこんな奴やつに、従したがったりはしたくない。

　でも怖おじ気けはまだ収まらない。ここから逃げたくなってくる。駄目だ、恐怖に身を任まかせては。この男を倒さないと、あれが出てきてしまう。

「なあ……ひとりで逃げるなよ……。その女を置いていくなよ……。俺はもっと、お前たちが苦しむところを見たいんだ……」

　言われなくても分かっているさ畜ちく生しよう。夕菜を置いていったりするものか。だけどなかなか言うこと聞かないんだ。

　震ふるえる手を夕菜に伸のばす。男がけたたましく笑う。

　和樹は彼女の腕うで──の側そばにあるものを摑つかんだ。

　水平二連のショットガン。

「うわあああっ！」

　尽つきかけた気力を振ふり絞しぼって、ショットガンの銃じゆう口こうを向ける。握にぎり潰つぶすように引き金を引いた。

　発はつ砲ぽう音おんはトンネル内部に、いつまでも反はん響きようしていた。

　男はぐらりとよろめいた──それだけだった。

　耳のあたりから一いち条じようの血が流れているだけで、なんともなかった。

「やるじゃねえか……小こ僧ぞう」

　和樹の震えが大きくなった。命中しなかった。最後の一発なのに、こんなに近きん距きよ離りなのに！

　もう駄目なのか。他ほかになにか……確か登山ナイフがあった。だが探さぐってみたがどこにもない。どこでなくしたんだ。地面に手を這はわせても見つからない。いや、なにかあった。

　鎖くさりのついたペンダント。奈千紗がさっき落としたのはこれか。でもこんなの武器じゃない。

「いい度ど胸きようだ……俺も、遊ぶのは止やめるよ……。ここで二人とも、死んでもらおうじゃねえか。なあ……」

　拳けん銃じゆうが構かまえられようとする。和樹は耐たえきれなくなって、それでもかすかに残った誇ほこりと共に夕菜の上に覆おおい被かぶさった。これなら何百分の一秒びようかだけ、夕菜より先に死ぬ。彼女を護まもったことになる。

　ハンマーの上がる音。死への予よ感かんが全身を貫つらぬく。

　それが合あい図ずになった。

　夕菜の身体からだに変化が現れた。

　光が現れた。微び粒りゆう子しが彼女の身体から剝はく離りするように浮うかび上がる。まばゆくはない。むしろどす黒いと表現したくなる。

　陽かげ炎ろうのように立ちのぼり、人間を模もしながら膨ふくれあがっていく。

　ああ、出てしまったのかと和樹は思った。夕菜の中に、心の奥おく深くに潜ひそむ、光り輝かがやく巨きよ大だいな悪あく魔ま。死と破は壊かいを振りまく魔ま物もの。

　僕はお前だけとは会いたくなかったんだ。

　目の前の男は虚うつろな目で、光の構こう成せいを見ていた。

「へへ……こいつは……どんな……魔法なんだ」

　男には分からない。夕菜に起こった変化を、現実として捉とらえられていないのだ。

　どこからか声がした。

「素す晴ばらしいでしょう、アステリ。わたしたちはこれが見たかったのよ」

　和樹を追いたてていた女性、ピェートリャが、いつの間にかトンネル入り口に寄りかかっていた。

　彼女はゆっくりと拍はく手しゆをした。




　　　　○




　炎ほのおは毛を焼やき肉にくを焼き、なんとも言えない嫌いやな臭においを雨の山中にまき散ちらす。全身は松たい明まつのように激はげしく燃えて、骨ほねまで炭たん化かさせていった。

　焼け焦こげた男が倒たおれた。指先がずっと痙けい攣れんしていたが、やがてそれもなくなった。

　今度こそ男は動かなくなった。

　玖里子はこれ以上臭いを嗅かがないよう、鼻を覆おおった。

　信じられない気分である。燃やされると思ってたら、逆に男が燃えだしたのだ。自分で自分に火をつけるはずはない。誰かが、別の人間が瞬しゆん時じに発はつ火かさせたのだ。

　かおりがじっと、山の斜しや面めんを眺ながめている。

　樹きの陰かげから、背の高い女性が下りてきた。ファッション雑誌の表紙を飾かざりそうな美び貌ぼうとすらりとした肢し体たい。意い志しの強い、切れ長の眼め。

　玖里子は初見だったが、聞いたことはある。

「怪け我がはないようだな」

「……ディステル。アンタの仕し業わざか」

　かおりが嫌いやそうに言った。

　血まみれデイ・ブルーテイヒディステル。かつて夕菜を誘ゆう拐かいしようとした連中の女性指し揮き官かん。炎を操あやつる金きん髪ぱつの魔ま女じよ。あの帆はん船せんの中、土ど壇たん場ばで賢人会議ワイズメン・グループを裏うら切ぎり、和樹たちを助けた。その時重じゆう傷しようを負って取り残されたはずだった。

「なんで生きてんのよ」

「お前より先に死にたくはない」

　ディステルはかすかに笑った。かおりは憮ぶ然ぜんとして、

「……アキバのあれはアンタだな。ずっとつけてきたのか」

「お前は尾び行こうをまくのが下へ手ただ」

「ふん。格かくゲーならなんべんでも勝ってやるよ」

　北部ドイツ生まれの美女は、かおりの言葉を気にも止めない。ちらりと炭化した男の死体に目をやった。

「その男はザトボールという。ロシア人で、見ての通り獣けものにも人にもなる。もう無む理りだな」

「よく知ってるな」

「一度だけ会ったことがある。ピェートリャという女と行動を共にすることが多かったはずだが」

　休きゆう憩けいしていたとき、一いつ緒しよに襲おそってきた女性だろうか。玖里子は口を挟はさみ、特とく徴ちようをざっと話した。

　ディステルは首を縦に振った。

「そいつだ」

「……きっと和樹たちを追っているんだわ」

　助けなければ。ここで安心していられないのだ。

「ついてこい。私が乗ってきた車がある」

　彼女は踵きびすを返した。

　言葉通り、少し行ったところにＲＶ車が停とまっていた。トヨタのランドクルーザーシグナス。四人乗るには十分な大きさだ。

「よく検けん問もんを突とつ破ぱできたね」

　かおりが感心する。

「ああいうのにはコツがある」

　ディステルは玖里子たちに後ろに乗るよう告げた。

「タオルが置いてある。使うといい」

　ようやく、雨が降っていてずぶ濡ぬれになっていることを思い出した。

　玖里子と凜は後ろに乗って、遠えん慮りよなくタオルで拭ふいた。前の座席ではかおりが運転しようとして、ディステルに引っ張られていた。

「わたしに任まかせなさいよ」

「お前の運転は荒あらっぽい。後ろの学生の方がよほど安心できる」

「マルセイユでわたしの横に乗っただろ」

「死ぬかと思った」

　ディステルは真ま顔がおで反はん論ろんを封ふうじると、エンジンをスタートさせた。




　確かに静かな運転だった。スピードは出しているが、事じ故ことは縁えんのなさそうな走り方である。

　車は山の上ではなく、ずっと下くだっていった。

「和樹たち、こっちなの？」

　玖里子は風ふう景けいを眺ながめ、不安になる。田畑が見えていた。

「やることがある。こっちの方が効こう果か的てきだ」

　ディステルはそれだけ言い、さらにスピードを上げた。

　しばらくしてから、変わった作りをした家の前に停てい車しやした。

　民宿をやっていたらしいが、閉へい鎖さされているのかベニヤ板が打ちつけられている。建物自体は山からずり落ちないよう、へばりついているように見えた。

　ディステルがエンジンを切り、車から下りた。

「ここが奴やつらのアジト……いや、それほどのものでもないな。だがここを使ったのははっきりしている」

「よく知ってるな」

　とかおり。

「調査の結けつ果かと推すい理りだ。私も賢人会議ワイズメン・グループを追っている」

「蛇じやの道はなんとやらか」

　ディステルは口をつぐんだ。敵てき対たいすることになったが、元の所しよ属ぞく組そ織しきである。思うところがあるのだろう。

　四人は、建物で唯ゆい一いつ板が張られていない扉とびらに接せつ近きんした。

　ディステルが身体からだを低くする。かおりに少し離はなれるよう合あい図ずをしていた。

「静かだが、中に一人、必ずいるはずだ。油ゆ断だんするな」

「それはいいけど、わたしにも武器」

　ワルサーＰ99自じ動どう拳けん銃じゆうと予備弾だん倉そうが渡わたされた。ディステル自身はシグザウエルＰ２２０を抜ぬいた。

　それから玖里子たちに、

「カオリの後ろについていろ」

「嫌いやがらせ？」

「その方が安全だ」

　言われたとおりにした。かおりは複ふく雑ざつな表情をしている。

「アンタ、わたしのことを信用してんのかしてないのか、どっちだ」

　もう返事はない。彼女は銃じゆう口こうを上に向けて壁かべにぴたりと背をつけている。無表情な顔にもわずかながら緊きん張ちようがうかがえる。戦せん闘とうモードだ。

　そっとノブを摑つかみ、回した。

　少しきしんで、開いた。

　中は廊ろう下かになっていた。扉が並んでいるが人の気け配はいはない。だがひとつだけ、半開きになっており、灯あかりが漏もれていた。

　ディステルが近づく。かおりも軽かる口くちは叩たたかない。彼女をサポートするように動いていた。

　扉の中からは、詠うたうような声が聞こえていた。

　かすれていて、どんな意味か聞き取れない。不ぶ気き味みな声こわ音ねだ。耳みみ障ざわりで、脳のうに残る気すらした。

　なぜここでこんな歌が聞こえてくるのよと玖里子は思った。どんどん弱々しく、今にも終わりそうになっている。だがそれでも声は続いていた。

　今度はかおりがノブに手をかけた。

　ディステルを見て、うなずく。彼女も目で合図をした。

　扉が開け放たれた。

　かおりが左、ディステルが右に飛び込む。拳銃を構かまえ、銃口を水平に動かす。

　反はん撃げきはなかった。

　広い室内だ。床ゆかには粉こなで魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。漆しつ黒こくの粉と燃えるような赤い粉。しかしどちらも薄うすくなり、空気に溶とけて消えてしまいそうだ。

　魔法陣の中央に男がいた。

　なにかを摑つかむかのように両手を広げ、ざらつくような詠えい唱しようを続けていた。

「動くな」

　ディステルが言った。男の身体からだがぴくりとする。

「こっちを向け。ゆっくりだ」

　男が振ふり向いた。

「う……」

　玖里子はつい声を出した。

　その男は瘦やせ衰おとろえた、骨と皮かわだけの老人であった。焦しよう点てんの合っていないぎょろつく目が眼がん窩かに貼はりつき、皺しわだらけの唇くちびるが引きつっている。手も足も、枯かれ木きのよう。

　それでも生せい気きだけはあった。執しゆう念ねんだけで生きているかに見えた。

「ここまで来いヴニマーニイ。もう終わりにしろ」

　動どうじず、冷れい静せいに勧かん告こくするディステル。

　ヴニマーニイがよろける。歩く力もないのだろうか。魔法陣の粉が揺ゆれ動く。彼は踏ふみとどまって、虚こ空くうに両手を掲かかげた。

「サルーク、メスクラリュオン、アジャータ、フィフェージア！　ウスオネーラ！」

「やめろヴニマーニイ！」

「メザークァ！　ウィエア！」

　絶ぜつ叫きよう。玖里子は思わず耳を押おさえる。瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな感かん情じようと数字の羅ら列れつが流れ込んできたのだ。ディステルは顔をしかめただけだが、かおりも凜も同じようにしていた。

　最後の単語を吐はき出だすと同時に、瘦せた身体が倒たおれた。

　ディステルとかおりが近づいた。すでに生気は消え失うせ、肉体から活かつ力りよくが失われていた。

　その唇は最後に、「姉さん……」と呟つぶやいていた。

「死んだの？」

　かおりがディステルに訊きいた。

「ああ」

「何者よこいつ」

「賢人会議ワイズメン・グループの自じ殺さつ工こう作さく員いんだ」

「自殺……」

「自みずからの魔ま力りよくを常つねに放出し、連続して使い続ける人間だ。その代だい償しようとして急きゆう激げきに老化して、やがて魔力を使い尽つくして死しに至いたる」

　耳にしたことがあった。戦せん場じようや紛ふん争そう地ち帯たいに時々現れ、決けつ死しの覚かく悟ごで魔法を使う。生き残ることは絶ぜつ対たいにない。あまりにも非ひ人じん道どう的てきだというので国こく際さい会かい議ぎでしばしば問題となり、養よう成せいした国こつ家かや組そ織しきに厳きびしい非ひ難なんが浴あびせられていた。

「ヴニマーニイは監かん視しを主としていた。意い識しきを偵てい察さつ機きのように飛ばし、特とく定てい人じん物ぶつを発はつ見けんしては味方に通つう報ほうする。ここが拠きよ点てんだったのだな」

　玖里子と凜ははっとした。自分たちの居場所がばれていたのはこれか。

　ディステルが振ふり向いた。

「心当たりがあるようだな」

「ええ。とても」

　隣となりで凜が落ち込むのが感じられた。発はつ信しん器きではないのであった。

「早くした方がいい」

「え？」

「最後の詠えい唱しようだ。おそらくシキモリの状じよう況きようと、自分の死を伝つたえたんだ。死ぬ寸前だったから無差別にばらまいたぞ。頭に入ってきただろう。群むらがってくるぞ」

　最後まで聞いていられなかった。助けに行くしかない。だが車では時間がかかる。幸い座ざ標ひようは聞こえたが、狭せまい林道の先だ。

　ディステルが携けい帯たい電でん話わを差し出した。

「使うか？」

　なにからなにまで気の利きいた女性である。

「もち。惚ほれていいですか？」

「そっちの趣しゆ味みはない」

　玖里子は矢や継つぎ早ばやに携帯電話のボタンを押おした。







　第七章










　それは光の粒りゆう子しだった。夕ゆう菜なの身体からだにまとわりつきながら、じわりじわりと膨ぼう張ちようしている。

　トンネル内部をきらめきが満みたす。だがそれは心こころ洗あらわれる慈じ悲ひの輝かがやきではなく、ねばねばした不ふ快かい感かんの構成体だった。

　巨きよ大だい化かし、人の形を取りつつあった。

「そう……これなの」

　ピェートリャは、どこかうっとりした目つきだった。

「体内に悪あく魔まが棲すまいしもの。恐きよう怖ふと怯おびえを喰くらい、親したしきものを傷きずつけらるる怒いかりにて、この世よに姿あらわす──クリウーチ様の言われたとおり」

　ガァ……

　光の悪魔が吼ほえた。

　腕うでが振ふられた。渦うず状じようになっていた光が伸のび、アステリを鷲わし摑づかみにした。

　悪魔は和かず樹きを傷つけるものを襲おそうのだ。

「ぐがっ……」

　悲ひ鳴めいにならない悲鳴と共に、アステリが空中に持ち上げられる。

　トンネルの壁かべに叩たたきつけられた。

「あはあ……いいわあ……そう……そうやって怒いかりをぶつけて。貴女あなたの手に、人間の血ちをこすりつけて……」

　ピェートリャはまるで、至し高こうの名めい画がや彫ちよう刻こくを鑑かん賞しようしているようにしか見えない。恍こう惚こつ感かんに満ち、快かい感かんを受け止めていた。

　摑まれたアステリが抵てい抗こうをする。銃じゆう弾だんが光の集合体に撃うち込まれた。むろんそれは、蚊かの一ひと刺さしほどの意味すらない。

「うぐぃ……」

　骨の砕くだける音がする。

「そうよその調子。さあ手を汚よごしなさい。人殺しの手に──」

「駄だ目めだ！」

　和樹は走った。夕菜の元に。自分でも信じられないくらいのスピードで、横たわったその身体に飛びついた。

「やめろ夕菜、やめてくれ！　あのときと同じじゃないか、やめろ！」

　意い識しきを失っている彼女に、必ひつ死しで語かたりかける。両手で顔を摑つかみ、叫さけんだ。

「君はこんなことをしちゃいけない、いけないんだ！　人を殺しちゃいけないんだ。君だけは絶ぜつ対たいに……」

　帆はん船せんの出で来き事ごとが甦よみがえる。あのとき内なる悪あく魔まは初めて姿を現し、破は壊かいの限かぎりを尽つくした。ヴィペールを傷つけ、かおりや凜りんまで手にかけようとした。これは決して助けにはならない。傷つけるだけの存在だ。同じことをさせてはいけない。

「頼たのむから……夕菜……」

　その言葉に反はん応のうしたように、彼女の顔に赤みが戻もどった。

　光の悪魔が動きを止めた。

　アステリを離はなす。徐じよ々じよにだが大きさが縮ちぢまり、光が薄うすれていく。粘ねばっこさがなくなって、拡かく散さんしつつあった。

「よかった……うっ！」

　苦しさで、言葉が詰つまった。

　和樹の首に、水流でできた鞭むちが絡からまっていた。精せい霊れい魔法。またウンディーネが使われたのだ。

「余よ計けいなことはしないで」

　ピェートリャが冷たい口く調ちようで言っていた。

「せっかく現れたのに、また消えちゃうじゃない。あれが目的なのに……」

　水の鞭が絞しまる。喉のどを圧あつ迫ぱくし気き管かんを塞ふさぎ、呼こ吸きゆうがまったくできなくなる。

「どうしてそんな余よ計けいなことをするの」

「……知る……もん……か……」

　和樹はかろうじて喋しやべった。

「夕菜を……止めなきゃ……いけない。人殺……なんて……こと……どうしても……」

　薄れる意識をなんとか繫つなぎ止め、夕菜の頰ほおをなでる。自分でも謎なぞなのだ。どうして止めるのか。どうして殺しをさせてはいけないのか。倫りん理り的てきな禁きん忌き以外にも、心の中の意い志しが、殺させるなと怒ど鳴なっているのだ。

「そう……。でもわたしたちには不都合なのよ」

「……絶対……駄だ目め……」

「ならこれはどうかしら」

　別の水流が出現した。空くう中ちゆうに伸のびると、鎌かまのような幅はば広ひろの刃やいばを形作って、ふらふらと立ち上がったアステリに襲おそいかかる。

「がっ……！」

　アステリの胴どうが真まっ二ぷたつになった。

　鮮せん血けつがほとばしり、下半身が倒たおれ、上半身は転がった。

　濁にごった血がまき散ちらされた。

　ぴしゃっ。夕菜の顔に、血けつ痕こんがつく。

　彼女の皮ひ膚ふが、再び白はく蠟ろうのようになる。

　薄うすれかけていた光が、また粘ねばり気を出し始めた。

「そうそう。そうでなければ」

「なん……で……どう……し……て……」

「そういう命令なの」

　光がまた暴あばれれば、ピェートリャもただではすまないはずだ。なのに、自分の身がどうなろうと構わないように見える。

　それが義ぎ務むだと思っているかのよう。

「でもまだ足りないわね」

　光の集合体を見上げて言う。

「君にも協力してもらうわよ」

　鞭むちの締しめつけがきつくなった。

「……ぐっ！」

「そう。もっと苦しんで。愛するものが痛めつけられれば、また暴れ出すのよね」

　頭に霞かすみがかかってくる。もう喋しやべることすらできない。指一本動かすことも困こん難なんだ。

　視し界かいの端はしが光を帯おびた。ああ、あの悪あく魔まが復ふつ活かつしつつあるのだ。自分にはどうすることもできない。止められると思ったのに、あと少しだと思ったのに。僕ぼくはもうすぐ死──

　光がいきなり増した。

　続いて大きなエンジン音。風を切るプロペラの音。そして、それらをうち消すような射しや撃げきの轟ごう音おん。

　40Ｓ＆Ｗの弾だん丸がんがトンネルの空気を切り裂さく。ピェートリャの右みぎ肩かたに命中。直後に左肩。彼女はうめき、たたらを踏ふんで、地面に倒れる。

　水の鞭が弛ゆるんで、消えた。

　トンネルの反対側で、ヘリコプターがホバリングをしていた。側そく面めんのドアが開き、投とう光こう器きがこっちを照らしている。女性が着陸用ソリに足をかけて、拳けん銃じゆうを構かまえていた。

「式しき森もり、生きてるか!?」

　なつかしの、かおりの声だった。

　ヘリが強ごう引いんに着地をした。かおりと凜りんが下りて駆かけ寄ってくる。玖く里り子こが少し遅れたのは、操そう縦じゆう席せきにいたためだろうか。

「怪け我がはないか、式森」

　凜が彼の身体からだを起こした。

　和樹は何度も咳せきをしつつ、無理に笑え顔がおを作った。

「たくさんある……。けど、なんとか平気。でも……」

　ほっとしたような凜から視線を動かして、夕菜を見た。彼女はいまだ意い識しきを失ったまま、玖里子に毛布をかけられていた。

「夕菜ちゃんも生きているわ。大だい丈じよう夫ぶ」

「良かった……」

　心から安あん堵どした。あの悪あく魔まも、すでに霧む散さんしていた。

　間にあったのだ。自分が役に立てたわけではないにせよ。

「あれ、ピェートリャって言うんだろ」

　かおりが顎あごで、倒たおれたままの女性を示した。

「そうらしいです。よく知ってますね」

「ディステルが教えてくれたよ。あの女、人に協力させておいて『貸しにしておく』とかほざいて帰っちまいやんの」

「ディステル……さん？」

「あー、あんまり思い出させないでくれ。風かぜ椿つばきが呼んだヘリの代金、請せい求きゆうされそうなんだ。プレステ２を全ぜん色しよく買かい占しめるって野や望ぼうが、パーになりそう」

　こめかみを押おさえていた。横目でピェートリャを眺ながめている。

「財さい布ふ持ってないかな」

「……みっともないですよ。その人、死んでるんですか」

「気き絶ぜつしてるよ。放ほうっておくわけにもいかないから、連れて帰るか」

「そうしてください。夕菜も病院に運ばないと。あと奈……」

　口にしかけて、跳はね起きた。

「奈な千ち紗さちゃん！」

　玖里子がびっくりして振ふり返った。

「いないの!?」

「ええ、いなくなったんです！　敵の攻こう撃げきに巻き込まれて……。どこかに隠かくれているといいんですけど」

　急いで周囲を見たが、やはりそれらしい姿はない。

「捜さがしましょう。ヘリの向こう側にいるかも」

　玖里子は凜を呼んだ。

「手分けしましょう。先生も……あー、和樹はそこにいて」

　ついていこうとした和樹は、手で制せいされた。

「僕も行きます」

「あんたは寝ねてる役よ。夕菜ちゃんを診みててね」

　優やさしい口く調ちようだったが、有う無むを言わせるつもりはなさそうだ。

　確かに和樹も疲ひ労ろうは激しかった。玖里子も凜もやはりくたびれているはずなのに、こうして動いている。やっぱり女って男よりずっとタフなんだなあと思えてきた。

　捜しに行こうとする彼女たちを見つつ、なんの気なしにポケットを探さぐった。

　ペンダントが出てきた。奈千紗のだ。

（返してあげなきゃな……）

　ぼうっと眺ながめた。金の台座に透とう明めいな石。凜がチェックしたときと同じだ。裏うらには字じが彫ほってあった。

（なんだろ……）

　英文だった。細かいが読みとれないことはない。

「Disturbed her soul with pity……」

　発音してみた。と、いきなりすらすらと、前の言葉が頭に浮うかんだ。

（His dying words─but when I reached. That tenderest strain of all ditty, My faultering voice and pausing harp. Disturbed her soul with pity!）

　臨りん終じゆうの際きわに──ああされど

　悲ひ哀あい極きわまるこの条くだり、

　吟うたうわが声おろめきて

　乙女おとめの心や乱みだしけむ。

（この詩……授じゆ業ぎよう中ちゆうに聞こえてきたやつじゃないか。どうしてそれが、ペンダントに彫って……まさか）

　銀ぎん光こうが目の前を横切った。

「──あ」

　脇わき腹ばらに登山ナイフが刺ささった。同時に、トンネルの向こうで閃せん光こうが走る。

　ヘリが爆ばく発はつした。

　爆風が玖里子に凜、それにかおりの身体からだを吹き飛ばす。

「────！」

　あまり近寄っていなかったのが幸さいわいだった。彼女たちはレールの上に転がされただけですんだ。それでも激げき痛つうは免まぬがれず、一いち様ようにうめいている。音速で飛んできた破は片へんがあちこちに突つき刺さり、そのうちのひとつが運うん悪わるく、横たわっていたピェートリャの喉のど元もとに突き刺さった。

　炎ほのおに巻かれるヘリコプターの残ざん骸がい。その中からすっと、ひとりの少女が歩いてくる。

　初めて会ったときとは違ちがい、うつむかず顔は正面を向き、伏ふし目めがちだった瞳ひとみは鋭するどく光っていた。口くち元もとは皮ひ肉にくっぽく曲がっていて、腕うでには子犬を抱かかえている。

　和樹は、ひとりでに名前を呟つぶやいていた。

「奈千紗ちゃん……」

「違うわ」

　奈千紗は、ピェートリャの死体に一いつ瞬しゆんだけ、憐あわれみのこもった視線を飛ばした。

「そんな名前じゃない」

「じゃあ、君は……」

「酒さか井い奈千紗というのは、わたしが入れ替かわることに決めた、この子の名前。本当はクリウーチというの」

　冷静で、はっきりとした喋しやべり方だった。別べつ荘そうの時とはうって変わっていた。

「賢人会議ワイズメン・グループに……彼に忠ちゆう誠せいを誓ちかった女よ。そこに転がっている、サムライ女の推すい理りは正しかったの」

「どうして……」

「こんなことまでしたのかって？　あなたたち二人に、たっぷりと恐きよう怖ふを味わって欲ほしかったから」

　アステリと同じことを言った。ただしクリウーチは少女の顔なので、より不気味さを増ましている。

「恐怖を体験させるのが、彼の命じたこと。そして悪あく魔まがどのような状じよう態たいで出てくるのか、夕菜さんの中でどこまで育つのかが、確かく認にんしたいこと……さっきを見る限り、期待したほどではなかったけれど」

　近づいてくる。和樹は脇わき腹ばらの傷きず口ぐちが痛み、なにもできない。

「そのペンダント、返して」

　小さい指が鎖くさりをつまみ、取り上げた。

　首にかけ直す。

「これでいいわ」

　にこりとした。少女特有の、引き込まれそうになる可愛かわいらしさの中に、魔物のような妖よう艶えんさが入いり交まじっていた。

「さあ仕上げにしましょうか」

　腕うでから子犬が飛び降りた。尻尾しつぽを振ふって、鼻を鳴らしている。

　和樹はその仕し草ぐさをぼんやりと見つめていた。

「リリー、出ておいで」

　突とつ然せん──

　子犬が変化を起こした。異い常じようなほどの勢いで足、頭、身体からだが太くなる。特に頭には二本の筋すじが出現するや、ぱくりと裂さけて三つに分かれた。しかもそれぞれには牙きばが生え、別の頭として再さい生せいしている。膨ふくれ続けた体長はゆうに六メートルを超こし、尻尾は太くなって鱗うろこが生えた。毛は黒く変色し、鉄のように固くなる。

「見たことないかしら」

　クリウーチが言った。

「異い界かいにうごめく召しよう喚かん魔ま獣じゆう。地底の奥おく深ふかくに潜ひそみ、地獄に入れても外界には出さず、その姿を撃うち破ることはほとんどあり得ない。神しん話わにも畏い怖ふをもって記しるされる、『地獄のデア・ウンターベルト番犬・ベヴアハト』」

　変身を遂とげた獣けものが、三つの口を大きく広げた。

「ツェアベルス」

　吼ほえた。

　その雄お叫たけびは、間ま違ちがいなく山谷を揺ゆるがした。




「リリーはね、わたしの大事な大事なペット。なにも言わなくてもわたしの気持ちを読みとって、人を殺してくれるのよ」

　クリウーチの声は、まったく普ふ段だんの会話と変わらない。学校や友達の家で、普通に飼い犬の紹しよう介かいをしているようにしか聞こえなかった。

　和樹は這はいつくばった。自分の意い志しではない。腹の痛みに耐たえかねたのだ。

「動いちゃ駄だ目め」

　ツェアベルスが寄ってきた。三つの頭のうちのひとつで、和樹の体たい臭しゆうを嗅かいでいる。

「安心して。まだあなたを殺したりはしないから。リリーにあなたと夕菜さんをくわえてもらうわ。この子とても足が速いから、遠くまで運んでくれる。頭がたくさんあると、便べん利りでしょう」

　中央の頭が口を開けた。子供の腕うでほどもある牙が鈍にぶく光る。

　襟えり首くびを嚙かんだ。そのまま持ち上げられる。

　視界が回かい転てんした。振ふり回されているのだ。

　放物線を描えがいて、トンネルの入り口まで投げ飛ばされた。背せ中なかが地面とぶつかり、衝しよう撃げきが口の中から出てくるようだ。ショックで登山ナイフが腹はらから抜ぬけたが、それがまた痛かった。

「リリー、おいたをしちゃだめでしょう」

　クリウーチの言葉は、小動物をたしなめているようにしか聞こえない。

　和樹は仰あお向むけのまま頭を起こす。痛みがずっと続いていて、それ以外の動どう作さができない。

「ごめんなさい。リリーは遊び好きなのよ」

　少女の声が耳をなでる。ツェアベルスが巨きよ体たいをいからせ、こっちに来ようとする。

「今度はきちんと運ぶわ」

　苦痛を和やわらげたくて、言葉を口にした。

「……どこ……へ……」

「彼のところ」

　クリウーチが答えた。また彼か。

「夕菜さんとあなたは、彼の招待を受けているわ。光こう栄えいに思って欲ほしい」

「なんで……そん……な……」

「それはね、あなたが夕菜さんをコントロールできるから」

　肉体的な痛みとは違ちがう衝撃が、和樹を走り抜けた。

　聞き間ま違ちがいか、噓うそを言っているのだと思った。なんだって？　コントロール？

「夕菜さんの内なる悪あく魔まはそのままじゃただの厄やつ介かい者もの。必ず近くにコントロールできる人物がいるはずだから、連れてきてくれ──彼はそう言っていた」

「僕ぼくが……そんな……」

「人の心の恐きよう怖ふと怒いかりを糧かてとする悪魔──よりしろである人間が、たったひとりで存在できるわけはない。スタンドアローンでやるには脆もろすぎるもの。支えてくれるパートナーがいて、鍵かぎを握にぎっている。彼の推すい測そくだったけど、正しかった」

　あの帆はん船せんの戦いでは、和樹のことがきっかけで悪魔は出現した。それは分かっていた。だがさらにその上の、コントロールにまで関かん与よしていたとは。

「でも……でも僕は……コントロールなんかしてない……できない……」

「十分やっていた。さっき抑おさえていたでしょう。ピェートリャが邪じや魔ましなければ、あなたは成功していた。確かく認にんしたわ」

　ツェアベルスの足音がする。あの身体からだなのに、猫ねこみたいに小さく、柔やわらかな振しん動どうだ。

　もう鼻はな息いきまで感じるところに近づいていた。

「さあ、彼のところへ行きましょう」

「……なん……」

「言ったでしょう。よりしろである夕菜さんと、コントロールできるあなたを、彼は必要としているの」

「行きたく……ない」

「駄だ目めよ。彼が呼んでいる。拒こばむことは許ゆるされない」

「そんな……ここまで……して」

「ここまでして？　そうよ。ここまでするの。だって──」

　クリウーチの表情からにこやかさが消え、真しん剣けんな眼まな差ざしになった。

「彼は、あなたたちのことが好きなんだもの」

「え……」

　意外な台詞せりふだった。たちが悪いとか、冗じよう談だんだと言いたくなった。

「彼は最初、夕菜さんだけで、あなたのことを知らなかった。でも知ったときは驚おどろいて、すごく楽しそうになった。あなたのことを、兄弟きようだいのように思っているわよ」

「馬ば鹿かな……そんな……。はっ、はは……」

　こんな状じよう況きようだというのに笑い声が出た。でも自分が狂くるったとは思わない。笑わざるを得ない言葉だ。なんだ兄弟っていうのは。

　だが少女は本気であった。

「うらやましい……彼の寵ちよう愛あいを受けることがあっても、あの笑え顔がおを向けられることはないわ。そんな人はいなかった。でも、ここにいるなんて……それはあなたたちだけ……彼に会ったこともない、あなたたちだけなの」

　声せい質しつが硬こう化かしている。クリウーチの心に、なんらかの感情の兆きざしがあるのだ。少女の顔をした女性の心に。

「そうね……彼はあなたに感じるところがあるのよ」

「変だ……おかしい……」

「変かしら。吟うたうわが声おろめきて、乙女おとめの心や乱しけむ──この一節が含ふくまれる詩、あなたも知っているはず」

　知らないと否定したかったが、できなかった。知っているからこそ、ペンダントの文字が読めたのである。

「彼の好きなこの詩。どうして知っているのかしら。あなたそらんじることができるはずよ。だって彼が言っていたもの。『僕ができるのなら、可能なはずだ』って。どうしてそんなことができるのか……あなた、彼と通じあっているのよ」

　クリウーチが言葉を切り、力を込めて睨にらむ。その瞳ひとみは、他に形けい容ようのしようのない、嫉しつ妬との色で染そめられていた。

「あの詩の全文、知ってる？」

　和樹はなにも言えなかった。

「あの詩は騎き士しがお姫ひめ様を助ける話。美び姫きに恋いこがれた騎士が、嘲ちよう笑しようされても、傷ついても救おうとするのよ。彼はこの詩を教えてくれて。夕菜さんを姫になぞらえることまでした。そこまで自分を捧ささげるなんて……。それに、そのときの表情といったら──そしてあなたも、彼女を救おうとする。なんなのよ、いったい」

　はあっと息を吐はいた。白く濁にごった空気が、彼女の顔にまとわりついた。

「うらやましい話……あなたたちには彼の方から好意を寄せる。わたしは弟まで差し出して、彼の願いをかなえようとしたのに。ここまで尽つくしているのに、それでもまだ──」

　少女の手は震ふるえていた。届けようにも決して届かぬ心の想おもい──それが、クリウーチを動かしていたのだろうか。

　和樹はもう、脇わき腹ばらの痛みを忘わすれていた。

「その……彼って……誰だれなんだ……」

「会って確かめるといいわ」

　髪かみをかきあげ、大きく息をつくクリウーチ。喋しやべりすぎを後こう悔かいしているようでもあった。

「乙女の心や乱しけむ──まったくそうね。わたしの心も乱れたかも」

　ツェアベルスが唸うなった。咆ほう吼こうほど恐おそろしいものではないが、空気がびりびりと震えた。

「あらリリー。またなの？　そんなにこの人が食べたいんだ」

　クリウーチが手を伸ばし、腹をなでる。

「そうね……少しくらいならいいかも。五ご体たい満まん足ぞくで運はこべって言われたわけじゃないわ」

　和樹は息を詰つまらせた。

「手と足くらい、千ち切ぎってもいいわよ。おもちゃが好きなのよねぇ、人間は手て頃ごろだわ」

「ひ……」

　逃にげようとした。だが、疲ひ労ろうと痛いたみにきしむ全身は、ほとんど言うことを聞かなかった。

　ツェアベルスが和樹の身体を鼻先で突く。それだけで、何メートルも飛ばされた。

「動いちゃ駄だ目めよ。リリーはもっと興こう奮ふんするわ。あの一家のときだって、終わらせるのに苦労したもの」

「一家……？」

「酒井家。アステリが侵しん入にゆうして、鉢はち合あわせしてすぐ逃げちゃったでしょう。あなたたちを殺人犯だと思ったのよ。あなたたちもアステリを殺人犯だと思ったみたいね。でも本当は、わたしとリリーがやったこと」

「じゃ、じゃあ……」

「奈千紗も死んでるわ。庭の土の下。姿を変えるのに、モデルが生きていたら困こまるもの。リリーって犬まで飼っていて、ぴったりだったから。そうそう、臨りん終じゆうの言葉を教えてあげる。『お姉ちゃん……』って言ってた。誰のことかしらね」

　いつまでが本当の奈千紗だったのだろう。犬を返したときか、バーベキューのときか。まったく分からない。だけどひとつだけ言えることは、あの少女はすでに、この世にはいないのだ。

　クリウーチは歯を見せて笑った。本心を表すような、残ざん虐ぎやくな笑え顔がおだった。飼い主の感情を察知したツェアベルスが、同じように吼ほえた。

　笑い声はやけに長く、嫌いやになるくらい続いた。

　それが終わったころ、ぱら……と土の落ちるような音がした。

　エコーでなにか崩くずれたのではない。これは足音だ。少しずつ、着実にこちらへとやってくる。

　低い、感情のない声こわ音ねが聞こえた。

「殺したんですね……奈千紗ちゃんを……」

　そこには夕菜が立っていた。熱のある身体からだはふらふらで、トンネルにもたれかけて支えている。顔も唇くちびるも生気がなかったが、瞳ひとみだけは紅ぐ蓮れんの炎と化していた。

「そしてまた……和樹さんまで……傷つけるだけでは飽あきたらず……」

　ふっと全身がぶれた。

「許さない……」

　なんの前まえ触ぶれもなく、光の集合体が出現した。

　今度は止められなかった。




　アステリ相手の悪あく魔まは子供だましだった。あんな小さく迫はく力りよくのないものは、悪魔と呼ぶのも恥はずかしい。

　今、目の前に現れたのは、口にするのも困こん難なんな、禍まが々まがしいものであった。

　すでに夕菜の何十倍も大きく、山を覆おおい尽つくさんばかりに膨ふくれている。姿は人で二本の腕うでと二本の足はあるが、あとは不定形で一定していない。それがむしろ不ぶ気き味みであり、形容と表現を困難にしていた。

　クリウーチの顔色が変わる。

「リリー！」

　ツェアベルスは吼え、巨きよ体たいに似合わぬ跳ちよう躍やくを見せた。

　何メートルもの魔ま獣じゆうが、バネのような後ろ足で地面を蹴けり、アタックをかける。突とつ撃げき力りよくは戦車のそれに匹ひつ敵てきする。そして鋼はがねをも引き千ち切ぎる爪つめと牙きばを持っているのだ。

　三つの頭が同時に牙を剝むいた。次の瞬しゆん間かんには、装そう甲こう車しやすら引き裂さかれているはずであった。

　だが光の集合体は、痛つう痒ようも感じていない。

　逆に腕で、ツェアベルスの二つの頭を捕つかまえた。

　光の渦うずでできた両腕が、頭を左右に引っ張っていく。首が外側へ曲がっていき、魔獣の喉のどから苦しげな鳴き声がした。胴どう体たいも痙けい攣れんを始める。

　嫌いやな音がした。ツェアベルスの血はどす黒かった。

　引き裂かれた左右の頭は、そのまま手の中で潰つぶれ、投げ捨てられた。残ったひとつは勇ゆう敢かんにも威い嚇かくを繰くり返すが、もはや猫ねこほどの恐おそろしさもない。

　腕の一ひと振ふりで、胴体ともども動きを止めた。

　敵を倒しても、光の悪魔はまだ存在している。次の目標──獲え物ものを定さだめているのだ。

「あいつだ！」

　野の太ぶとい声が夕菜から発せられる。その先にはクリウーチがいた。

　リリーを殺され、彼女は逃にげるどころか動く気すらなくしている。へたり込んで、焦しよう点てんのあわない目でこっちを見ているだけだ。

「あいつだ。あいつを殺せ、殺すんだ！　わたしを騙だまし、奈千紗を殺し、友人たちを傷つけ、和樹をさらおうとする女!!」

　腕がクリウーチを摑つかむ。違ちがう。指先でつまむと表現した方が適てき切せつだ。

　なんの困難もなく高々と持ち上げられた。

「殺せ──いいや、すぐには殺すな。苦しみを味わってもらう。皮かわをはげ、骨ほねを砕くだけ、血けつ管かんを引き千切れ！　世に存在するありとあらゆる苦く痛つうを喰くらわせてやるんだ。生まれてきたことを。この場所にいることも後こう悔かいさせてやる。こいつに生きてる価か値ちなぞ、あるはずがないんだ！」

　吼ほえていた。いつもの夕菜とは明らかに違う、恐ろしいまでの、殺さつ意いに満みちた声で。

　帆はん船せんに悪魔が現れたとき、夕菜は立っていたものの、意い識しきは失ったままだった。だが今は全く違う。感情をあらわにし、瞳ひとみを燃もやしていた。

　指が動く。一息でクリウーチを圧あつ死しさせることもできるだろうが、そうはしない。夕菜の意い志しどおりに行動している。

　ゆっくりとクリウーチが圧あつ迫ぱくされていく。

「ひっ……ひっ……」

「もっとだ。じわりじわりと苦しめてやれ。こいつに殺された全すべての人の痛みってものを教えてやる！」

　少女の身体からだがぴくぴくと引きつりはじめた。痙けい攣れんが大きくなり、太ふと腿ももから液えき体たいが流れて足から垂たれる。

「見ろ、あははははっ！　漏もらしてやがるぞ！」

　もはや夕菜の声ではない。いや、確かに彼女の口が喋しやべっているのだが、口くち調ちようも音おん階かいも全て、別なものに変わっていた。

　哄こう笑しようはなおも響ひびき渡わたる。だがその声に、別の笑いが重なった。

「ふははははっ！　はっ、はっ、ははははっ！」

　こちらも、さもおかしくてたまらないような声。光の腕うでの先からしていた。

　クリウーチだった。生せい死しの境さかいに身を置きながらも笑っているのだ。

「はははっ！　いい、いいわよ。わたしを殺して！　遠えん慮りよしないで！　わたしの身体を、バラバラになるまで引き裂さいてよ！」

　少女は口から血を吐はいていた。手や足も動きがおかしい。まるで狂きよう気きに身を委ゆだねているかのよう。

　光が動きを止めた。クリウーチの反はん応のうに、ためらいのようなものを示していた。

「どうしたの──さあやって。殺すのよ、続きをどうぞ！」

「なにが──おかしいんだ。死ぬんだぞお前は！」

「これが笑わずにいられるかって！　結局あなたは怒いかりに身を任せたのよ。恐きよう怖ふと、怯おびえと──怒りが形作った！　その体内で、ちゃんと悪あく魔まを育てていたわけ！　期待外れなんて言ったことを謝しや罪ざいするわ。これ以上ない成せい果かよ！　さあわたしの血ちを浴びて、わたしの肉を削そいで。美しく、人殺しに手を染そめてちょうだい！　そうすればあなたの悪魔は、もっともっと育そだつわよ！」

　彼女は笑いを止めようとしない。血と涎よだれを振ふりまき、涙なみだを溢あふれさせて笑いこけていた。

「ああ、なんて素す晴ばらしいことなのかしら！　彼はこのことも分かっていたのね！　なんという快楽、なんというエクスタシー！　殺されるって最高！　わたし絶ぜつ対たいイキながら死ぬわ！」

　夕菜が笑わなくなった。怒りを充じゆう満まんさせたまま、紅ぐ蓮れんの瞳ひとみでクリウーチを促え、焼きつくさんばかりに凝ぎよう視ししている。

　初めて、ためらいのようなものがうかがえた。

　相手の態たい度どに気け圧おされたのか、殺さつ戮りくを止やめようと考えたのか──

　逡しゆん巡じゆんは時間にして、ほんの数秒のことだったろう。

　再び薄うすい唇くちびるが震ふるえた。

「……なら」

　髪かみの毛が、下から風で煽あおられたように吹ふき上がる。

「望み通りにしてやる！」

　光の腕に力がこもる。少女が叫さけぶ。

「あ、あ、あ、あ……」

　身体が潰つぶれ、四し散さんしようとする寸すん前ぜん──

「──駄だ目めだ！」

　知らず知らずのうち、和樹の身体からだが動いていた。

　腹部からの出しゆつ血けつにもかかわらず、力一いつ杯ぱい地面を蹴けり、正面から夕菜を抱だきしめた。

「駄目だ、駄目なんだ！　人殺しなんかしちゃ駄目だ！」

「──邪じや魔まをするなーっ！」

　女の子と思えぬ力で振ふり払はらう。レールの上に突つき飛ばされ、傷口から激げき痛つうが浸しん透とうする。それでも和樹は起きあがり、もう一度抱きしめた。
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「しないでくれ、人殺しなんて、君はしちゃ駄目なんだ！　僕ぼくには分かるんだ、君がその子を殺したら、心から悪あく魔まになってしまうって！　あいつはそれを狙ねらってる。彼はそれを狙ってるんだ！」

　膝ひざをついた。ずるずると崩くずれていく。もはや抱きしめてもいない。すがりついていた。夕菜の肩かたに両手をかけて、胸に顔を埋うずめていた。

「今なら分かる……僕には……。彼は君を悪魔にしたい……それを心から欲ほつしている……よく分かるよ……彼の想おもいは、僕にも伝わるんだから……」

　そうだ。

　彼の気持ちは伝わっている。

　詩を聞いたとき。

　見知らぬ少年の話を聞いたとき。

　酒井家の死体を見たとき。

　夕菜が凜に怒いかりをぶつけたとき。

　そして雨の中、たったひとりで歩いているとき。

　いつもの自分とは違ちがう、別な感情。

　それは彼の想いだったのだ。

　奇き妙みような一いつ致ち──どこにいるのか分からない相手との感かん情じよう交こう流りゆう。それがなされていた。

　だが、彼と全すべての気持ちが同じなわけではない。

　自分は知っていた。心の奥おく底そこで、彼のことが分かっていたのだ。雨の中、ひとりぼっちでいたとき、むやみにがんばれたのも、彼の存在があったからだ。

　彼に反はん抗こうしたかったのだ。

　彼のたくらみが伝わっていた。精神の奥──深い深いところで感じていた。

　悪あく魔まにしたいと欲する心を。

　だからこそ、夕菜を彼に渡わたしたくなかった。

「なんでもする、なんでもするよ。僕は夕菜のためならなんでもする。だから、こんなことはもう、止やめるんだ──」

　頰ほおが冷たくなった。男は泣くものじゃないって主張するのは間違っている。あるいは泣いたことのない奴やつのたわごとだ。だってこんなに出てくるじゃないか。

「忘れて欲ほしい……昨日あったことを。こんな、まるで悪夢みたいなできごとを、全部……全部忘れるんだ！　戻もどってきてくれ……玖里子さんや凜ちゃんや、伊い庭ば先生……みんなの元に帰ってきてくれ。それに……ここには僕が……」

　輝かがやきが止まった。

　あの悪魔を形成する、暗黒の光が止まったのだ。全ての粒りゆう子しが凝ぎよう着ちやくされ、クリウーチを潰つぶそうとしながら停てい止ししている。

　光は増さない。いや、むしろ、指先や足先から、わずかではあるが衰おとろえ始めている。

　粒子が消失を開始した。

　一粒一粒剝はがれるように、崩くずれては消えていく。風に飛ばされる砂のように、形をなくそうとしていた。

「──ア──」

　夕菜が真っ赤な口こう腔くうを見せた。

「ア──ア──アアアア──!!」

　痙けい攣れんしていた。身体からだの中で葛かつ藤とうしているのだ。全身が激しく震ふるえ、弓ゆみ状じように反そって倒たおれそうになる。

　和樹は必死に四し肢しを押おさえた。

　時が、何時間も過ぎ去ったように感じ──

　やがて。

「あ……」

　夕菜の全身から、力が抜ぬけ去った。糸の切れた人形みたいにぐにゃりと曲がって、和樹に寄りかかる。

　目をつむり、軽い息を吐はいていた。

「ん……あ……」

「ああ……良かった……」

　緊きん張ちようが解とけた。和樹も力を緩ゆるめる。触ふれるか触れないかの感覚で、彼女の顔をなでる。

「夕菜……」

　不意に瞼まぶたが開いた。その瞳ひとみにはいまだ紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦うず巻まいていた。

「……アアアアア──!!」

　失われようとしていた光が、爆ばく発はつした。
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「よう……」

　かおりの顔は薄うす汚よごれていた。服もあちこち破やぶれていて、若い女性の姿としては、かなり低レベルになっている。あれだけのことがあれば、当たり前だろうが。

　だけど自分も人のことは言えないに違ちがいない。雨の中を一晩中、山に谷にと歩き回り、最後にあんな目にあったのだから。

　和かず樹きは軽く左手をあげた。

「どうも……」

「ひどい有あり様さまだな」

　やはり思ったとおりのことを言った。全く同感だったので、少し笑え顔がおを作ることで返事にした。

　彼かの女じよは隣となりに座すわった。

「寝ねてたのか」

「いえ、起きてました」

「寝不足はお肌はだの敵、ゲーマーの味方だぞ」

「眠ねむれませんよ。せめて先生たちが、気き絶ぜつから覚さめるまではね」

「ふん。教え子のくせに格かつ好こうつけすぎ」

　実際、爆ばく風ふうに飛ばされたかおり、それに玖く里り子こと凜りんは、今まで気絶していたのだ。放ほう置ちして寝るわけにもいかない。彼女たちの具ぐ合あいを確かめて、安全だと分かったからこうして休んでいるのである。

　かおりは感かん謝しやの意を表すように、和樹の肩かたを叩たたいた。

「風かぜ椿つばきも神かみ城しろも、もう目を覚ましている。わたしとほとんど同時だったみたいだな」

「良かった」

「さっきから風椿が、ディステルからもらった衛星仕し様ようの携けい帯たい電でん話わで連れん絡れくつけてる。もうすぐヘリかなんかが迎むかえに来るぞ。神城はなんだか、宮みや間まにしきりと申し訳ながっていたみたいだけど……」

　和樹はゆっくりと首を振ふった。

「いえ。凜ちゃんに伝えてください。夕ゆう菜なにも責任があります。あとでちゃんと、謝しや罪ざいに行きます」

「そうか……」

　和樹は、自分の膝ひざに横たわる夕菜の手を握にぎった。

　彼女はいまだ目覚めなかった。

　あのあと光は急きゆう激げきに爆ばく散さんし、文字通り粉こな々ごなになったあと夕菜の体内に吸いこまれたのであった。そして倒たおれ、こうして眠り続けている。

　ふと呟つぶやいた。

「姫ひめは咽むせびぬ騎き士しの膝……半分あってるかな……」

「どした」

「なんでもないです」

「……そういや、敵のボスみたいのいなかったか。ちっこいの」

「いなくなりました」

　どうやって、と聞き返してきたが、返事はしなかった。かおりは訊ききたい素そ振ぶりを見せていたが、和樹の態たい度どを見ると肩をすくめた。

　実際に、クリウーチがどこにいるかは分からない。

　光の悪あく魔まが消しよう滅めつする寸すん前ぜんに、姿がかき消えるようになくなったのだ。まるで転てん移い魔ま法ほうを使ったような消え方だった。夕菜の仕し業わざでも、ましてや和樹の仕業でもない。誰だれか強力な術者が、急に瞬しゆん間かん移い動どうさせたのか……それも不明だ。

　かおりは腰こしを上げて、玖里子たちの方へ戻もどっていった。

　和樹はまだそのままでいた。夕菜の身体からだに毛布をかけて、身体に変へん調ちようがないようずっと気づかっている。

　山やま間あいから朝日が顔を出そうとしている。樹き々ぎが緑色になるように、夕菜の顔にも赤みがさす。

　閉とじられた眼めが、ぴくりと動いた。徐じよ々じよにだが目覚めようとしている。

　和樹は知っている。クリウーチが姿をくらますほんの一瞬前、光の悪魔が力を込めたことを。それは人間の筋きん肉にくとまったく同じように、腕うでを伝わり手に達し、指の先せん端たんに到とう達たつした。そして少女の肢し体たいをいともたやすく──

　その後どうなったのか、彼は誰にも言う気はない。

　これからなにが起ころうとも。もしも夕菜の瞳ひとみの中に、あの紅ぐ蓮れんの光こう彩さいが輝かがやくことがあろうとも──

　いや、そんなことはあり得ない。膝ひざの上で眠ねむっている夕菜は、今までの明るい夕菜であり、これからもそうなのだと。

　僕ぼくはそれをこれからも、ずっと、ずっと信じ続ける。

　彼女の瞼まぶたは、ゆっくりと開かれていった。
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　あとがき







　久しぶりの長編（お待たせしてすみません）なので、ここからはディステルやクリウーチにちなみ、魔ま女じよの話です。

　魔女裁さい判ばんは一七九一年のイタリアでおこなわれたのが最後のようです。もちろん「こんな非ひ合ごう理りなことはやめろ」という時代の趨すう勢せいを受けてのことですが、おかげで魔女は生き残り、現代社会までその系けい譜ふを存そん続ぞくさせています。今でこそ物質文明、科学文明花盛りですが、魔法こそが世界に影えい響きようを与える恐おそるべき手段なのです。最近も、それが如によ実じつに現れました。知り合いからの情報によると、あのイラク戦争時に魔法合がつ戦せんが繰り広げられたというのです。

　その知り合いによると、ニュースで放送される戦せん況きようは全て表面上のことであり、全て魔法によって動かされていました。彼は「チャネリング団体のＷＥＢデザイナー」という信頼すべき情報ソースを持っているので間違いないと思うのですが、アメリカのラムズフェルド国防長官は「魔女」であり、戦争を裏で操あやつったのだそうです（ラムズフェルドは男じゃないかとか言ってはいけません）。しかも地球人にも拘かかわらずニビル星からの電波を受けおり、それが故ゆえに戦争という手段を執とったとのこと。

　ラムズフェルドの計けい略りやくにいち早く気づいたチャネラーたちはインターネットで連絡を取り合い（先進的ですね）、総力を結けつ集しゆうして対たい抗こうしました。全米、全欧おうのチャネラーたちが力を合わせたので、その攻撃たるやさぞ絶ぜつ景けいであったろうと思われます。ラムズフェルドが数日間姿を見せないときがありましたが、あれこそがまさにチャネラーたちの成果なのです。

　もっとも戦争はアメリカの勝利に終わり、ラムズフェルドもピンピンしているので、チャネラーたちの作戦は失敗に終わったみたいです。何人ものチャネラーが力を失い、敗やぶれていくのを想像すると涙を禁きんじ得えません。恐るべきは魔女の実力です。




　さて私の近くにも魔女はいます。担当Ｋ氏です。氏が背の低いショートカットの似合う美少女編集であり、舌した足たらずのアニメ声で「げんこー、書いてくださーい」と腰がとろけそうになる督とく促そく電話をかけてくる裏で元アスラン外人部隊というのは富士見作家の常じよう識しきですが、実は魔女でもあるのです。

　その証しよう拠こに、私がどこにいようと、サイドワインダーのごとく追つい跡せきしてきます。原稿を紙の束ではなく金きん塊かいだと思い込んでいるらしく、携けい帯たい電でん話わを切っていても、外出先から帰った途と端たんに家の電話がジャンです。そのタイミングたるやまさに神かみ業わざ。どこかで監かん視ししているに違いありません。今回登場したヴニマーニイのような、魔法が使えるのでしょう。

　今思うと、打ち合わせのたびにネックレス状の「撃げき墜ついしたミグの破は片へん」をじゃらじゃらいわせてびびらせたのも、中東流と称して焼けた石をズボンの中に落とそうとするのも（これはききます）、全ては自分の持つ魔力を隠かくすカムフラージュだったのです。

　なんと狡こう猾かつなのでしょう。ときおり「アニメの制作会社に行きますから」と姿を消しますが、本当はサバトです。首を切り落としたニワトリを嬉き々きとして振り回しているに違いありません。

　まったく背せ筋すじが寒くなる真実ですが、民主主義とかいうつまらん思し想そうのせいで、日本警けい察さつは証しよう拠こなしに取り上げてくれません（証拠があっても取り上げない気もします）。これが十六世紀のスペインなら、Ｋ氏は即そつ刻こく捕とらえられて異い端たん審しん問もん官かんの前に連れ出され、水みず責ぜめののちに火あぶりになるのに。もちろん私は単身彼女の救出に赴おもむくなんてことはせず、ヘレスワインを飲みながら「燃やせ、燃やせ」と気き勢せいをあげます。もっとも担当氏が拷ごう問もん中に「あいつの家で魔法を使う変な小説を見た」と告つげ口ぐちするので、一緒になって火にくべられるのでしょうが。




　このように担当Ｋ氏（とラムズフェルド）は現代社会を脅おびやかす魔女なのです。ですが私の警けい鐘しようにも拘わらす、世間と富士見書房はちっとも動こうとはしません。もはや魔女の巣そう窟くつなのでしょう。そういえば「次の『まぶらほ』は九月に出すから」と宣せん告こくしてきました。すでに私の未来までが魔女の羽は根ねペンによって、予言書に記されているのです。なんてこった。




　そんなわけで『まぶらほ』次巻は九月下旬刊行予定です。タイトルは未定ですが、『ふっかつの巻・ひがし』になると思います。では。





二〇〇三年五月二十三日




築地　俊彦












まぶらほ




～アージ・オーヴァーキル～








築つき地じ俊とし彦ひこ
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